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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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◆プロローグ









　……心臓を貫かれた、心臓を抉えぐり取とられた、心臓を握りつぶされた──────？




　荒い吐息。舞い散る氷片。鏡のような氷壁。

　この広間で目に映るものはなにもかもが白い。

　俺の胸にぽっかりと開いた穴、そこからほとばしる血ばかりがやけに赤かった。

　足元が真紅に染まっていく。

　そうか。俺は死ぬのか。今度こそ、死ぬのか。

　俺の血だまりがこの部屋にいるもうひとつの影に、じりじりと迫っていく。

　少女だ。

　彼女の体もまた俺の血で鮮烈に赤かった。特に、掌てのひらがだ。ず、ず、と俺の体の中に侵入して、心臓を、ぎゅう、と蹂じゆう躙りんしていった掌てのひら。

　年の頃はほんの十二、三だろう。その上、ただの〈正常人〉ときた。

　だが、少女はこれから勇者と呼ばれるのだろう。俺を打ち倒したのだから。俺を。氷の森に住む〈無む形けい憑つき〉を統すべる王を。すなわち魔王を、だ。




「これで、わたしは、あなたに────……かなあ？」




　俺は目を見開く。信じられない。問いかけというより独白のような少女の言葉。

　今、この場で、この状況で、この俺へのものとして、到底ふさわしくなかった。

　真意がわからない。いや、少女のことはすべてわからない。

　彫像じみた無表情でうつろな瞳をしているのがわからない。

　何層もの氷の盾を打ち砕いたでたらめな強さがわからない。

　わからない。わからない。わからないまま死ぬ。俺だけが少女に囚とらわれたまま死ぬ？　こんな年とし端はもいかない少女に？　俺だけが？

　──────そんなのはごめんだ。

「う、く、あ、ああっ…………！」

　少女のくぐもった悲鳴。

　びゅっ、と血が飛び散り、俺の頰に付着する。

　最後の力を振り絞った俺が、少女の首筋に嚙かみ付ついたのだ。

　少女の斬撃によって兜かぶとの面頰が破壊され、口元が露出していたのはかえって都合がよかった。

　細い首に刻み付けた歯型の痕が、たちまちのうちにあざとなっていく。

　俺はにやりと唇の端を持ち上げた。少女の血の味が口の中に広がる。

「……三年後だ」

　玲れい瓏ろうたる月のごとく美しい娘に成長しているだろう。恋を覚える頃合いかもしれない。きっと、幸福の絶頂のそのさなかに。

「貴様は死ぬ。三年後の今日を楽しみにしていろ。俺の呪いが貴様の爪先にまで達するそのときを」

　血よ凍れ。我が気高き呪いよ、生命の熱き炎を奪え、消し去れ、閉じ込めろ。

　ただでさえ俺たちよりも短命な〈正常人〉、せいぜいみじめったらしくその日まで脆ぜい弱じやくな鼓動を打ち続けるがいい。

　不思議なことに、心臓がごとごとと走り出した気がした。

　愉快だった。俺は、そうだ、まだがらんどうではないのだ。

　そこかしこの氷に走る亀裂。

　次いで、細かく激しい振動。

　たまらず片方の膝をつく。持ち主の俺を失うことで、この氷の館は崩壊に向かう。

　呼吸さえも苦役のようだ。指先の感覚は失われつつある。だが、体の中は燃えるように熱い。

　────最さい期ごだ、貴様、名くらい名乗るがいい。

　その言葉の代わりに俺の口からあふれ出たのは血の塊だ。

　視界がかすんでいく。

　氷柱が折れる。床が裂ける。館が傾く。

　おびただしい鮮血。

　床を転がる俺の心臓。

　いまだ脈打つその中できらめく小さななにか。

　ばらばらと破片を落とす氷の天井。

　とどめを刺そうというのか長剣を振りかぶる少女。

　少女の血に濡ぬれた掌てのひら。

　その中指にはめられた石の取れた指輪────。




　俺の意識はそこまでだ。








◆一章









　目を覚ますとそこにあるのはいつもと変わらないニココの笑顔だ。




　焦点が合うまでに時間がかかった。

　一瞬前まで、視界いっぱいを光が埋め尽くしていたのだ。

　すさまじい閃せん光こうの渦にのみこまれ、まばゆく金色に輝く光が体中を駆け巡っていた。

　太陽に焼き尽くされたかのように網膜が痛い。ちかちかする。

　なんだったのだろう。夢だろうか。────夢、といえば。

「……自分が死ぬ夢を見ていた」

「まあ～、なんておそろしい。怖いの怖いのとんでけ～して差し上げましょうか？」

　囁ささやくような優しい声色に、慈愛をたたえた紺こん碧ぺきの瞳。波打つ豊かな長い金髪に、豊満な胸。ふっくらとした赤い唇に、真っ白い肌。

　ニココを形作る要素はどこをとっても柔らかい。ふわふわ、むっちり、もちもち、だ。

「でも魔王様、それ、実は夢じゃあないんです」

「……なんだと？」

「お聞きになります？　とびっきりのお土産を持って戻ったら森は焼き払われ、館は崩れ、同胞は皆殺しにされ、生涯お仕えすると心に決めた主あるじは無残な姿にされ、なんとかかき集めたお体とともに、蘇そ生せい術を探して独りほうぼうの土地をさまよっていた私の苦難の日々を」

　責めるような口調とは裏腹に、ニココは片膝をついて穏やかに微笑ほほえんでいる。

　ニココが身に着けているのは、弔意をあらわす真っ黒な喪服だ。

　どうやら俺は起きた、のではなく、長い年月を経て蘇よみがえった、らしい。

「────ここは？」

「復ふく讐しゆうに一番近い建物です」

　ぐるりと首を巡らせてみるが、一切覚えがない。

　俺が腰掛けているのは崩れかけた石造りの祭壇の上だ。

　街道沿いの小さな教会だったのだろう。今は瓦が礫れきまみれの無残な廃はい墟きよだ。

　半壊した屋根からは夏の陽ひ射ざしが差し込んでいる。

　あちこちにあるどす黒く変色した染しみは、血液だ。この惨状に至ったのは昨日今日のことではないのだろう。聖域である教会でこうも血なまぐさい諍いさかいごとの痕跡があろうとは、かつてここでなにがあったのやら。

「よくわからないが……、すまない。世話をかけたようだな」

「今、こうして目の前にいてくださる、それだけですべてが報われています。どこか気になるところはありませんか？」

「……とりあえず、服がないな」

　俺は全裸だ。

「いやだ、私ったらお召し物のご用意まで気が回らなくて」

「お前が肌を晒さらす必要はない。片方の手袋だけ貸してくれないか」

　襟の高い服を脱ごうとしたニココを制して、祭壇の近くに落ちていた幅広で白い──白い、と認識できるほどには汚れていないし、ぼろぼろでもない、ある種奇跡的な──布を拾う。

　見られたら困るところだけ隠れていればいい。俺はニココの手袋を局部にかぶせて布を紐ひも代わりにして結んだ。股間が握手を求めているようだ。

「魔王様、局部が少々友好的すぎやしませんか？」

「……お前の服を剝ぐよりましだろうが」

「私などにお心遣いいただかなくても結構ですのに」

「俺が嫌だ」

「あら～、ときめいちゃう。……実は肉体自慢をしたかったとかじゃないですよね？」

「人を露出狂みたいに言うな。リーじゃあるまいし」

　言ってから、少し感傷的になった。

　リーというのは氷の森の同胞だ。体を鍛えるのが趣味で、俺によく胸筋を見せびらかしてくる青年。俺も広背筋やら大だい臀でん筋きんやらで対抗をしていた。いつも最終的に下した穿ばき一枚になって、なんだったらそれも脱いでいた。……露出狂って言うな。

　しかし、リーはもう、この世にはいないだろう。俺と同じように殺されたはずだ。

「……ニココ、聞いてくれ！　実はもう一つないものがあってな！」

　つとめて明るく言って、俺は掌てのひらをニココに向けた。そこへ、ぽん、と氷でできた蝶ちようを出す。ひらひらと飛び立った蝶ちようは、すぐにぼとりと墜落し、消滅した。

「魔力が、ない」

「……まあ～」

　柔和な笑みを浮かべたままのニココから、そっちを先に言え、という圧を感じた。

　無理もない。〈無む形けい憑つき〉にあるまじき事態だ。

〈無む形けい憑つき〉。先天的に特殊な力を持って生まれてくる者たちの総称だ。

　この世界には二種類の人間がいる。

　生まれついての魔術師であるごくわずかな〈無む形けい憑つき〉と、なんの力も持たない大多数の〈正常人〉だ。

〈無む形けい憑つき〉は各おの々おの固有の魔術を持っている。くだらないもの。役立つもの。強大なもの。無害なもの。いずれにせよその能力は他者と重複することは基本的にない。

　俺の場合は氷を操る力だ。

　魔術の発動には魔力が必要で、魔力を得るには代償が必要で、代償には己の血液が必要だ。使う魔術の大きさに相応の量の血液が。

　だが、俺だけは違った。俺は特別だった。代償を払ったことがなかった。それどころか代償に相当する力を他者に分け与えることもできた。

　俺は尽きることのない魔力の持ち主だった。だというのに。

「枯こ渇かつしたとまでは言わない。それに、魔力は今、ゆっくりと蓄積されている。ただ、魔術を使うとそのぶん魔力が減っていく感覚があるがな」

「……そんな……」

「一度充塡されてしまえば元の俺に戻る。体感としてわかる。時間の問題だ、お前が気に病むことはない」

「でも……。やっぱり心臓の不純物を取り除いておくべきだったのかもしれません」

「不純物？」

　蘇そ生せいのためには余計な手をくわえないほうがいい。ニココが保存していた俺の心臓はこと切れたときのまま。貫かれたまま、抉えぐり取とられたまま、握りつぶされたまま、ありのまま。

　だから、小さな宝石が埋まっていたのもそのまま、……ということらしい。

　あれか、と思い当たる。意識を手放す寸前に俺も目にしている。

　おそらくは、勇者の少女の指輪の一部であったもの。

　それが今この俺の心臓にある、ということか。不意に疼とう痛つうを感じて胸に手を当てる。少し脈が速いだろうか。とはいえ、取り立てて違和感はないのだが……。

　あの勇者はもう俺の呪いで死んでしまっただろう。こんなところに己の形見を残していったとは知る由よしもなく。

「至らないことばかりで申し訳ありません。魔王様が望めばすぐにでも復ふく讐しゆうのおともをしようと思っていたのにこれじゃあ」

「……復ふく讐しゆう？　そういえばさっきも言っていたな。誰にだ？」

「むろん、魔王様を亡なき者にした娘に」

「……まだ生きているのか？」

「まだ、とは？」

　どうにも認識がずれている。

　ところで、ニココは俺と同じくらいの年齢に見えるだろう。だが、実のところ、俺にとっては年の離れた姉のようなものだ。

　俺やニココ、つまり〈無む形けい憑つき〉の青年期は〈正常人〉に比べると異常に長い。

　俺が物心ついた頃からニココの外見は今と変わらず、十代後半だ。

　だからニココの姿から年月の経過を推測することができなかった。

　結論から言うと、俺の想像以上にニココの仕事は迅速だったのだ。

　ここは『復ふく讐しゆうに一番近い建物』。

　この朽ちた教会から一日ほどかけて西にいけば、カミゴという名の村がある。

　俺を殺した少女が暮らす村だ。

　俺の死からは、あと三十日程度で三年になる。

　つまり、勇者は、生きている。

「────ふははは！」

　────ばさささ！

　俺が突然発した声に驚いたのか、壊れた窓枠にとまっていた赤い鳥が羽ばたいていく。

「面白い。無様にあがく最さい期ごを俺のこの目で見届けてやろう！」




　夕暮れと夜のあわい。

　街道の茂る草を踏みつけ、カミゴの村を目指す俺に向かって、ニココが後ろから小言を投げ続けている。

「魔力のない今の状態であの娘に近付くのは危険です」

「旅人の振りでもして大人しくしている」

「しかし、〈正常人〉たちの村に出向くなんて…！」

「むしろやつらを視察するいい機会だろう」

〈無む形けい憑つき〉は人間だ。〈正常人〉もまた人間だ。見た目に違いがない以上、まぎれ込むことはたやすい、……はずだ。

　とはいえ、ニココが嫌がるのも無理はない。

　この大陸は大きく七つの地域に分けられている。

　中央地域。そのさらに中央部に、地域で一、二を争う有力国の大国が存在する。

　戦士の国と呼ばれているところだ。好戦的で、侵攻を愛する国。

　俺の暮らしていた氷の森は、戦士の国の王都から山脈を挟んでまっすぐ北に存在した。対してカミゴの村は王都から離れた南西に位置している。

　本来、なんら交わることのない距離がある。

　だが、俺が力を分け与えた同胞が五年ほど前カミゴ周辺で疫病を引き起こした。正直よく覚えていないが、そういうわけで、この一帯では諸悪の根源として氷の魔王の名が知れ渡っているそうだ。

「万一正体が露呈したら、どんな目に遭うとお思いです？　〈正常人〉とともに暮らすなど悪趣味な冗談です。私はおともできませんからね」

　ニココは〈正常人〉を忌いみ嫌きらっている。

　だからこそ俺たちは氷の森に住んでいたのだ。

　俺とニココの二人から始まった〈無む形けい憑つき〉だけの集落。

　────魔王様はその力を同胞に分け与えるだけでいい。なにも考えなくていい。ここにいてくれるだけでいい────。

　ニココは俺にそう言った。だからそうした。五十年はゆうに過ぎた。書を読み、話を聞き、体を鍛え、魔術と戯たわむれる。退屈かどうかすら考えたことがなかった。どこにも行かず、全肯定されながら、氷の森の中だけで過ごす。それでよかった。

　だが、今は。

　頭の中で、死にゆく俺に勇者が放った声が響くのだ。

『これで、わたしは、あなたに────……かなあ？』

　うまくいけばこの言葉の意味を知れるかもしれない。胸が躍る。

　もちろん勇者に俺のことを認識されては困るので、派手に動くことはできないが。

「ちょっと、私の話を聞いていらっしゃいま、────あら？」

　不自然に途絶えたニココの声に振り返る。

　そこには、にやにやといらやしい笑いを浮かべた柄の悪い男たちがいた。そのうち一人が刃物を片手にニココを背後から捕らえている。物陰に隠れていたのだろう野盗たちだ。

「女を返してほしけりゃ荷物全部置いてけ。全部だぞ、全部。服まで残らずな……って着てねえええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　俺の唯一の持ち物──白布で縛った股間の手袋──を見て男は叫ぶ。

「にぎやかなやつだな？」

「いやいやいやいや、なんだその気さくな股ぐら!?」

「薄汚い手でそいつに触るな」

「や、やかましいこの野郎、オォあああアアっ!?」

　正面突破。俺は飛びあがり、男の延髄に蹴りを入れる。倒れ伏した男の顔を、次に手を思い切り踏みつけてやった。痙けい攣れんしていた男がぴくりとも動かなくなる。

「触るな、と言っただろうが」

　気絶した男にすごむが当然返事はない。むしろこれはほかの男たちへの警告だ。

　だというのに、俺の親切心をあっさりと無視して残りのやつらが一斉に向かってきた。

　わずかな時間が過ぎたのち。

　俺とニココの前には、意識のない野盗たちが重なり合って倒れていた。

　ほらな？　魔力がなくてもこの程度、俺一人でなんとかなるだろう？

　主張を視線に込めて、俺はニココの紺こん碧ぺきの目をじっと覗のぞきこむ。

「なにかあったらすぐに村を離れるさ。いいだろう？　ニココ」

「でも魔王様、まぬけなところあるし、すぐ調子に乗るし、忘れっぽいし、熱くなると周りが見えなくなるし、自信過剰で世間知らずで子供っぽくて無分別で、万一のことがあるんじゃないかと不安です」

「……お前はもしかしたら俺のことが嫌いなのか」

「欺いていたつもりが一本取られて、水責めされたり、性的に屈服させられたり、迫害されたり、火にあぶられたり、あげくのはてに私と永遠に離れ離れになったり──」

「ま、まだ続けるのか!?」

「魔王様はなにも悪くありません。しかし、〈正常人〉は、かくも冷酷にして暴虐非道なんですもの」

　屈かがみこんで、野盗から服を拝借しようとしている俺の手に、ニココがそっと手を重ねた。制止されているのだ。突然襲ってくるような性根の腐ったやつのものをあなたに触れさせるのが耐えられない、といったところか。

「わかった。これは着ない」

「村に行かない、とおっしゃってくだされば一番いいんですけど……、しかたありませんね。魔王様が生き返って最初の望みは無条件で受け入れようと決めていましたから」

　しぶしぶ了承してみせたニココは、ふいに、俺の銀色の髪に手を差し入れた。

「せめて私の代わりにこれを」

　いつもは隠れている俺の耳を露出させ、質素なイヤーカフをそっと添えてくる。

　普段ニココが右耳に着けているイヤーカフだ。

　この飾り自体に決して特別な力があるわけではない。だが、気休めのお守りと見くびることもできない。

　なぜなら、これは俺たちの──より正確にはニココの──両親の形見だからだ。〈正常人〉であった両親。そして、〈正常人〉たちに殺された両親の。

「魔王様、くれぐれもお気をつけて」

「そう心配してくれるな、くだらないへまはしない！　ふはははは！」




　カミゴの村に到着した途端、俺は牢ろうに直行することとなった。




　すっかり夜だ。

　はるか高く、ごく小さな窓からは、ぼんやりとした月の光。唯一のその明かりが膝を抱える俺をむなしく照らし出す。

　外からは虫の音色。隣からは先に牢ろうにいた寝相の悪い大男のいびき。

『この俺の姿を見てくれ。俺にふさわしいところに連れて行ってくれないか』

　最初に出会った村人に尋ねたら、あれよあれよとこのありさまだ。

　服を取り扱っているところを教えてほしかっただけだというのに。

　ニココがいてくれたらこんなところを抜け出すのは簡単なんだが。

　俺はイヤーカフを手に取って見つめる。

　と、ふいに、ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　と窓の外から音がした。

「ニココか!?　………………鳥か」

　鳥が壁にぶつかっただけだった。小さな窓から入り込んだそいつは牢ろうの中をぐるりと一周回り、室内へ向かって飛び去った。

「ううん……」

「……あっ!?」

　羽音がうるさい、とばかりに、寝返りを打った大男に体当たりされる。

　そのはずみで俺の手から離れたイヤーカフが、格こう子しで区切られた隣の牢ろうへと転がっていく。

　隣の牢ろうで寝転がっている、細身の少女のもとへ。

「おい、それは俺の大切なものだ、こちらに寄越して────」

　俺の声に反応して、億おつ劫くうそうに身を起こした少女。

　イヤーカフを拾ってこちらを向いたその姿を見て、俺は硬直した。

　長くまっすぐな黒髪。素朴なワンピースに包まれたしなやかな体。石の取れた指輪をはめている中指。そして、──────無感情の目。

　一目でわかった。

　三年前、俺を殺した少女だ。

　つまり、現在、余命三十日そこらの勇者。

　想像通り、いやそれよりもずっと美しく成長している。だが、なぜ牢ろうなんかに？　残りわずかの人生に自暴自棄になってなにかやらかしたのか？

　混乱しながらも俺はとっさに体を反転させて顔を伏せた。

「……あの。大切なものなのでは？　……質問している」

「あーあーあー！　聞こえない聞こえない聞こえないぞ！」

「聞こえないならしょうがない。諦める」

　ぱた、と再び横になる音。直後に安らかな寝息が聞こえた。

　おい、貴様、やる気がなさすぎるだろう！　しかし、振り返って怒鳴る余裕はない。

　傍観するだけで、接触する予定はなかったのに！

「んあ……？　なんだよてめえ……？」

　体の下から寝ぼけた声がした。

　くしくも、俺は大男を押し倒す体勢になっていたのだ。

　しかもちょうど俺の唯一の衣服を縛っていた布がほどけた。布はひらり、と宙を舞い、手袋はするり、と俺から離れる。

　男と俺の視線がそろってゆっくりと俺の局部へと向かい────。
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「……って、貴様、待て待て待て！」

　こんなところを見られたら大参事だ。正体がばれてしまう。

　俺は大男の顔をわしづかみにし、強引に上を向かせた。ひぃ、と大男の顔が恐怖に歪ゆがむ。

「な、な、な、なんで素すっ裸ぱだかなんだよお！　オレをどうするつもりだあ！」

「誤解だ！」

「うううう、母ちゃん、助けてえ……！」

　大男は両手を祈りのかたちに組み、がちがちと歯を鳴らしている。

　なるほど、蹂じゆう躙りんされる絶望は世界の終わりと同等なのだ。

　俺は大男から退いてやり、すばやく手袋を装着する。

　紐ひもとして使っていた布は牢ろうの外側に落ちていた。手袋を片手で押さえつつ、もう片方の手を格こう子しの間から伸ばす。指が届きそうになった、その瞬間。

　小さな手に布が拾い上げられた。

　顔を上げる。そこに立っているのはひょろひょろとした子供だ。女、だろうか。いつからいたのだ。まったく気配がなかった。

　三歳程度だろう。肘や膝は擦り傷だらけで、肩まで伸びる灰色の髪の毛はろくに手入れされていない。なによりの特徴は、右手の甲の────。

「なにをしているんだ、騒々しい！」

　牢ろう番ばんの男が二人、ランタンを持って駆けつけてくる。

「お前は……」男のうちの一人が、子供を見て嫌けん悪おの色をあらわにした。「どうしてここにいるんだ。勝手に入ってくるんじゃない！」

　牢ろう番ばんの邪険な態度は、侵入者であるからという理由ではなく、もっと根本的な忌避感からきているようだった。

　もう一方の牢ろう番ばんにしてもそうだ。恫どう喝かつにびくりとしてよろめいた子供の体をさも迷惑そうに避けた。尻もちをついた子供はしかし、泣きだしはしない。この扱いに慣れているのだろう。

　俺と目が合った子供は、布を持った手で俺を指差して、口をぱくぱくと動かしている。

　なんだ、と俺は唇をじっと見つめる。

「……て、……て、て」

　て？

　幼さゆえか、性格ゆえか、子供はうまく喋しやべることができないらしい。まさか、俺の正体を知っているのだろうか。そして、正体を暴こうとしている……？

「いつまでいるつもりだ。さっさと出て行け。それともなにか用件でも……」

　子供を追い立てようとした牢ろう番ばんがそこで、はた、と止まった。俺を見て、子供を見て、そして、子供の持っている布を見た。ひったくるようにそれを取り上げる。

「……もしかしてこの印は……？」

　まじまじと布を──布になにか刺し繡しゆうされているらしい──見ていた牢ろう番ばんが、もう一人の牢ろう番ばんと顔を見合わせ。

「──────ああ！」

　そろって声をあげる。

「ふさわしいところに連れて行け、とおっしゃったというのはそういう意味でしたか！」

「村人みんな、あなた様をお待ちしていたんですよ。もしかしてご到着が遅かったのは追剝にでも遭ったからですか？」

　牢ろう番ばん二人の態度がたちまちかしこまる。

「……まあ、追剝に遭ったと言えば遭った、か……」

　なにひとつ剝がれていないが。

「なんてこった！」

「それならそうとおっしゃってくだされば！」

　なにか納得した様子の二人によって牢ろうから出され、服を用意され、布を返される。成り行きのままに突っ立っていたらあっという間のことだった。

　二人は、俺への無礼な仕打ちを取り戻すかのようにちやほやとしてくる。

　……誰か、重要な人物と間違えられているのか……？

　俺になにか言いたげだった子供はなぜかずっと黙っている。

「こいつは教会で面倒を見てもらってる子供でしてね。きっと、あなたの迎えに寄越されたんでしょうが、……見ての通り〈無む形けい憑つき〉なんですよ」

　俺の子供への視線をどう受け取ったのか、牢ろう番ばんたちは軽蔑しきってそう言った。

　見ての通り。どこを？　右手の甲を、だ。

　いくつもの三角形が密集している紋。見ようによっては獰どう猛もうな獣の歯型の痕のように見える。

〈無む形けい憑つき〉は、生まれたときから皆、体表面のどこかにこの紋を持つ。

　たとえば、ニココが襟の高い服で隠している首筋。

　たとえば、俺が下した穿ばきで隠している生殖器。

　比較的目立たないところの紋は、隠してしまえばいい。〈正常人〉にも〈無む形けい憑つき〉にも誰にも気付かれることはない。

　いや、誰にも、は言い過ぎだ。俺ならば気付く。どんなに巧妙にごまかされても、俺は見破れる。不可視の紋でも、どこにあるのかがわかる。俺は少しばかり特殊なのだ。

　とはいえ、この子供のようにこうも目立つ場所にあるのなら、俺だけではなく、誰の目もごまかすことはできない。

「よければ代わりに私が案内しましょうか」

　いかにも親切心からといった様子で牢ろう番ばんが名乗り出た。〈無む形けい憑つき〉などという汚けがらわしいものをあなたにはべらせる気の利きかないことはしません、とばかりに。

　癇かんに障さわる。

　こういうやつらがいるからこそ、この子供の右手の甲の皮膚は醜く焼けただれているのだ。子供自身か、それとも保護者か、紋をなんとか消そうとしたのだろう。

　紋ごと腕を切り落とせばいい、と判断を下されなかっただけ不幸中の幸いだ。そんなことをしても残った体に紋が転移するだけだからだ。

「────いや、いい。こいつがいい」

　俺は子供の右手を握った。

　瞬間、子供は勢いよく俺を見上げた。困惑と驚きよう愕がくがないまぜになった表情だ。

「案内を頼む」

　ぎゅ、と手に力をこめた。

　どこに連れて行かれるのか、とか、俺は誰と勘違いされているのか、とか、勇者がなぜ捕まっているのか、とか、疑問はあまたある。あるのだが、それらすべてを差し置いて。

　俺は今、この小さな同胞を守ってやりたかった。




〈無む形けい憑つき〉は、生まれたその瞬間から息を引き取るそのときまで、差別、排斥、迫害から逃れられない運命だ。

　正体不明の──すなわち無形の魔物が胎児に寄生した結果、〈無む形けい憑つき〉が産まれるというのが通説だ。〈無む形けい憑つき〉は魔物の宿主で、だからこそ魔術が使えるのだ、と。

　そもそもにして、〈正常人〉という名称自体が彼らの思い上がりをこれ以上ないほどに表している。彼らは〈無む形けい憑つき〉は異常で、正すべきものだと思っているのだ。

　自分たちとは『体の構造』が違う、『成長速度』が違う、『寿命』も違う、危険で、薄気味悪い存在だ、と、奇異の目を向ける。

　自然、〈無む形けい憑つき〉だけで少人数の集落の形成を選択するものも現れる。

　氷の森だって、そういうもののうちの一つだった。俺の尽きない魔力というものは特殊だが、魔王なんて集落ごとにいて、お互い支配関係にあるわけではない。

　──だからこそ。俺一人が死んだところで、世界はそうそう変わらないのだ。




　……小さな子供の体温というものは温かいものだな。

　子供は俺の手を引いてカミゴの村の中を歩いていく。

「……おい」

　俺の声に振り向いた子供はびくびくしながら上目遣いにこちらを見る。

「貴様は俺の正体を……、本当のことを知っているのだろう」

　子供はやや興奮して何度もうなずく。やはりか。魔王だと知っているのか。

「なぜ知っている」

「……え、え、えっ、と、えと……」

　俺を前にしているせいもあるのか、子供の喋しやべり方はひどくつたなく、一向に要領を得ない。牢ろうでなにかまずい独り言でも口走って、それをこの子供に聞かれていたのだろうか。

「……お前以外にこのことを知っているものはいるのか」

　今度は子供は首を左右に振った。それだけわかれば十分だ。魔力を持たない俺が復活していることが世間に知れたらまずい。

「────この村を捨てて、俺と共に来るか？」

　小さな同胞へ、一から作る集落への誘いだ。

　子供はぽかんとしている。そのあと悲しそうな顔になって、ゆるゆると首を横に振った。

　……なるほど。そういう立場なのか。

　ならば、やはり口封じに殺すしかないのか。

　牢ろう番ばんたちから守ると決めた直後だというのに、我ながらなんたる欺ぎ瞞まん。

　魔王などと呼ばれながらも、無抵抗の相手を手にかけたことはない。まして、子供を。……ああ、しかし、思い返せば、俺が〈正常人〉に一度殺されかけたのはちょうどこれくらいの年齢だった。

　やつらにできたのだ。ならば、俺にできないわけなど。

　俺は、繫つないだ手とは逆側の手を、なにをされるか微み塵じんも理解していない子供の、細っこい、首、に、伸ばし──────。

「もしかして、ザザさん？　そこにいるんですか？」

「はぬっんふぁあん！」

　驚きすぎて変な声出た！

　誰だ!?

「よかった、無事だったんですね。なにかあったのかと」

　ランタンを手に小走りで駆け寄ってきたのは、可愛かわいらしい少女だった。成人にはあと数年足りない──十二歳程度だろう。安あん堵どの笑みが無む垢くであどけない。

　ザザ。高めの声で呼ばれた名はむろん俺のものではない。となれば、俺と一緒にいるこの子供の名前だ。探されていたということは、ザザは牢ろうに俺を迎えに来ていたわけではなかったのだろうか。

「今日は一体どこに行って、……こちらは？」

　少女はようやく俺に気付いたようだ。俺を見て、大きな目をぱちくりさせ、首を傾かしげる。さらりとした短い髪が揺れた。

　ザザに告げ口でもされたらかなわない。先手を打たなければ。しかし、どうすれば。

　途方に暮れかけたところで脳裏をよぎったのは布だ。俺が紐ひも代わりにしていた布。牢ろう番ばんの態度を一変させたあれ。

「はああぁああぁあっ！　く！　しょおおぉおおん！　よいしょおぉぉおぉおん！」

「わっ、だっ、大丈夫ですかっ」

　迫真の演技。渾こん身しんのくしゃみ。してやったりと例の布で大げさに顔を覆う。

　気遣わしげに俺を覗のぞき込こんだ少女は、目を見張った。狙い通り、蠟ろう燭そくのほのかな光に照らし出された布を見た瞬間に、だ。

「この聖印は……」

　聖印？　言われてみれば、布には花をかたどった模様がある。金を中心としたさまざまな色で刺し繡しゆうされている紋だ。

「もしかして、あなた様は、ルーシュ様ですかっ？　〈博愛〉のルーシュ様！」

　少女は、ぱあ、と表情を輝かせた。まるで恋する相手を前にしたときのようだ。

　どうやらルーシュ──しかも、胡う散さん臭くさい二つ名つきときた──というのが、俺が間違えられている人物の名であるらしい。

　俺は鷹おう揚ようにうなずきつつ、さり気なくザザを抱き上げた。こうしておけばいざとなればすぐ口をふさげる。びっくりしたのか硬直してしまったザザに、『なにも言うな』と耳打ちしておく。ザザは緊張した面持ちで俺を注視している。

「お会いできて光栄です。お待ちしておりました。道中なにかあったんですか？　それに、どうしたんですか、その服装」

　道案内を申し出た少女の後ろについていく。

「なにかおかしいか」

「いえ、てっきり司祭の装よそおいでお越しになるかと思っていたので」

「司祭？」

「はい。スペルエスト司祭の。かかとまで届く長い裾の服……ってこんな説明しなくてもご存じですよね？」

　スペルエスト。神の名だ。

『永久とこしえにスペルエストの安らぎを』と、氷の森への侵入者が命の危機に瀕ひんしたときによく祈りを捧ささげていた。

　スペルエスト教は弱者救済の理念を持つ宗教だったはずだ。俺は信者ではないが、中央地域の〈正常人〉には広く根付いている。戦士の国で信仰者が多いのは矛盾に思えるが、おおかた、『我々に支配されることこそ救済』とでも折り合いをつけているのだろう。

　しかし、ということは────。

「おい、娘よ」

「あの、よく間違えられるんですけど、ぼく、男です」

「ほう。そうか。……………………なんだと!?」

「ご、ごめんなさい」

「いや、謝るようなことではないが……」

　こんな可か憐れんな少年がいるとは、氷の森の外はなかなか侮あなどれないところだ。しかし今そんなことはどうでもいい。俺が聞きたいのは、ルーシュという男についてだ。

「はしゃいでしまって自己紹介もまだでしたね、申し訳ありません。ソロです。この村の教会で神父様の補佐を務めています。聖職者としてはまだまだ未熟者ですが、ルーシュ様の前任の神父様のお世話もしてましたから、少しはお役に立てるかと──」

「ソロ」

「はい？」

「神父、と言ったか？」

「はい」

「ほう、ほう。そうか。そう……………………なんだとお!?」

「ひえっ、ご、ごめんなさい？」

　ザザを抱えたままそっくり返って倒れてしまったものの、薄々勘付いてはいた。司祭の服装で来ると思われている、そんなもの神父以外にありえない。

　よくよく見ればソロの着ているローブだっていかにも聖職者然としている。例の布にあるものと同じ、花をかたどった模様も胸元にある。ソロの刺し繡しゆうは緑色ではあるが。なるほど、スペルエストの聖印、なのか。

「だ、大丈夫ですか!?」

「……案ずるな。つまずいただけだ」

「さ、さすが！　ルーシュ神父様くらいになると転びかたもひと味違うんですね！」

　おい、ちょっとは疑え。ルーシュとやらに憧れているのか知らないが、妄信しすぎだろう。

　適当に話を合わせて歩く。

　村の中を歩いてしばらくすると、二つ並んだぼうっとした光が見えてきた。

　鐘を備えた、石造りの立派な教会だ。

　扉の左右の脇に、蠟ろう燭そくのともされたランタンが掲げられている。時間を問わず、誰に対しても教会の扉を閉ざしはしないという救済の意思表示なのだろう。

　隣接して建っている教会付属の司祭館の中へと導かれる。

　神父とその家族、そして小間使いや見習いが住む、聖職者の生活用の建物だ。

　室内には、俺とソロ、ザザのほかに姿はない。

　神父には個室が用意されているようで、ソロはその部屋の前まで俺を連れてきた。

「長旅でお疲れでしょう。ゆっくりお休みくださいね。じゃあ、ザザさんはこちらに引き取り……、あれ？」

　ソロが、ふふ、と笑った。

　いつのまにやら、ザザが眠っていた。眠っていながらも、手は俺の服をしっかりと握っている。もしや、魔王を逃がしてたまるかという告発と糾弾の表れか。

「ルーシュ神父様がお気に入りみたいですね。ぼく、初めて見ました、ザザさんがこんなに誰かになつくところ」

「ふ、ふはは……。わざわざ起こすこともない。ここで寝かせよう!!」

　保身のために全身全霊でそう言った。にもかかわらず、ソロが感心したような表情を浮かべる。……初対面の〈無む形けい憑つき〉に分け隔て無く接しているように見えたから、か。

「ぼく、まだまだ至らなくて。実はザザさんと接するときに、やっぱりちょっと怖くて、緊張しちゃってるんですけど、そういうの、きっと本人に伝わってしまうんでしょうね」

　スペルエストの教会では〈無む形けい憑つき〉は保護対象とされている。

　かくも忌いまわしい、かくも呪われた、かくも劣った存在。穢けがれた〈無む形けい憑つき〉に救いの手を差し伸べよ。おそれるな。己の浄化の力を信じよ。さすれば神の国が近づくであろう。

　まあ、表向きの話だ。教会関係者だって市井の人々と同じように差別感情を持っている。でなければ、わざわざ〈博愛〉とやらが褒ほめ称たたえられることもあるまい。

「このザザという幼子は孤児か」

「そう、ですね」

　ソロの答えはどこか歯切れが悪い。

「冬くらいからですかね、教会で預かっているんですが、手のかからない大人しい子なんですよ。たまにふらっと無断でどこかに行っちゃいますけど」

「今日みたいに、か」

「そうですね。教会が、いえ、村が嫌いなのかもしれないです。その、ザザさんは村の人々からあまり良いい扱いを受けてなくて、ぼくも、どうしていいかわからなくて……」

　良いい扱いを受けていない。おそらく相当控えめな表現だろう。もしかしたら、ザザの手足がひっかき傷だらけなのも、自らこさえたものではないのかもしれない。

「でも、ルーシュ神父様になら、ザザさんもいろんなことお話ししてくれるかもしれないですね」

「待て。そもそも、ザザは話ができるのか？」

　まともに喋しやべっているところを見てないぞ。

「はい。なかなか言葉が出てこない様子はありますが、決して話せないわけではないんです。ただ、ひどく傷ついているのでしょう。喉ではなくて心が、ですよ。それこそ教会に来てからは、声もろくに聞かせてくれません」

　ソロは痛ましげな顔をした。どうやら、信仰と〈無む形けい憑つき〉への恐怖との間で板挟みになっているらしい。

「長々と申し訳ありません。おやすみなさい、神父様。また明日」

「ああ。……また明日」

　神父の居室は、書斎も兼ねているようだ。広くはないが、きちんと片づけられていて、ほこりひとつ落ちていない。引き出しつきのテーブルも本棚も掃除が行き届いている。

　俺は胸にザザを抱いたまま、寝台にどさりと背を預けた。

　指折り数えつつ、今の状況を整理する。

『本物』、『イヤーカフ』、『勇者』、『口封じ』。

　本物のルーシュがいるはずなのだ。なんらかの理由で遅れているがここへ赴任してくる神父が。はち合わせる前にとっととこのカミゴの村をあとにしなければならない。

　しかし、イヤーカフを取り戻さなければならないのだ。ニココと俺にとって大事なもの。

　余命わずかの勇者がなぜ牢ろうにいたのかも疑問のままだ。しかも、その勇者がイヤーカフを持っているとくる。くそ、対面したときに動転せずにさっさと返してもらっていれば。

　そして、正体を知られている唯一の相手を野放しにはできないのだ。今、俺の胸の上でくうくうと寝息を立てている子供────、ザザ。

　そう、ザザ。彼女はぎょっとするほどに軽い。どこもかしこもあっさりへし折れそうなほど細く、苦しませずに息の根を止めることはたやすい。

　始末すべきだ。

　じんわりとぬくもりを分け与えてくるこの子供を。無意識に、俺の胸にぐりぐりと額をこすりつけてくるこの子供を。

「………………」

　────いや、まあ、焦あせる必要はない。

　こちらが先手を打って牽けん制せいをしてやればいい。不審な動きをしたらすぐにどうとでもできる。

　だから俺がまずすべきは、再び牢ろうへ出向き、勇者からイヤーカフを取り戻すことで────。

　まぶたが重い。

　うつらうつらしていた俺は結局睡魔にあらがえず、眠りについた。




　目を覚ますとそこにあるのはザザの寝顔だ。

　なぜそんな見慣れないものがあるのかをど忘れしていた俺は、びく、と体を大きく揺らす。

　一晩中俺の上にいたザザはその振動でぼんやりと目を開いた。窓から差す朝日にしぱしぱと目を細め、寝ぼけてすりすりと俺によだれの垂れた頰を寄せる。

「……おい」

　俺はザザの背中をぽんぽんとたたいた。自分でも笑えるくらいにぎくしゃくと。

　氷を操る魔術の使い手だからなのかは知らないが、俺の体温は基本的に低い。夏場はそりゃあ気持ちいいだろうが二度寝を決め込まれても困る。

「…………！」

　少し間をおいて、ザザはがばりと上体を起こした。

　至近距離で目が合う。

　ザザは落ち着きなく目をぐるぐるまわす。次の瞬間には、ドアを蹴破らんばかりの勢いで逃げていった。

「ま、待て！」

　あまりの素早さにぼけっと見送ってしまった。急いであとを追う。

　部屋から廊下に出たその瞬間。

　目の前の人物にぶつかりそうになって慌てて足を止めた。

　四十路よそじくらいの男だ。眉間に深く刻まれた皺しわ、ぎらりとした鋭い目つき、立派なあごひげ。背が高いせいもあり、ひどく威圧感がある。

「まさか変へん化げする魔術か!?　うまく化けたものだな！　しかぁあし！　俺は騙だまされないぞ！」

　ぺし！　ぺし！　と男の額をリズミカルに叩たたき、ぐーい！　ぐーい！　と両頰を伸ばす。

「村長さん、お待たせしました、……あれ、ルーシュ神父様なにやって……」

　ぱたぱたと駆けて来たソロの言葉にぴたりと手を止める。

「村長……？　これはザザ……では？」

「へ？　ザザさんなら外に出ていっちゃいましたけど……？」

　つまりこの真顔でされるがままだったのは、見た目通りの四十路よそじの中年男！

「ルーシュ神父様、ずいぶんと斬新な挨拶ですね」

「い、いやそのこれは」

「はっ、己の掌てのひらのぬくもりを分け与えることこそコミュニケーションの第一歩、と……!?」

　深読みがすぎる！

「そ、そんなことより一体村長がなんの用だ」

「挨拶にいらしてくださったんですよ。村長さん、こちらがルーシュ神父です」

　村長は俺を値踏みするように、無遠慮に頭からつま先まで視線でなめ回した。露骨によそものへの牽けん制せいだ。

「……ルーシュだ。よろしく頼む」

「こちらこそ。これで一安心ですな。楽しみにしていますぞ」

　なにをだ。重低音の声に疑問を抱くが、どうせ俺には関係ない。

「ああ、そういえば、神父殿。あんたは中央地域の最大都市の大聖堂に長くいたそうですな」

　つまり戦士の国の王都に長くいたということか。

　……俺を殺した勇者を派遣してきた王都に。

「なにやら〈博愛〉の名説教で有名だと小耳に挟んだのですがな」

「へえ。そうなのか？」

　いかにも他人ひと事ごとだという馬鹿正直な反応をしてしまった。

「謙遜を。ぜひ聞いてみたいもんですな。私の、この耳で。できれば、今すぐ」

「ぼ、ぼくも拝聴したいです」

　純粋に期待のまなざしを送ってくるソロとは対照的に、村長は険しい目つきのままだ。

　もしかして俺を試しているのか。まさか俺が本物ではないと勘付いている？

「……悪いが断る。ひけらかすものではない」

　いや、ひけらかすものだろうが。説教なんだぞ。広く民衆に訴えかけてなんぼだ。

「少し村を見て回らせてもらおう。案内は結構だ」

　強引に切り上げ、俺は玄関へと向かった。

　これ以上ぼろを出す前に、イヤーカフを回収してさっさと村から出て行くべきだろう。

「それなら身支度のお手伝いをします！　村のお風ふ呂ろまでご案内を、……あっ、しまった、ぼくってば気が回らなくて……、申し訳ありません、本当に申し訳ありません！　みなさんと一緒はお嫌ですよね」

「……嫌、とは？」

　過剰なまでの謝罪。ルーシュという男は〈博愛〉の名を冠しているくせにそういうところはきっちり区別していたのか。聖職者たる自分が村人なんかと同じ風ふ呂ろに入れるか、と？

　それともまさか、俺の股間には〈無む形けい憑つき〉の紋があるから人に見られたら困るものだと知っているのか。これは駆け引きなのか────!?

「ええと、そのう、なんていうか、裸をじろじろ見てくる人がいるかもしれないですし……」

　言いにくそうにソロが目を逸そらした。

　………………単にソロの個人的な経験からの配慮だったようだ。

　この少年と風ふ呂ろ場で居合わせたら、本当に男か？　と確認せずにいられない不届きな輩やからが多い、ということだろう。

「明日までになんとかしておきます。服はご用意できてますよ！」

「早いところ皆に顔を見せてやってほしいものですな」

　村長はにこりともせずに帰っていく。

　俺は断るのも不自然だろうとソロから渡された神父の服──かかとまで届く裾の長いローブに襟の付いたマントを羽織る────に着替え、玄関の扉に手をかけた。

「いってらっしゃい、ルーシュ神父様。村のみなさん、新しく来た神父様に、ええと、興きよう味み津しん々しんですから、……その、ご無理なさらずに。永久とこしえにスペルエストの安らぎを」

　ソロがなぜそんな忠告をしてきたのか考える暇もなかった。

　扉を開けたとたん、俺は連れ去られた。




　興味津々？　お手並み拝見というのだこれは。

　俺のことを──いや、神父のことを連れ去ったのは、新参者を見極めようとする村人たちだった。俺はいわば、変化の少ない村での娯楽のようなものなのだろう。

　たちまちに俺の噂うわさは村中を駆け巡った。

「新しい神父様を試そうと、わしのこの醜く焼けただれた皮膚で両手を広げてみた。迷いなく応えてくだすった。また誰かに抱きしめてもらえる日が来るとは思わなんだ……」

　偽にせ神父だとばれないようにしただけだ！　〈正常人〉の肌がどうだろうと興味はない！

「歓迎の宴うたげをしてつぶしてやろうとしたらよ、こっちがつぶされちまったよ！　俺に勝てるのなんて、流行はやり病で死んだ親友だけだったのに。うっぷ。……へっ、いつまでくよくよしてんだってあいつが言ってんのかもなあ。明日っからお前の分まで真面目に生きるからなあ！　ありがとうな、神父様あ！」

　知ったことか！　〈無む形けい憑つき〉の内臓を舐なめるなよ！

「新しい神父様ってばいい男だねえ、どきどきしちゃう、なぁんて腕を組んでからかってやったのさ。そしたらあんた、『ぬかせ。俺のほうがずっとずっとどきどきしている』なんて、あたしの手を胸に持っていって、不敵に笑ったのさ！　おばさんを誘惑するもんじゃないよお、もう一花咲かせたくなっちまうだろ！」

　貴様らとは比べものにならない力強い俺の鼓動の音を聞かせようと、売られた喧けん嘩かを買っただけだぞ!?

「旅籠はたごに来てた異国の男がおかみさんと意思疎通できずに喧けん嘩かになりそうだったのに、異国の言葉でぺらぺら喋しやべって、そいつを涙ぐませて、最後にゃつま先にキスされてたよ！　博識で誰の心でも改めさせちゃうんだねえ。驚いた」

　…………正直、それは俺も驚いたのだ、本気で。

　リーがこの村にいたのだ。

　命からがら逃げのびていたという。

　過去、氷の森で俺はリーから彼の祖国の言葉を教わっている。なにしろ、あそこでは時間が売るほどあったから。

「ああ、魔王様、生きてらっしゃったのですね……！　ところでその格好は一体……？　まさかっ!?　なぜこの村を選んだのかは存じ上げませんが、神父として〈正常人〉にまぎれこみ、あえて信頼させてから裏切って、絶望を与えたところを一網打尽に……!?」

　リーは俺のことをとてつもなく買いかぶっていた。これでは間抜けな経緯を正直に申し出ることができない。

「ふ、ふははは。まあそんなこともあったりなかったりだ。とにかくすぐにこんなところは出て行くからな。お前も俺についてくるつもりなら今は大人しくしておいてくれ」

「復ふく讐しゆうのそのときにはぜひ俺にお力添えをさせてください……！」

　リーはひざまずき、俺の左足の甲に口づけを落とした。リーの〈無む形けい憑つき〉の紋がそこにあるからで、服従を誓っているというより、単にこいつにとって特別な部位だというだけだ。

　かくして、牢ろうにたどり着くことすらできずにもう五日目だ。

「みなさん、ルーシュ神父様の噂うわさでもちきりですよ。ルーシュ神父様は愛と赦ゆるしに満みち溢あふれて、みなに尽くすことのできる人だって。一いち途ずに神に生涯をささげて奉仕するまさに〈博愛〉。そうそう、どなたからでしょうかね、ルーシュ神父様が〈博愛〉と呼ばれるようになった理由なんかも出回っているようで」

　祈き禱とう席がずらりと並ぶ教会の聖堂で、ソロが言う。

　祭壇には聖女オスカの像が飾ってある。

　竜──実在などしない、神話でしか聞かない伝説の生き物だ──を退治した、と伝えられている聖女。敬けい虔けんなスペルエスト教徒ではあったものの、特別な出自を持たない素朴な乙女だ。オスカはカミゴの村の守護聖人であるらしい。

「あの、村人さんがなにか失礼をしたら、我慢しないでくださいね。遠慮なくぼくに申し付けてください。ぼく、ルーシュ神父様のためになんでもしますから」

「お前は本当に俺が好きなんだな」

　俺が、ではなく、ルーシュが、だが。

「面と向かって言われると照れますね。でも、そうですねえ、ルーシュ神父様と同じで……なんて言ったらおこがましいですけど、ぼくはわかってるんです。スペルエスト神に仕えることがぼくの宿命だって。だからルーシュ神父様には勝手に親近感を感じていて……」

「は、はは……」

　うっとりしているソロから気まずさのあまり目を逸そらす。

　ソロは首から長い帯をかけていた。これはミサ用の服装で、ついさっき、早朝ミサが終わったところなのだ。

　ミサは本来俺の仕事なわけだが、村人の対応に忙しい俺に代わって、ソロが説教壇に立って取り仕切っている。

　必ず参加してくるような熱心な村人は少ない。信仰心がないわけではないのだろうが、麦畑や家畜の世話などの実利的な仕事のほうが大事なようだ。

　村長は毎日来る。あまり信心深くは見えないので立場上そうしているだけだろう。

　もう一人、欠かさず出席するのは意外なことに、ザザだ。

　ほかの村人たちの目を避けるように、こっそりと信徒席の隅に身を起き、みなが帰ってからオスカ像に向かってひざまずいて、目を閉じて、祈っている。ここで世話になってからずっと続けているそうだ。境遇を思えば、実体のないものにすがりたくもなろう。

　そのザザに対してだが、俺は早々に口止めをした。

『俺の邪魔をしないと誓え。いいか、俺はここでは神父だ、そういうものとして扱え』

　そうすごむとザザはこくこくうなずいた。

　だが、俺を見張ろうとでも言うのか、俺がどこに行っても、こっそりあとをつけてきた。頭やら足やら、必ずどこかが見えている下手くそなかくれんぼをしながら、じいっと俺のことを見つめているのだ。村人はザザを避けるように、その存在を無視している。

　口止めなどしなくてもよかったのだ。もとからザザの言うことなど誰も取り合わない。……好都合だが、胸むな糞くそが悪いな。

　ところが今朝はそんなザザの姿が見当たらない。俺が起きたときからずっと、どこにもだ。

　まあいい。そんなことよりも、だ。

　ソロが裏口から司祭館へと戻っていき、教会にひとりきりになった俺は、よし、と気合を入れる。

　今日こそすべてを振り払って、牢ろうの中の勇者からイヤーカフを取り戻すのだ！

　ばあん！　と扉を開け放つ。

「────────────────……………………は？」

　勇者が、目の前に立っていた。

　俺はとっさに扉を閉めた。頭の中が真っ白だ。

　なんでだ。なんでここに。俺が魔王だとばれたのか。まさかザザが？　なんのつながりが。それに、勇者は捕まっていたんじゃないのか!?

「え？　あ、……うわっ！」

　馬鹿力で押された扉に俺は耐え切れなかった。勢いあまった勇者が転がり込んできて、仰向けに倒れた俺を下敷きにする。

「……神父さま。相談が、ある。切実」

　勇者は俺の腹の上でそう言った。

　へ？　と俺は我ながら間抜けな声を出してしまった。




　俺と勇者は二人きり、聖堂で黙りこくっている。

　俺は聖女像の前に立っている。前にはオスカ像、後ろには勇者だ。

　勇者は俺のことをルーシュ神父だと信じきっているらしい。戦士の国の王都においてルーシュと面識はなかったのだろう。助かった。

「……牢ろうに、いたはずではないのか」

「心配無用。逃げてきたわけではない。文無しで、あそこを宿代わりに使わせてもらっていただけ。────それよりも、これを見てほしい。懇願している」

　ぱさり、となにかが落ちる音を聞きながら、俺は振り返った。

　足元に落ちる布きれ。そこから視線を上に向けていく。すらりとした長い脚。引き締まったくびれに、控えめな膨らみ。浅黒い肌のしなやかな体。

「……って、服着てなあああああああああああああああああああああああああい！」

「ひゃあ大きい声。驚いている」

　と言いつつも、突如脱衣したこの勇者はまったく動じているように見えない。俺はぐるりと反転して体ごと目を逸そらす。

「な、なな、な、なにを考えているんだ貴様は!?　色いろ仕じ掛かけのつもりか！　ふははは、しかし残念だったな、そんなことでこの俺が心を乱すと思ったら大間違いっだっだっだだ！」

　しかし回り込まれた。早いな!?

「は、恥じらいというものがないのか貴様！」

「そんなことはない。恥じらい極まっている」

　言葉通り、時間をかけて勇者の顔が、じわじわと真っ赤に染まっていく。

「わ、わかった、わかったが近い、近い近い近い近いぞ貴様！」

「よく見てほしい」

「はあっ？　きっ、貴様やっぱり恥ずかしくもないんじゃ、………………それは」

　勇者の肩が視界に迫ってきてはっとした。

　見てほしいのは裸体ではなくこれか。言葉が足りないにもほどがあるだろう……。

　そこにあるのは、俺が刻んだ置き土産だ。

　肩からつま先を目がけて伸びる痣あざ。大小の三角形が回転して組み合わされている。一見すると面妖な刺青のようだ。

「この痣あざは日に日に地に向かって伸びていく。つま先まで到達すると死ぬ。と、推測している」

　いい勘だ。その通り、じわじわと迫る死を可視化する仕組みだ。死の間ま際ぎわにのみ発動できる呪い。
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「神父さま。わたしは、呪われている。もうすぐ、死ぬ。確信している」

　知っている。誰よりもこの俺が。貴様はいわば執行猶予中だ。

　なるほど、『相談』か。呪いのことを打ち明けるのに選んだのが、よりにもよって呪いをかけた張本人。いいざまだ。

　服を着直した勇者に、俺は浮かれた気分で尋ねた。

「……ほう。一体誰に呪いをかけられたんだ、言ってみろ」

「それは本題ではないのでいい」

「一蹴だと!?」

「なにか？」

「い、いや、なにかあるだろう。こう……、たとえばだな、強い人だった！　とか」

「特には」

　かっとはらわたが熱くなった。その程度のものなのか。絶望を与えたというのに。その身と心に深く刻み込まれている存在のつもりだったというのに！

「……ならば解呪の方法を尋ねに来たということか。あいにくだがそんなもの俺は知らない」

　嫌がらせではなく、ただの事実だ。本当に知らない。

　呪いは〈無む形けい憑つき〉の窮余の一策だ。対抗措置を念頭に置くようなご丁寧な仕組みではない。

「それも本題ではない。問題ない」

「はあ？」

「なにか？」

「なっ、なんでだ？　貴様、このままだと死ぬんだろうが」

「そのよう」

「そのよう、って……。じゃあなにをしたくてここに来たんだ」

「それが知りたい」

「……はあ？」

「なにか？」

　性格もへんてこな会話もつかみどころがなさすぎて調子が狂う。

「ちゃんと順を追って説明しろ。最初から子細漏らさずだ。……そうだな、まずは、貴様の名前から」

「シルベスイキル。長いのでイキルでいい」

「イキル、ね……」

　なぜだか名を口にしたら心臓の一部が締め付けられたような気がした。

　こいつの指輪の一部が埋まっているせいだろうか。

「なにか？」

「い、いや、なんでもない」

　そして勇者は──イキルは淡々と語り始めた。

　自分は氷の森の魔王を倒して呪いをかけられたのだ、と。……おう、知ってるぞ。





　氷の森。鬱うつ蒼そうとした森の奥深く、溶けることのない氷で作られた館があることからそう呼ばれている、〈無む形けい憑つき〉たちの集落。数多くある集落の中、戦士の国はここをなによりも警戒していた。氷の森を統すべる王の存在のせいだ。

　氷の魔王。

　彼は、魔力の代わりとして働く特別な氷──魔封じの氷──を作り出すことができる。

〈無む形けい憑つき〉はこれを持ってさえいれば、掌てのひらを、脛すねを、体の一部をかっ切って血液を捧ささげなくてもいい。魔封じの氷は使い切りではあるのだが、それでも、事実上、どんな〈無む形けい憑つき〉も代償なしで魔術を使うことができる。

　さればこそ、戦士の国の王都は魔王討伐の命を出したのだ。

　否、厳密には討伐と言えない条件をつけて。

　────生け捕りせよ、と。






「なんだと？」

　思わず口を挟んでしまった。思いっきり殺されている。

「資源であるゆえ。魔王は、尽きることなき資源。だから、魔王を捕まえて、氷を生み出すだけの存在にしてしまえばいい」

「……それでどうする？」

「王都の傭よう兵へいには〈優ゆう等とう無む形けい〉が多くいる。一旦手中に収めさえすれば、彼らの力で魔王を言いなりにさせられる。どの大国よりも力を持てる」

　俺たちと対立する中で、〈正常人〉はおそらくこう考える。戦において、敵が同士討ちしてくれたらどんなに楽だろう、と。

　名誉。金。良心。劣等感。

　なににつけこむのかは知ったことでないが、〈正常人〉が〈無む形けい憑つき〉を雇う。

　やつらは、自分たちに味方をする〈無む形けい憑つき〉を〈優ゆう等とう無む形けい〉と呼ぶ。

　優等！　これが褒め言葉に聞こえるのなら、そいつは幸福で、愚かだ。

〈無む形けい憑つき〉のことを劣等だと認識していなければ、こういう言葉は出てこない。

　つまるところ、〈優ゆう等とう無む形けい〉は俺たちにとっては裏切り者だ。同胞を捨て、〈正常人〉の味方をするもの。

　俺について来いという提案を蹴ったザザもそっちの立場だろう。

「だから、わたしは魔王の息の根を止めた」

「いや待て、なにが『だから』だ。王都は生け捕りしろと言ったんだろうが」

「長く王都の傀かい儡らいになる運命。今すぐ楽にしてあげたかった」

「思いやりにあふれた行為だと主張をしたいのなら、こっそり逃がしてやろうとでも考えるところなのではないのか」

「…………不覚。考えつかなかった」

　ぺしり、とイキルは額を叩たたいた。そんなノリで殺すな。

「思えば、わたしは魔王の姿に祖母を重ねていたのかもしれない」

「俺とお前の祖母とやらになんの接点があるんだ」

「『俺と』？」

「い、いや、違う、魔王と、だ。続けろ」





　イキルは、雇われ羊飼いの祖母と一緒に幼い頃から放浪をして暮らしていた。

　それが起こったのは、仕事を得るために町へと向かう二人きりの旅の途中だ。

　山間の道で、祖母が落石に巻き込まれたのだ。

　イキルは、祖母の両脚を潰す岩を退けようとした。手の爪の一部が剝がれ、血が噴きだし、しかし、岩はびくともしない。

　やがて痛みに耐えきれず祖母が刃物を渡しながら言う。

　────もう、楽にして。

　イキルはその言葉を聞き入れられなかった。

　祖母は唯一の肉親で、唯一の理解者で、唯一の信頼すべき人だった。

　助けを呼んでくる、と、あてもなく走った。誰にも出会えず、雨が降り出した。

　いたずらに体力を消耗し、がちがちと体を震わせながらイキルは祖母の元へと戻る。

　目に飛び込んできたのは変わり果てた祖母の姿だった。

　はらわたをひきずりだされ、むごたらしく狼おおかみに食い散らかされている祖母の。

　イキルは這はいつくばってげえげえと嘔おう吐とした。

　だが、黒く、べっとりと胸にこびりついた後悔だけはどうやっても吐き出せない。






「…………──────あっ！」

　再び俺は思わず声をあげてしまった。

　理解したのだ。俺がこと切れたときのイキルの言葉の意味を。

　あのとき、こいつは確かにこう言っていたのだ。

『これで、わたしは、あなたに救いを与えられた……かなあ？』

　要は贖しよく罪ざいだ。

　長く苦しめるくらいならこの手で殺してあげればよかった。そう思い続けていたイキルが在りし日の祖母に出来なかったことを俺にした、ということだ。代償行為。……とんだ巻き添えではないか？

「なにか？」

「……なんでもない。続けろ」

　イキルは小さくうなずいた。

「命令に背いて魔王を殺したわたしは、王都へ戻ることができなくなった」

　イキルは祖母が死んでから、王都に拾われ、育てられ、言われたことを忠実にこなした。

〈正常人〉であるにもかかわらず、魔術を使える〈優ゆう等とう無む形けい〉よりも優秀だった。

　指示されれば躊ちゆう躇ちよなくなんでもやった。

　ほうぼうの魔王を討ち、いつしか勇者と呼ばれるようになっていた。

「……なるほど、つまり貴様は氷の魔王を討ち取ったことで勇者となったわけではないのか。むしろ逆だな。魔王を倒したからこそ、勇者の名を捨てることになった」

「そのよう。わたしに指示をするものは誰もいなくなった」

「残されたのは呪いだけ、か」

「半信半疑だった。でも、日に日に成長していく痣あざ、占い師に見み出いだされた死相、これは本物だと確信した。三年の寿命。死ぬのなら祖母の生まれ故郷にしようとこの村に来た」

「待て」

「なにか」

「あっさり死を受容しすぎだろう」

「……わからない」

「わからない？」

「だからこそ新しい神父さまの評判を聞きつけて相談に来た。勇者になっていないとわたしはなにをしたらいいのかがわからない。このまま永眠すべきなのか、死に抵抗し、呪いを解こうと努力するべきなのか」

「噓うそをつくな。それとも強がりか。真っ当に生きていれば、思い残しはつきものだ。生き延びたいと願うものだろう」

「噓うそでも強がりでもない。わたしには……、勇者ではなくシルベスイキルには誰もなにをすべきか教えてくれないから。でも、余命三十日になって神父さまが現れた」

　きっと人生の指針を示してくれるであろう偉大なる神父さまが、か。

　王都のものたちが思い描いた理想の勇者。

　そうやって他人の願望に沿って生きてきたから、イキルには自分の人生がないのだ。

　他人ひと任まかせの自我。なにを欲ほつしているのか、なにをしたいのか、いや、なにを感じているのかすら自分で把握できない。しかも、その状態に疑問を覚えてもいない。

　死ぬそのときになってさえ、自分が自分の人生を生きていないことに気付けない、人生未満の人生。

　舌打ちしそうになった。こんなはずではなかったのだ。みっともなく涙と涎よだれを垂らし、俺のことを強く恨んで息絶えるさまを想像していた。誰が穏やかな死を迎えさせてやるものか。

　あがけ！　悔いろ！　思い残せ！　執着しろ！　生にしがみつけ！　気力を取り戻せ！　大切なものを作れ！　主体的な人生を手に入れろ！　この世は生きるに値すると知れ！

　そのうえで絶望して死ね！

「なにをしたいかなど、俺が教えるものではない。貴様が自分で見つけるのだ！」

　俺は駆け出して両手で入り口の扉を開け放った。

「さあ、来い！　貴様の人生を一刻も早く探しに行くぞ！」




「なぜだ！　なぜ見つからない！」

　だん！　と俺は酒場のテーブルに拳を叩たたきつける。並べられた食器がわずかに宙に浮き、音を立てる。

「そう気落ちしないで、神父さま」

「なにを他人ひと事ごとのように言っている!?　貴様のことだぞ！」

　イキルと二人、カミゴの村をくまなくまわったのに、収穫なしだ。

　カミゴはそう広い村ではない。

　ごくなだらかな丘陵地帯で、近くには細い川が流れている。

　教会のそばには長き樹齢を誇る一本の大木が生える中央広場がある。それらを中心として素朴な作りの家々が集まる。

　酒場があり、旅籠はたごがある。領主が顔を出すのは年に一度程度だそうだが、村の奥には領主のセカンドハウスがある（俺がぶちこまれた牢ろうはこの中にあった）。少し離れた雑木林の中には水車小屋もある。

　農民、そして、少しの職人──パン職人やら、鍛冶職人やら──が暮らす。

　畑を耕し、麦を育て、放牧し、収穫をし、冬には織おり物ものを作る。恋をし、子を生み育て、死ぬ。

　疫病が蔓まん延えんしようと、飢き饉きんが襲おうと、来る年も、来る年も、その繰り返しだ。

「もう一度よく考えてみろ。村人の生活の中に、貴様の未練や悔恨、心残りの糸口はなかったのか？」

「神父さまはここに来て数日なのに彼らに好かれていると思った」

「俺の話はどうでもいい！」

　ばんばんテーブルを叩たたくが、イキルは涼しい顔をしている。くそ、なぜ俺のほうが必死にならないといけないのだ！

「貴様はなあ！」

「あんたねえ！」

　俺の声にかぶさって、酒場のおかみの声が響く。思わず振り向いた。

「やるもんなんかなにもないよ。あんたに食器でも使われた日にゃ、捨てなきゃなんなくなるだろ。帰っとくれ」

　おかみは、店に入ってきた隻眼の老人に対して、しっし、と追い払う仕草をしている。

　続くやりとりを盗み聞くに、布で片目を覆っているその客は、正しくは客ではなく物乞いで、そもそも村人ではないらしい。

　根無し草の放浪者だ。

　村人は変化とよそものを嫌う。自分の村が世界のすべてだ。

　商人のように目的があるわけでもないのにどこにも定住しない、そんな暮らしをしているものなど受け入れがたいのだろう。

　なるほど、異質であると判断されたら、同じ〈正常人〉でさえこういう扱いを受けるわけだ。

　俺の視線がうるさかったのか、長い前髪の下、老人が茶褐色の目をこちらに向けてくる。

「あ！　あんた！　神父様になにか悪さするつもりかい!?」

　なにを勘違いしたのか、おかみは老人を強く突き飛ばした。よろめいた老人が思いのほか勢いよく、俺とイキルのテーブルへと飛んでくる。

　老人が顔から突っ込んできて食器を派手に散らす──という予想ははずれ、イキルが重い木のテーブルを片手でひょい、と持ち上げた。

「はあっ!?」

　俺は驚きつつも反射的に足を伸ばす。老人の胸を受けて床への激突を防ぐ。そのまま俺が老人を立たせると、イキルはなにごともなかったかのようにテーブルを戻した。

「ええと、だな……。とりあえず、この老人になにか出してやってくれないか」

　へたへたと座り込んだおかみに向かって声をかける。おかみは化物を見るような目をイキルに向けている。

「わ、わか、わかったよ。しし、神父様ったら博愛だねえ……」

　衝撃の強さのせいか、おかみは素直に要求をのみ、店の奥に引っ込んだ。老人は俺に目礼をしてカウンターへと離れていった。

「き、貴様ア……！」

　俺はテーブルに身を乗り出す。

「自慢か!?　機転が利きいて力があると！　俺から畏怖されたいのか？　残念だったな、俺だってその気になればあれくらいできる！」

　イキルはぱちくり、とゆっくりと瞬またたきをした。

「…………神父さまは、変」

「喧けん嘩かを売っているのか!?」

「皆、わたしの怪力を見ると用心する。必要以上に触れあわないようにする。神父さまには警戒心がない」

「はっ、俺が貴様なんぞを恐れる器だとでも思ったか？　王都での訓練の成果か知らないが、そんなちょっと力が強いくらいで誰が……」

「王都は関係ない。わたしは小さい頃から人より強かった。大きくて重い羊や牛の世話をしていたからだと思っている。角もあって、気性も荒くて、おっかない。毛刈りのときは命がけだった……」

「牛！　羊いぃ！」

　俺を殺した勇者の力の秘密が野性的すぎる！

「な、なんだい神父様、肉が欲しいってえのかい!?　それとも乳かい!?」

「違う！　別に追加の注文ではない！」

　俺の叫び声に店の奥から顔を出したおかみに答える。

「……とりあえず、話の続きは飯のあとだ」

　俺は大皿のパンに手を伸ばす。

「……わたし、こうして誰かと食事をするのは今が初めてかもしれない」

「なんだと？」

「思えば、祖母がいなくなって以来、わたしの世界には他人がいない。人を好きになったことがない。友も持たない。死の瞬間に手を握っていてほしい人が誰も思いつかない。私の死後、私のことを思い出す人もいない。いなくなってもなにも変わらない……」

　そこまで言ってイキルは口を閉じた。そのあとは話しかけてもずっと無反応だった。




　もうすぐ陽が落ちそうな刻限。

　酒場を出た俺のうしろに、イキルがついてきている。だが、終始上の空だ。

「ああ、神父様、ちょうどいいところに！」

　教会の前まで戻ってくると、赤ん坊を抱いた若い妊婦がいた。足を少し引きずって近付いてくる。

「……なんの用だ？」

「あたしとうちの人がそろって怪け我がしちまってねえ！　しかもあたし、このお腹なかだろ？　危ないから二、三日この子を預かってほしいんだよ。それじゃあよろしくね！」

「あっ、おい……！」

　なりゆきで赤ん坊を抱いてしまったものの、持ちかた合ってるのかこれ!?　やけにやわらかいわ、妙にあたたかいわで不安になってくるぞ！

　くそっ、こんな無力で小さきものに、魔王ともあろう俺が情けない。

　くわっ！　と目をかっぴらいて腕の中の赤ん坊を覗のぞきこむと、その顔がみるみるうちにくしゃくしゃにゆがんだ。

「ぴぎゃあああああああああああっ」

「そうだ！　俺の勝ちだ！」

「あぎゃああああああああああああっ」

「ふはははは！　おそろしさに凍り付くがいい！」

「ぐぎゃああああああああああああっ」

「こちとら泣く子も黙る魔王様だ！　……き、聞いているか？　お、おい！　吸うな！　おっぱいは出ないぞ　俺は！」

「ふぎゃああああああああああああっ」

「た、高い高ぁい！　どうだ！　……き、貴様、いいかげん泣なき止やんでもいいだろう……。なぜ黙らない、魔王様だぞ……？」

　はっ！

　半ば涙目になったところで、俺は自分がなにを大声で口走っているのかを自覚した。慌ててイキルを振り返る。いまだ心ここにあらずで、俺の発言は右から左だったようだ。

　危ないところだった────っ！

「…………『魔王様』？」

　いぶかる声に視線をやれば、司祭館から出てきたソロがそこにいた。

　聞かれていた───────っ！

「いや、違う、あの」

「……そうか……！」

　くそ、正体がばれたか!?

「氷の魔王の愚行を決して風化させてはならない。そのような教育を赤ん坊のうちからしていくべきだと……!?　ルーシュ神父様は偉大ですね！」

　貴様の毎度のその深読みっぷりには正直感謝しかない！

「ふ、ふはは……。し、しかし俺のその高度な教育を持ってしても泣なき止やまないのだが……！」

「こちらへ寄越してください。ほーらほら、ふうーっ」

「お……？」

　ソロが赤ん坊の顔に、次に耳に、そっと優しく息をふきかける。赤ん坊はびっくりしたように泣なき止やんで、最後にはくすぐったそうにきゃっきゃと笑っていた。

「おおっ！　すごい！　貴様すごいなソロ！　なんだその技は！　見ろ、この顔！　実に愉快そうだ！　ふはははははははは！　褒めてつかわす！」

　思わずぐしゃぐしゃとソロの頭を撫なでまわして称たたえると、ソロが照れくさそうにはにかむ。

「……小さい……」

　我に返ったイキルがそばにきて、俺の肩越しに赤ん坊を眺めている。

「よし、貴様、抱いてみせろ！」

「おっぱいは、出ない。……期待を裏切ってしまう」

「誰がそんなことを期待した!?　ふははは、泣きだしたら止める方法を俺が直々に教えてやろう！　こう、顔と耳に息を吹きかけてだな！」

「それ、万能ってわけじゃないですよ、ルーシュ神父様」

　ソロは苦笑しながらも、赤ん坊をイキルに抱かせる。イキルはおっかなびっくりと自分の腕の中の様子を窺うかがう。赤ん坊は泣きだしはしなかった。指をくわえて黒目がちの瞳でイキルのほうを見上げた。

　誰かとかかわらなければ生きていけない、幼い、澄みきった瞳。

　イキルは微動だにせずに、じっと赤ん坊の目を覗のぞき込こんでいる。

「ふふ、そんなにかたくならなくても大丈夫ですよ。抱き方、お上手です」

　と、そこに、嫌味ったらしい声が飛んできた。

「くだらないことでよくも得意げにまあ。相変わらず、軟弱なことだけには秀ひいでているようだな、ソロ」

　ソロの表情がたちまちこわばる。イキルは赤ん坊を守るように数歩下がった。

　見ると、短髪の大男が大股でこちらへやって来るところだった。村の人間ではないと一目でわかるしゃれた服装。おまけに腰に長剣をぶらさげている。隆々とした筋肉のせいか、どこか野性の獣を思わせる若い男だ。

「……誰だ」

「あ、あの、兄のミカレです。ぼくの六つ上の」

「兄？　似てないな」

「そうだろう、そうだろう」

　俺の素朴な感想をなぜだか褒め言葉に受け取って、ミカレが悦に入る。

「オレだって、オレとこいつの血が繫つながっているのが信じられないからな。オレがお前の年の頃には領主様の御座所で小姓をしていたっていうのに、お前はこんな小さな村に追いやられて哀れなことだ」

　ミカレは三白眼を細めて、くくく、と喉を鳴らしている。

「おっと。村のこともあなたのことも貶おとしめる気はなかったんですよ、お許しください。あなたが新しい神父様ですね？」

「……ルーシュだ」

「お会いできてよかった。私はランキイロ伯爵の騎士です」

　ミカレは主人のことを自慢げに語る。

　ランキイロ伯爵はカミゴの村を含めていくつかの荘しよう園えんを持つ中規模領主だ。年齢は三十前後で、庶民にも優しい男であるらしい。

「本日は伯爵に代わり、村の様子を伺いに参りました。準備は順調ですか？」

　準備？

　なんのことやらわからないが唇の端を持ち上げておいた。ミカレは都合よく解釈したようで、安心しました、と喜んでいる。

「ソロをどんどんこき使ってやってくださいね。細っこいからって遠慮しないでください。でもねえ、こいつはどうにも気が弱くて。我が家からしたらとんだできそこないですよ。子供の世話なんていう取るに足らない仕事程度がお似合いだ」

　反論しようとしたのか口を開きかけたソロが結局うつむく。

「なにか能があるのかと思えば、なよなよとしたこの面つら構がまえで、ふらちな輩やからを呼び寄せるくらいのことしかない！」

　ミカレはソロの顎をつかみ、強引に上を向かせる。

「ああ！　もちろんルーシュ神父のことはそんな方だとは思ってませんから！　愚弟はあなたにとても憧れているんです。私も心の底から信頼していますよ。宗教家のくせに俗人のようなものも目につきますが、あなたは私の弟に、決していかがわしいことをなさらないと！」

「み、み、ミカレ兄さん、ルーシュ神父様に失礼ですから」

「なんだ？　オレに意見するのか？　どうせ聖職者としても大成しないできそこないが」

「……い、いえ、あの、なんでも、ないです……」

　ソロはまばたきを繰り返して、涙が滲にじむのをごまかしていた。

　まるで代わりのようにタイミングよく、イキルの腕の中で赤ん坊が泣き出す。

「────俺の部下に横おう柄へいな態度を取らないでもらいたい」

　気付いたときにはそう口走っていた。

〈正常人〉同士のいざこざなどどうでもいいのだが、あまりにも見苦しい。

　ミカレが気色ばんで近付いてくる。

「……なにかおっしゃりたいことでも？　ルーシュ神父」

　と、風圧で俺の銀色の前髪がふわりと浮く。

「おおっと、申し訳ない！　つい拳が滑ってしまって」

「………………ああ、もしかして今のは偶然に見せかけて俺を威嚇したつもりだったのか？　その弱々しい突きで？　冗談だろう？」

「なっ……！」

　ミカレはかっとしやすい性質らしい。さすがに剣を抜きはしなかったが、今度は当てるふりではなく殴りかかってきた。

　左右の拳を避ける。焦あせったミカレが放ってきた蹴りを受け止め、そのままほいっとスライドさせてソロに預けた。

「えっ、えっ？　えっ？」

　ソロは渡された足を反射的に胸の前で受け止める。片足立ちになったミカレの股間はえらく無防備だ。俺はそこを目がけて思い切りつま先を振り上げた。

「がぁっ…………！」

「ミカレ兄さん！　だっ、大丈夫ですか」

　ソロがうずくまるミカレに慌てて駆け寄る。これまたタイミングよく、赤ん坊が笑い出す。ミカレは歯を食いしばってソロを突き飛ばした。

「お、お前に心配されるなど屈辱だ……！」

「じゃあこの俺が心配してやろう。いやいや、申し訳ないな、足が滑ってしまって」

「……気にしないでくださいよ、神父様。今日のところはこれで失礼します」

　先に手を出しておいて俺を責めるのは分が悪い、と判断できるくらいの頭はあるらしい。

　ミカレはひきつった笑顔を浮かべると、前かがみになりつつ去っていった。

「る、ルーシュ神父様、なにをするんですか、ミカレ兄さんにあんな……」

「不幸な事故だった。俺は無知だからあそこを蹴られると痛いだなんて知らなかったんだ」

「そん……、そんなわけ……ない、じゃない、ですか……？」

　俺の冗談にどんな反応を返せばいいのか迷ったのか、ソロは視線をさまよわせた。

「すまない、余計なことをしたようだな」

「い、いえ、そんな……！」

「だが、あの男の言うことなど真に受けるな。貴様はなんにでもなれる」

　ぽん、と頭に手を置く。

「え、う、あ、ありがとうございます。…………あの、その、罪を告白します。ほんとは、ちょっとだけ、すかっとしちゃいました」

　ソロは小声で懺ざん悔げしたあと、ぺろりと舌を出し、いたずらっぽく共犯の笑みを浮かべた。

「あっ、すみません、預けっぱなしで」

　そうしてイキルから赤ん坊を受け取ると、司祭館の中へと入っていった。

　イキルはぼんやりとソロが消えた戸を見続けている。

「どうした」

「あの子、嬉うれしそうだった」

「ソロのことか？」

「……神父さま。わたしは、自分の人生から他人を追い出して生きてきた。他人のほうも、『勇者』は必要としても、『イキル』を必要としてはいなかった。不足はなかった。独りは楽だった。期待せず、期待されず、言われたことだけをしていればいい……」

「……そうか」

「でも、もしかしたら、それだけが真実ではなかったのかもしれない……。神父さまは、『神父』にとらわれていないように見える。……とても自由」

　そりゃあこちとら神父じゃないからな！

「にもかかわらず、他人を自分の人生にいれるのが上手。神父さまのように生きたら、なにかがわかるかもしれない。だから、決めた」

　ひた、とイキルは俺を見据える。静せい謐ひつであるのに情熱を帯びている不思議な瞳。

「残りの人生、あなたがほしい」

「──────は？」

　なんと言った？

「あなたのそばにおいてほしい。なんでもする。小間使いとして使ってほしい。きっと、神父さまは断らないと信じている。なぜなら、神父様は、これを大切なものと言っていた。わたしは、取引をしている」

　…………あ──っ、あっ、あっ、あああああああああああああっ！

　両手を頰に当てて、声にならない叫びをあげた。

　イキルがおもむろに取り出したのは、俺がこの村から出て行くために必要なものだ。ニココから渡されたイヤーカフ。

『魔王様、忘れっぽいし、熱くなると周りが見えなくなるし……』

　ああ、頭の中でそれみたことかとニココが溜ため息いきをついている！

　取り返そうと手を伸ばしたときには、手遅れだった。イキルは胸元に手を突っ込むと、服の内側にイヤーカフをしまいこんだ。

「き、貴様あ、卑ひ怯きようだぞ……！」

「──────わああっ！　だっ、大丈夫ですか!?」

　怒りに拳を振るわせていると、司祭館からソロの悲鳴じみた声が聞こえた。

「なにか事件。神父さま、わたしに任せてほしい」

「待っ……、まだ話は終わってない！」

　俺は走り出したイキルの背中を追いかけた。




　いくつもの寝台が並んだ大部屋。

　基本的には、教会で預かる孤児や託児のための部屋だ。

　その部屋の片隅、寝台のかげに隠れるようにしてザザが倒れていた。顔が赤く、呼吸は荒い。今日は姿を見ないと思ったらこんなところで体調を崩していたのか。

「か、風邪でしょうか、とにかくなにか冷やすものを持って来ないと……！」

　赤ん坊を抱えながら、ソロがおろおろとしている。

「わたしがやる」

「えっ？　どうしてあなたが」

「今日からここに住む」

「はい？　えっ、あの、ルーシュ神父さま？　どういう……？」

　どうしてこうなってしまったかなど俺が一番知りたい！

　俺が頭の中で絶望すると同時に、ザザが苦しげに咳せき込こむ声が響く。

「……ええい、詳しいことは落ち着いたら話してやる！　ザザは俺が看病する！　お前らはここで赤ん坊の世話をしておくがいい！」

　勢いあまって、俺はザザを抱え、自室につれて来てしまった。

　こいつがどうなろうと知ったことではないのに！

　こんなはずでは、と寝台に横たえたザザの小さな体に目をやる。ぐったりとしている。

　ごつん、と額と額をくっつけてみると、驚くほどに熱かった。

　ザザは自分の体がこんなになるまで気付かなかったのだろうか。それとも、助けを求めるすべを知らなかったのか。……あるいは助けを求めても無駄だと思っていたのか。

　くそ。俺は、ひとつ溜ため息いきをついてから、ゆっくりとザザの額に手をかざし────。

「ルーシュ神父様、失礼します」

　氷を生成しようとした矢先、着替えやタオルを持ったソロが戸を開けた。木の盆を持ったイキルとともに入室してくる。

「ど、どうした、な、なな、なんの用だ」

「野草のスープや水を持って来た。手伝おうとしている」

「るっ、ルーシュ神父様こそどうしたんですか!?　頭が本棚に刺さってますけど!?」

　貴様らが突然来るから！　驚いて退いて飛んで滑って転んで突っ込んだんだろうが！

「気にするな」

「で、でも、こぶになってますけど……」

「貴様らは手に持ったものを置いたらすみやかに赤ん坊のところに戻れ。風邪がうつったら大変だろう。とにかくここは俺だけで十分だ！」

「わ、わかりました、ルーシュ神父様、よろしくお願いしますね。じゃあ、また明日」

「……また明日」

「ああ、ああ、また明日、だ！　いいか、絶対入ってくるなよ！　絶対だぞ！」

　二人を強引に追い出した。大体、熱冷ましの水など必要ないのだ。

　俺がいるのだから。

「……頭を冷やせ。そうしたら、すぐに元通りだ」

　俺はごく薄い氷をまとわせた掌てのひらを、そうっとザザの額に乗せた。

　こんなことで、溜ためている真っ最中の魔力を放出することになろうとは。

　無意識だろう、ザザが俺の掌てのひらにすがるように身じろいだ。しばらくするとザザは、重そうに少しだけまぶたを上げた。とろとろと熱にうかされる瞳でこちらを眺めている。

「……て……」

　て？

　初めて会った牢ろうでも同じことを言われた覚えがあるが、なんのことだかよくわからない。

　とりあえず、朦もう朧ろうとしていても俺がいることは認識しているらしいが……。

　氷で冷やし、水を飲ませ、スープを飲ませ、嘔おう吐と物を受け、体を拭き、と、ザザにつきっきりになっていたらいつの間にやら夜が明けていた。

　一晩経たってみれば拍子抜けするほどあっさりザザの熱も下がった。顔色も元通りだ。

　おそらくもう大丈夫だろう。




　なにかやり遂げた清すが々すがしい気持ちで廊下に出た俺は、危うく大声で叫ぶところだった。

　戸のすぐそばの壁に背を預けているイキルがいたのだ。足を投げ出し、ぐっすり眠っている。

　俺が出てくるのを待つうちに寝落ちしたのだろうか。

　健けな気げなことだな、なんたる好機。

　もう余計なことに気を取られている暇はない。イキルの死を見届けるより、俺を恨みながら死んでもらうより、やるべきは、ニココの元に無事に帰ることだけだ。

　こいつが服の中に隠したイヤーカフを取り返して逃げるなら今しかない。

　……そう、厄介なことに服の中に、だ。

　意を決して、そっとワンピースの裾から手を差し入れる。肌に触れないよう慎重を期して、服の裏側を手さぐりで検分していく。

「ううん……」

「!?」

　布地を上へ上へと辿たどっている途中で、寝ぼけたイキルが俺の腕を抱え込んだ。イキルのすべらかな肌の上、手の甲がやたら熱い。指先にはなにやら控えめな膨らみを感じる。

「……えっ、きさまっ、おっ、んっ、んん!?」

　だが、気付けば視界は反転している。

「いっ、いだだだだだだだ！」

　床に倒れ込んだ俺の腕は、イキルの両脚で挟まれて固定されている。

　めりめりめり！　とひじが曲がってはならない方向に引っ張られていく。

　驚くべきことに、俺の関節をしっかりと極めているイキルは眠ったままだ。

　無意識の護身術でさえ驚きのこの威力！

　一体どうすればこいつからイヤーカフを取り戻せる？

　目の前が暗くなっていく。

　様子を見に来たソロの悲鳴、必死にイキルの脚を叩たたいて起こそうとする俺、寝ぼけつつようやく薄目を開けたイキル────。

　俺の意識はそこまでだ。








◆二章









　目を覚ますと、そこにあるのは絶体絶命だ。




　イキルに関節を極められて気を失ったあと、俺の体は大部屋の寝台に運ばれていた（俺の部屋にはザザがいたからだろう）。

　家々が夕ゆう陽ひで赤く染まる時刻。

　ようやく起きた俺は、軋きしむ体を押さえつつ、司祭館から戸外に出た。

　赤ん坊を背負ったソロが、俺に気付いて会え釈しやくをした。

　そして、そのソロの手にあるものが、絶体絶命の正体だ。────それは。

「ルーシュ神父様。今しがた配達人の方が村の入り口まで来てたんですよ。ご連絡くださってたんですか？　どこで入れ違いになっちゃったんですかねえ」

　丸められて紐ひもでくくられている羊皮紙だ。

　神父が──『俺』ではなく『本物』の神父であるルーシュがしたためたものだろう。

　中身を読まれたら終わる。なにが書いてあるかは知らないが、ごまかしきれない齟そ齬ごが生じるに決まっている。偽にせ物ものだとばれる。

「ちょ、ちょっと待て！」

「えっ？　あっ、あっ！　すみません！」

　伸ばした俺の手はむなしく空を切る。ソロがまさに手紙の封を解き終えた瞬間、風にあおられて羊皮紙が舞い上がっていったのだ。

　ふわりと浮遊したそれは、司祭館から出てきたイキルの足元へと張り付いた。

　イキルが羊皮紙を拾い上げてその文面に目を落とす。

　──────万事休す。

　錯乱した俺は羊皮紙をひったくると、口の中へと詰め込み飲み下した。イキルは素早く、背後から俺の両の足首を摑つかむ。

「う!?　う、うぐ……！」

　そのまま逆さづりにされ、ゆさゆさと激しくゆさぶられる。頭頂部はもはや地面に軽くすれている。俺は歯をきつく食いしばって、ローブの裾がめくれあがらないように必死で押さえた。

　なんだこれは。偽にせ物ものへの制裁か!?

　それとも、まさか俺が魔王だと気付いている？　のみならず、俺の〈無む形けい憑つき〉の紋が股間にあることも把握ずみで、白日の下に晒さらそうとしているのか!?

「神父さま、しっかりして。早く吐き出して。身を案じている」

　……俺のことをまだ神父だと思っている、だと？

「と、とりあえず地面に立たせろ！　平気だから！」

　イキルは素直に俺の言葉を受け入れ、俺は無事に生還した。

「……貴様、手紙を読まなかったのか？」

「見た。が、読んでいない。なぜなら、字が、読めない」

「…………なんだと？」

「わたしは、字が読めない。なにが書いてあるのかわからない」

　イキルの表情の少ない顔を見る。噓うそをついているわけではなさそうだ。

「る、ルーシュ神父様、お手紙、食べちゃったんですか？　ど、どうしたんですか？　ザザさんの風邪がうつりました？　今、なんていうか、普通の状態じゃないんですか？」

　駆けつけてきたソロが面食らっている。

「健康だ。ええと、その、だな。腹が、そう、あまりにも腹が減っていたのだ」

「ええっ!?　確かに長く気を失っていらっしゃいましたけど、それにしたって……！　どうしましょう、ごちそうをご用意するには時期がちょっと早いですし……」

　時期？　よくわからないが、俺の間抜けな言い訳をこれ以上掘り下げられても困る。

「も、もう大丈夫だ。紙で満たされたのでな。気にしないでくれ」

「そういうわけにはいかない。わたしがスープでも用意する」

　イキルが挙手した。

「では一緒に準備しましょうか」

　ソロが当然のように応えた。

「……俺が気を失っている間になにやら仲良くなったようだな」

「はい！　イキルさんが、ルーシュ神父様のそばに死ぬまでいたい、とおっしゃっていたので、その気持ちわかります！　って、ぼく、共感していっぱいお話しさせてもらっちゃいました」

「ソロ氏に司祭館で寝食をともにする許可を得た」

「あ、死ぬまでっていうのはあくまで意気込みだそうですよ」

「二十日と二日後には旅に出る。だから、それまででいい」

　噓うそをつかれているぞ、ソロ。そいつは本当に死ぬのだ。

　賢明な判断ではある。勇者であることや死期を明かしたところでどうにもならない。

「事後報告となって申し訳ありませんが、ルーシュ神父様はすでにイキルさんをそばに置くことをお許ししていたようですし、それに〈博愛〉の神父様が断るはずもありませんよね」

　イヤーカフが人質に取られているだけだがな！

「ところでルーシュ神父様、さっきのお手紙、ご用件はなんだったんですか？」

　俺が聞きたい。

『本物』のルーシュがなにを伝えようとしていたのかは闇へ、もとい俺の胃へ葬ほうむり去さられた。

「ま、まあ、大したことじゃあない」

　そう言うしかないだろう。

「ふはははは、すべてを忘れて食事にしよう！　そうだ、ザザの姿が見えないが、どこに行ったんだ、あいつは。……ん？」

　司祭館に戻ろうとしていたところで、視線を感じた。

　中央広場側から近くを通りがかった村長が、鋭い目でこちらを見ていた。なにか言いたげだが、黙ったまま近寄ってくることはない。

　睨にらみ返したら、ぱっと顔ごとそらして去っていった。

　なんなんだ。……俺の正体に気付いているんじゃああるまいな。まさか、な。




「魔王よ────！　氷の魔王が来たわよ──────！」




　びくうっ！

　甲高い大声に突然名指しされて、俺は肩を跳ね上げた。

　村長と入れ違いにこちらに向かって来るのはつり目の小生意気そうな少女だ。ソロよりは年下に見える。十歳かそこらだろう。

　少女は、俺の正体を喧けん伝でんしながら走り回っている。だが、俺自身を指し示すことはない。……俺を氷の魔王だと認識しているわけではないのか？

「またですか……」

　考えあぐねていると、ソロが痛ましげに眉根を寄せた。

「また？」

「彼女はマリイさん。ときどきああやって噓うそをついて村中を回っているんです」

「噓うそを、な」

「ええ、もちろん噓うそです。氷の魔王は、三年前に滅びたんですからね。そのことは氷の森から遠く離れたこの村にだって知れ渡っています」

　目の前にいるんだがな。おまけに、実は魔王を滅ぼした勇者も隣にいるぞ。

「しかし、マリイとやらは一体なぜそんな噓うそを……」

「あなた、新しく来た神父様？　魔王がきたのよ、早くお逃げになったほうがよろしいんじゃなくて？」

　村娘のものにしては違和感しかない、貴族の娘のような口調。

　マリイとやらが、すぐそばに立っていた。

　赤いリボンをつけた長い髪、つんとした鼻、不機嫌そうに結ばれた唇。

　物腰こそ丁寧だが、やたらに挑発的だ。

「あーら、でもここは〈無む形けい憑つき〉を保護してるんだったかしら。不潔なことね。魔王が来たのなら連れ去ってくれればよろしいのに！」

　敵意に満ちたマリイの言葉は、俺にではなく、司祭館に向けられている。

「ねえ、どうなさったの？　まさかあたしの前に出て来られないっておっしゃるのかしら、この卑ひ怯きよう者！　……あら、そんなところにいらしたの？」

　ザザはどこかへ出かけていたようで、マリイと逆方向からやってきた。体調には問題ないようだ。が、マリイの存在に気付くと、たちまち身をすくめた。

「早くこっちにいらっしゃいよ。……やあだ、なあに？　汗くさくてよ！」

　自分で呼びつけておいて、マリイはザザを突き飛ばす真ま似ねをする。ザザは驚き、よろめいてその場に倒れ込む。うつむいたまま立ち上がらない。

　俺はマリイの手首を軽くひねりあげる。

「あっ……、い、痛あい！　無礼なかたね、なにをなさるの？」

「こちらの台詞せりふだ」

「放してくださらないこと？　なにもご存じないくせに」

「なにを知っていれば貴様の行動を肯定できるんだ────、いっ、痛ああああい！」

　マリイに触れているのとは逆側の手の指先に痛みが走る。

　思わず手を振り上げると、子供が釣れた。がじがじと俺の指に嚙かみついているのだ。

「は、離せ！」

　腕をぶんまわしているうちに、マリイが俺から逃れ、距離を取る。

　それを確認した嚙かみ付つき少女は、マリイの元へと駆けていく。

「よくやったわ、ナッツ！」

「それほどでもなのよ、おねえちゃん。神父さまあ、ごめんなさいなの」

　ナッツとやらは、無邪気に誠意のない謝罪をした。

　マリイより二つ、三つ年下だろうか。肩より短い髪を一部だけ雑にくくっている。あどけなく笑う右の頰には深いえくぼ。マリイとは正反対に、どこか野性児じみた印象の少女だ。

「それではごきげんよう、神父様。よろしくて？　あたしたち、絶対司祭館なんかに住むつもりはなくってよ！」

「ばいばいなのー」

「住むだと？　わけのわからないことを！　二度と来てもらわなくて結構だ！」

　去り際の捨すて台詞ぜりふに律りち儀ぎに返してやる。

　鼻息を荒くしていると、くいくい、とソロに袖を引かれた。困ったように微笑ほほえんでいる。

「ルーシュ神父様……」

「なんだ？　なにか問題があったか？」

　ソロに返事をしながら、転んだままのザザの前に手を差し伸べる。俺の掌てのひらが視界に入った途端、ザザは体をこわばらせた。自ら起き上がり、またどこかへ駆け出していく。

　……まさか、同胞でありながら氷を出す俺の手が恐ろしいとでも言うのか？

　この行き場のない宙に浮く手をどうしてくれよう。

　と、イキルが、お手、とばかりにそっと手を添えようとしてきた。思わず避ける。

「………………なんのつもりだ」

「恥をかかされた神父さまを気遣っている。内助の功」

「余計に恥ずかしい！」

「ルーシュ神父様、それにイキルさんも、聞いてください」

　俺とイキルのやりとりをやんわりと遮って、ソロがやや深刻な面持ちで切り出してくる。

「マリイさんと、妹のナッツさんについて、食事を取りながら、少しお話させていただいてもよろしいですか？」

　ソロの視線は、なぜだかザザの去っていった方角に向けられていた。




　十人程度が同時に食事できる長い食卓の置いてある部屋。

　テーブルの上に用意されたのは、丸いパンとくず野菜のスープ。それから教会の庭にある木になっている果実の果汁（イキルが素手で潰していた）。

　めいめい料理に手を伸ばしながら、俺とソロ、イキルで食卓を囲む。俺の隣にイキル、向かいにソロだ。赤ん坊は寝かしつけてきたらしい。

「マリイさんとナッツさん、お二人の両親は今この村にはいません」

　ソロはいましがた甘い果汁を飲んだとは思えない、苦々しい表情を浮かべている。

「……二人だけで暮らしているのか。疫病にでもやられたか？」

「いいえ。確かに過去、この村は疫病に苦しめられていましたが、お二人の両親がいないのはそれとは無関係です。お母様は元々病弱なかたでした。目もほとんど見えていらっしゃらなかった。お父様は、……その、野心のある方、とでも言いましょうか」

「野心？」

「『俺はこんな村で終わる男じゃない』が口癖でして。子供も妻も、自分の人生を邪魔するお荷物だと彼は考えているようでした」

「ろくでなしだな。では父親は名を立てようとして出ていった、ということか？　魔王を倒して勇者になりたい、だとか」

　皮肉なことに、そういう願いを抱いていないもののほうが称号を得るものなのだな、と、俺はイキルを横目で見た。

　イキルは人と共にする食事がまだ新鮮であるらしく、どこかふわふわした様子でパンにかじりついていた。自らしぼった果汁を俺やソロが口にすると、嬉うれしいのか、じっと見つめてくる。……ソロの話を聞いているのかこいつは？

「勇者になるだとか、具体的な展望はお持ちではなかったんですよ。『なんでもいい、とにかく俺はでかいことをやる』。『だが、ここにいたらなにもできない』と嘆くばかりで」

「口だけだな。現状に不満を抱いても、行動を起こすタイプには思えないが」

「そうですね、一人だったら一生ここでくだを巻いていたでしょうね。ところが、幸か不幸か、この村には同じ考えをする女性がいたんです」

「妻ではない女か」

「ええ。彼女はですね、カミゴのような田舎の村が嫌いで、大都市に憧れていたんです。そのせいで、旅の男の『妻にして、ここから連れ出してあげよう』という甘言に弄されて、身籠ってしまって……。そのことがわかった頃には男はとっくに村をあとにしていて、置きざりにされた彼女は荒れに荒れて、孤立しがちになっていました」

　ソロ、貴様、可愛かわいらしい顔をして、へろっと生々しい話をするなあ……。

「誰も自分のことなんてわかってくれない。そう思っているもの同士、お互いがお互いの唯一の理解者になってしまって────、昨年の晩秋、お父様はその女性と駆け落ちして、この村を出て行ってしまったんです」

「自分勝手なやつらだなあ！」

「それからです。マリイさんが噓うそをつくようになったのは」

「……よくわからないな。どう話が繫つながったんだ？　父親が不倫相手の女と出て行ったことが原因なのか？」

「お母様のために噓うそをつき始めたということですよ。『氷の魔王が来た、お父さんは倒しに行ったよ』、『氷の魔王が来た、お父さんは怪け我がをして教会で休んでいるよ』、『氷の魔王が来た、お父さんは疲れて喋しやべれない』……」

「ああ！　なるほどな。盲目の母親に真実を隠し通そうとしたのか。父親が家から姿を消したのは戦いに赴いているからだ、と噓うその世界を構築した」

「そういうことです。実際には氷の魔王はすでにこの世にいなかったんですけどね」

　しかし、噓うそをつくにしても、もっと穏当なものがあるだろうに。俺はよほど八つ当たりするのにうってつけらしいな？

「とはいえ、お母様を甘く見すぎでしたね。お母様は、マリイさんの噓うそに気付いていたと思います。夫がいなくなったのは、魔王のせいではないと。でも、亡なくなるまで騙だまされてあげていました」

「…………母親のほうは死んだのか」

「ええ。精神的にまいってしまったのか、例年よりも冷え込んだ厳冬のせいか、昨年の末、驚くほどにあっさりと」

「だったらもう魔王が来たと騒いで村を回る理由なんてないはずだ」

「それをやめたら、真実を受け入れないといけなくなるでしょう。『お父さんはあたしたちを見捨てたんだ』という残酷な真実を」

「……ああ。マリイが騙だましたいのは母親だけじゃなく、自分や妹もなんだな。そのために、氷の魔王を憎んで、〈無む形けい憑つき〉を憎んで、ザザを憎んで────、か」

「そう、ですね。マリイさんはザザさんが〈無む形けい憑つき〉だから憎いと言うでしょうね」

「なんだ、歯切れが悪い。まるで本当の理由は別にあるような言い方だな」

　ソロの顔に浮かんだ苦笑が、俺の言葉を肯定している。

「マリイさんのお父様が駆け落ちした相手がいるでしょう？」

「ああ。田舎が嫌で、旅の男に騙だまくらかされて、身籠って……」

「その方が産んだお子さんがザザさんなんです。マリイさんのお父様のお相手は、ザザさんのお母様なんですよ」

　絶句した。

　そんなどろっどろの愛憎劇が飛び出してくるとは思ってなかったぞ……。

「だからこそマリイさんとナッツさんを司祭館に招くのが難しいんです。正しくは、マリイさんを、ですね。マリイさんさえここに来ればナッツさんはついてくるでしょうし」

「マリイもここに住むつもりはないとか言っていたな。どういうことなんだ？」

「彼女たちは広義では孤児ですからね。教会が面倒を見るのは当然でしょう。でも、きっと、ルーシュ神父様なら解決に導いてくださいますよね？　〈博愛〉のルーシュ神父様なら！」

　ソロがうっとりとして、ルーシュの〈博愛〉の過去を語る。

　疫病の流行はやる土地から逃げずに聖務を果たす、だとか、見世物にされていた〈無む形けい憑つき〉を救っただとか。信仰と勇気を武器に、あらゆる悲劇に敢然と立ち向かう年若い神父。大いなる愛で世の中を包みこむ青年。

　聞けば聞くほどうさんくさいやつだな……もちろんそんなことは口に出せないが。

「……わかった。俺に任せておけ」

「ありがとうございます！　ほら、あと二十日程度でお祭りでしょう。それまでにはなんとかしたいなって思っていたんです。ルーシュ神父様は本当に頼もしい」

「……………………祭り？」

「え？　聖女オスカのお祭りですよ。彼女の命日とされている日じゃないですか。カミゴの教会は数あるオスカ信仰の教会の中でも特別です。オスカが眠りについたと言われている山に最も近いところにあるんですから。って、ぼくが説明するまでもないですよね」

　そうか！　村長やソロの兄であるミカレが意味ありげに俺の様子をうかがいにきた、あれは祭りの下見のためだったのか！

「疫病のせいもあって、ここ数年は祭りどころではなかったですけど、今年は久々に盛大にやろうって。元々名物でしたしね。ルーシュ神父様の歌も楽しみです」

「…………………………………………歌？」

「やだなあ、とぼけちゃって。ルーシュ神父様といえば『妖精の歌声』の持ち主でしょう？」

「は？」

「神父様がオスカに歌を捧ささげるのが祭りの恒例で、だから今年はルーシュ神父様の歌声が聞けるぞってみなさんわくわくして……って、あれ、どうしたんですか、青い顔をして？　もしかしてこのご依頼のこと、忘れていらっしゃったとか？」

「ま、まさか！　覚えている！　そうだな！　楽しみにしていてくれ！」

　自らの首を絞める宣言。

　なにが、なーにが『妖精の歌声』だ！　二つ名をいくつ持っているんだ貴様は!?

〈博愛〉の名説教だの、『妖精の歌声』だの盛りすぎだ！

　俺の正体がばれずにいるのは本物のルーシュがなぜだかいまだに姿を見せないからだ。だが、たとえルーシュが現れなくとも、早いところここから脱出しなければならなくなった。『妖精の歌声』？　なりすませるか、そんなもの！

「わたしも聞きたい。心待ちにしている」

　全員の食事が終わった途端、イキルが口を開く。ずっとだんまりだったから話を聞いていないのかと思っていた。

「そのためにも、神父さまを手伝う。マリイ氏とナッツ氏をここに住まわせる」

「……なにか勝機でもあるのか」

「妹を人質に取る」

「あくどすぎか？」

「わたしと神父さまの初めての共同作業。深まる絆きずな」

「美しい言葉で飾り立てるな！　ならずものの思考だぞ、貴様ア!?」

「くれぐれも穏便にお願いしますね……」

　食器をさげながらためらいがちにソロが忠告した。




　翌日の昼過ぎ。

　イキルは姉妹奪還計画に頭を悩ませている（誘拐を実行させるわけがない）。

　ソロは教会のこまごまとした仕事をしており、俺はといえば、赤ん坊を抱いて村を歩いていた。両親のもとへと返すためだ。

　噂うわさもだいぶ落ち着いてきて、着任初日のように、村人に引っ張りまわされることもない。

　イキルからイヤーカフを奪還するにはどうすればいい。とゆっくり考えを巡らせ──。

「……だああ！　髪の毛を引っ張るんじゃあない！　いやっ、怒ってない！　怒ってないぞ！　な、泣くのか!?　あああああ、だからおっぱいは出ない！　やめろオ！」

　赤ん坊に邪魔をされてそれどころではない。

　ひとりでわめく俺の前に、ふいに、ザザが駆け寄ってきた。

　ずっと俺をつけまわしていたくせに、風邪以来避けられていた。今日もいつのまにかふらっといなくなっていたのに、一体なんのつもりだろう。

　ザザは自分についてきてほしい、という仕草をした。やたらに切羽詰った表情をしている。

　……なにかの罠わなか？　赤ん坊を返しに行く途中なのだが……。

　不審に思いながらも、俺はザザの背中を追った。まあ、なんとかなるだろう。




　連れて来られたのは、村の近くのごく小さな山だった。

　なだらかな山腹の小道を行き、ぽっかりとひらけた場所に出る。

　案内をしてきたザザは、なぜか時折きょろきょろと道に迷いそうになっていた。

「なんだ？　ここは？」

　俺が尋ねると、ザザは崖の突端にある大きな木を指差した。木は、村の中央広場にあるものよりは小さめだが、根元に、子供ひとりがすっぽり入れそうなうろがある。

「お前はここで眠るのか？」「……よく来るのか？」「気に入りの場所なのか？」「秘密にしているのか？」「それを俺に教えるために連れて来たのか？」

　ザザの大きな身振り手振りからひとつひとつ推測する。

　遊んでもらっていると勘違いしたのか赤ん坊のきゃっきゃとはしゃぐ声が響く。

　ザザは次に、木の近くに生えている赤い実をつけた花を指し示した。珍しい種類の野草なのかもしれない。カミゴに来てからほかで見かけた記憶がない。

「ずっと育てているのか？」「なにか効能でもあるのか？　持っていると幸せになる？　効能か？　それ」「……そうか、親が教えてくれたのか」「この花の種はそもそも親からもらったものなんだな」「大事にしているのか」「は？　抜いていい？」「これを俺に寄越すつもりなのか？」

　市場での値打ちは知らないが、ザザにとってはなによりも価値があるものだろう。

　察するに、ザザを捨てた母親がザザに残していった花だ。最後の親心といったところか。

　それを大事な場所に植え替えて、少しずつ増やして、思い出を繫つないでいる。

「お前が大切にしているものなのだろう？　俺のために抜く必要などない」

「！」

　俺の言葉に、ザザはおろおろとしだした。

「…………どうした？」

　俺は辛抱強くザザの訴えを読み解いた。

　そして、理解した。

　ザザがどうしようもなく自尊心を奪われているということを。

「要するに、風邪の看病の礼、ということなんだな」

　俺の手に、魔術に怯おびえていたわけではなかったのだ。

　ザザは魔王相手ではなく、誰に対しても同じようにこれを捧ささげただろう。

　風邪の看病程度のことをおそろしいほどの厚意だととらえたのだ。

　自分の心から大切なものを貢みつがなければ、つり合いが取れないことだと考えた。

　昨日差し伸べた俺の手は、きっとなにかを催促しているように見えたのだろう。

　だというのに、その貢みつぎ物ものを断られて、混乱しているのだ。

〈無む形けい憑つき〉として粗末に扱われてきたせいでこういうことになる。

　ふざけている。

「おい。この赤ん坊を見てみろ。こいつはお前のことが好きだぞ」

　ザザの前に赤ん坊を突き出す。赤ん坊はきゃあきゃあと笑った。

　説得のために口に出したことに少し動揺する。そうなのだ。〈正常人〉だって、生まれたばかりのときは俺たちを対等のものとして見ている。

　成長するにつれて、誰かに偏見を植え付けられていく……のか？

「……いいか？　お前は尊重されるべき存在なのだ。傷付いたときや、苦しいときは、優しくしてもらわなければならないのだ。そして、優しくされたら、遠慮なく享受していいのだ！」

　ザザは腑ふに落ちない表情をしている。俺自身、〈優ゆう等とう無む形けい〉相手にこんなことを力説している己が理解しがたい。

「どうしてもなにかしたいなら、相手にありがとうとでも伝えておけ！」

　どこか納得していないまま、ザザは出ない声の代わりに、ぺこり、と頭を下げた。

　あまりに深く下げすぎて、ころん、ころん、と二回でんぐり返しをする。

「お、おいおい、大丈夫か!?」

　なんとも前途多難だ。




　その後、赤ん坊は無事に両親の元に帰り、イキルと俺は奪還計画──奪還したい対象は姉妹、イヤーカフ、とそれぞれ違うのだが──の名案を思い付くこともなく、ザザがまた俺を見張るようになり、ソロは健けな気げに教会の業務をこなす、そんな日々がさらに二日過ぎた頃。

「ちょっと！　あなたがた、ナッツに手を出したんじゃなくて？」

　頼んでもないのにマリイのほうから出向いてきた。

　司祭館の戸口で俺が出迎える。ザザは慌てて大部屋へと隠れてしまった。

「…………妹がどうかしたのか？」

「誘拐したんでしょう？」

　俺は背後にやってきたイキルを見た。イキルはぶるぶると高速で首を振る。さすがに先走って決行したわけではなさそうだ。

「いなくなったのか？」

「しらばっくれないでちょうだい。どうせ、あなたがたのしわざに決まっているわ」

「残念だが冤えん罪ざいだ」

「じゃあどこに行ったっておっしゃるの？」

「知るか。……いやいやいや、心配だなあ！　俺でよければ探すのを手伝おう！」

　己が〈博愛〉の神父であることを思い出して、申し出た。イキルに不審に思われたらまずい。

「心当たりはないのか？」

「あの子があたしを置いていくわけが……、待ってちょうだい、そういえば、水車小屋に行くとかなんとか……」

「じゃあそのうち帰ってくるだろう」

「遅すぎるのよ。……やだ」

「なんだ」

「何年か前、その近くの川でおぼれて亡なくなった人がいたのよ……。どうしましょう、もしかして……」

　不安げに揺れるマリイの瞳。その目が、一緒に来て、と言っている。

　調子のいいことだな、と思う。

　ちら、とイキルに目をやれば、ものすごい勢いで屈伸運動をしていた。俺と目が合うと、どこまでもついていく、とばかりに、びしり！　と親指を立ててくる。

　溜ため息いきをつきたいのを必死に抑え、俺は、行こう、とマリイを促した。




「ナッツ！　ナッツ！　いないの？　返事してちょうだい！」

　先導するマリイについていく。

　川のほうへ向かってしばらく走っていると幼い子供の悲鳴が聞こえた。

　……まさか、本当に川に落ちたのか？

　マリイを追い抜いて、声のしたほうへ走っていく。

　と。

　唐突に、土を踏み抜いた感覚があった。

　がくん、と落ちていく身体からだに、慌てて手を上に伸ばす。だが、落下は途中で止まる。

　なにが起こった？　……なぜ、こんなところに落とし穴が？

「いいざまね、おバカさん！　こぉんなに簡単に引っかかるなんて！」

　きゃはははは！　と嘲笑するマリイを、じとり、と見上げる。

「…………要するに、これはお前の自作自演か？」

「な、なによ。騙だまされるほうが悪いんじゃなくて？」

　俺から放たれる怒気に一瞬たじろぎながらも、マリイは腕組みをして、つん、と澄ましてみせた。

「神父さま、今、助ける。よいしょおおおおお」

「いだだだだ、千切れる、千切れる、千切れる！」

　イキルは後方から俺の身体からだに両腕を回した。そのまま野菜の収穫のごとく、掛け声とともに引っ張ってくる。しかし、腰から下がズッポリと穴にハマってしまっていて、ぎちぎちと締め付けられるばかりだ。

　マリイは手を叩たたいて喜んでいる。

「き、貴様あ、絶対許さないからな！」

　吠ほえた俺を、ふいに、影が覆った。

　顔を上げると、そこには見知らぬ小柄な女が立っている。

「その……、差し出がましいことを申し上げますが、子供のいたずらです。堪かん忍にんしてあげてください、新しい神父様」

「わはー、ごめんなさいなのよー」

　女の背後からひょっこりナッツが顔を出す。

「お、お前、こいつらの味方なのか!?」

「よければファブとお呼びください。水車小屋の番人をしております」

　名乗った女は、イキルと同じ年くらいに見える。

　小動物のような愛らしい瞳に、華きや奢しやな身体からだ。大人しそうな雰囲気のせいか、くるぶしまで隠れる長いスカートをはいているせいか、真っ先に浮かぶ単語は、清せい楚そ、だ。

　ファブは遠慮がちに続ける。

「味方と言いますか、その、教会には〈無む形けい憑つき〉が住んでいるでしょう？　そのようなところ、おそろしいと思うのが普通です。マリイちゃんたちが抵抗する気持ち、よくわかります」

「……お前はなにを……、言ってるんだ？」

　自然にそう口から出ていた。心の底からの疑問。

「〈博愛〉の神父様、皆が自分と同じだと思わないことです。……〈無む形けい憑つき〉は普通は嫌われるものなんです。日陰者であるべき存在です。なにかよからぬものが伝染るかもしれませんし……」

「そうよ、あの子が出歩くのだって嫌だわ。監禁すればよろしいのじゃなくて？」

　調子に乗ってマリイが口を挟んでくる。二人とも、丁寧なのは口調だけで、言っていることは横暴極まりない。

「いい考えだと思います。教会としてはあの子だってほかの孤児と同じ、大事な大事な保護すべき子供なのでしょう？」

　俺は警戒しながら小さくうなずいた。なにが言いたい？

「それなら、普通に考えて、大事なものは自分の目の届くところに置いておくほうが安心できますよね？」

「あら、世間と教会の利害が一致したんじゃなくて？」

「私だって大事なものからは目を離したくないです。それが普通です。だから、教会もそうしてください。……ね？」

　普通、普通、普通、と、うるさい。ファブの口癖はひどく耳みみ障ざわりだ。

「……ファブ、お前はっ、──────だぁあっ!?」

　突然、ふわっ、と身体からだが浮く。

　穴から出られたのだ、と気付いたときには、ブリッジ状態で俺の脳天は地面に叩たたきつけられていた。勢いを殺せなかったのだろう、俺を引き抜いたイキルに反り投げられたのだ。イキル自身も頭を打ったようで、二人そろって悶もん絶ぜつする。

「まあまあ、お気の毒さま！」

「よーしよしよしよしー」

　俺のもとへ、姉妹ふたりがわざわざやって来た。せせら笑う姉、わしゃわしゃと俺の髪をかき回す妹。

「きっ、貴様ら、馬鹿にするのもいいかげんにしろ！」

　ぐわっと立ち上がると、姉妹は俺から離れてきゃあきゃあと駆けていく。

「やだやだ、大人げない神父様ですこと！」

「にっげろー」

「おい、きっ、貴様、妹！　前を見ろ、前を！」

　肩越しに俺を振り返っていたナッツの足元には、さっきまで俺がハマっていた落とし穴があった。

「わわわ！　……よっと！　あ！　………………あれえ？　まっくらなのよ？」

　穴を飛びこした先でバランスをくずし、転んだナッツの不思議そうな声。

「い、いやああああああっ！」

　ファブが痛々しいほどの悲鳴をあげて、スカートを押さえた。もぞもぞと中でなにかが蠢うごめいている。ナッツだ。不可抗力でもぐりこみ、立ち上がった先がファブのスカートの中だったわけだ。

　ナッツはすぐにスカートから抜け出し、マリイとともに逃げていく。

　解放されたファブは、へなへなと腰砕けにその場にへたりこんだ。

　頰を染めているのかと思いきや、それを通り越したのかもはや生気がない。

　だが、ファブにかまっている暇はない。俺は二人を追いかけ、追いつき、追いつめた。子供の足だ、たかがしれている。

「この悪がきども！　ふははははははは、もう逃げられないぞ」

　両手に一人ずつ、姉妹の首根っこをひっつかむ。

「やめてちょうだい、放したほうが身のためよ！」

「あららら。降参なのよ、神父様。お詫わびに、いいこと教えるのよ。お耳を拝借なのよ」

　反応は正反対だった。ぎろりと睨にらみあげるマリイ、にこにことへつらうナッツ。

「いいこと……？」

　好奇心に負けて、ナッツの体を引っ張り上げる。ナッツはこしょこしょと耳打ちしてきた。

「ファブさんは、超美脚さんなのよ」

「はあああっ？　貴様、み、見たのか？　あ、脚を？　さっきか？」

　思わず走ってきたほうを振り返る。後方に、追いかけてきたらしいファブとイキルがいた。話す声は届かないが、表情はわかる程度の距離だ。ファブは、俺の驚きよう愕がくの視線を受けて、少し固まったあと、顔を伏せた。

　俺もつられてとっさに目を逸そらす。その一瞬の隙を、姉妹は見逃さなかった。

「なんちゃってーなのよ。神父様、すけべさんなの。……おねえちゃん、せーのっ」

「は？　────だあぁっ！」

　ナッツは蹴りで、マリイは拳で、そろって俺の鳩尾みぞおちに攻撃してきた。

　うっかりと手を放すと、二人は素早く駆け出していく。

　よくよく考えたら真っ暗なスカートの中でなにが見えるというのか。『いいこと』は単に逃走の手段のための噓うそだろう。ナッツは俺の助平心につけこもうとしたのだ。

　……。ち、違う。先ほど俺が慌てたのは美脚とやらを想像して欲望にまみれたからではない！

「貴様らあああ！　二度と俺の前に姿をっ……！」

　現すな、という叫びは、すんでのところで吞のみこんだ。遠く背後からイキルの視線が突き刺さっている、気がする。拳を振り上げて〈博愛〉の神父様が言うべき台詞せりふではない。

「お、お、お、俺はあ！　貴様らを、なんとしてでも、説得してみせる、からな……！」

　俺は、下ろした手を強引に祈りのかたちに組んだ。




　その翌々日。

　偽にせ神父の俺の祈りをスペルエスト神が聞き届けたわけではあるまいが、マリイが教会の前に姿を現した。やたらに深刻な顔をしている。

　俺とイキルは教会の表を掃いていて、ザザは少し離れた花壇の陰から俺を見ていた。

「ちょっと！　あなたがた、ナッツに手を出したんじゃなくて？」

　第一声に、俺は顔をしかめた。既視感がある────どころの騒ぎではない。一言一句、まったく同じ台詞せりふをつい先日聞いたばかりだ。

「……なんのつもりだ？」

「誘拐したんでしょう？」

　言い返そうとしたら、イキルの背中が視界に入ってきた。

　俺の代わりに受けて立とうということか。

「マリイ氏。神父さまが何度も何度も同じ手に引っかかると思っている？」

「しらばっくれるの？　あきれたこと！　一昨日の仕返しのおつもり？」

「言いがかりはやめてほしい」

「あなたがた以外に犯人はいないわ！　瞬またたきする間にナッツがあたしの目の前から消えてしまったんだから」

「消えた？」

「おおかた、そちらの〈無む形けい憑つき〉が気持ち悪い力を使ったんじゃなくて？」

【消失】。そういう魔術を扱うものもいるだろう。ザザがそうであるかは知らない。しかし、たとえその力があったとしても、自分に真っ先に疑いがかかる状況で行使するだろうか。

　視線をやると、ザザはもそもそと花の中に身を隠した。

「ナッツは中かしら？　返してほしくば言うことを聞けとでもおっしゃるつもり？」

「ここにはいない。たとえあなたの言うことが真実でも、わたしたちは関与していない。妹を盾にとるような卑ひ怯きようものは、ここにはいにゃい」

　貴様、どの口がそれを言う!?　と後ろからイキルの両頰を引っ張ってしまった。

「なにをじゃれてるの？　早くナッツを連れていらして？　今ならまだ許してさしあげてよ」

「いにゃいと言っへいる」

「ああそう、もう結構！　強情ですこと、つきあいきれなくてよ！」

　マリイは、ずかずかと司祭館へと入っていく。止める間もなかった。

「な、なにがあったんです？　ルーシュ神父様、マリイさんの説得に成功された、わけではない、ですよね？　なんだかものすごい形相で室内を荒らさんばかりでしたけど……？」

　ソロが困惑しながら戸外へ出てくる。

「まあ、好きにさせておけ」

　いくら家探ししても無駄だ。なにをどうひっくり返そうが、事実として、ナッツはここにいないのだから、見つけられるはずがない。




「…………どうしてどこにもいないのかしら？」

　待っている間に始めたイキルのスクワットが百五十回を超えた頃（なんなんだこいつの体力は）、マリイが表に戻ってきた。イキルよりもよっぽど疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で、はあはあと肩で息をしている。

「ねえ、ちょっと、あなたがた、ナッツを見なかったこと!?」

　マリイは、通りがかった村の男たちに食ってかかる。

「ああ、見たぞ。さらわれちまったよ、あいつに」

「えっ、ど、どなたなの！　教えてちょうだい！」

「そりゃあお前、もちろん……」

　男はそこでやけに小声になった。マリイは焦じれたように背伸びをして、男の胸ぐらをつかみ、顔を寄せる。男はにやりと笑った。その次の瞬間。

「……『氷の魔王が来たああああああああああ──────！』、だろ？」

「きゃああああっ！」

　突然大声で叫ばれ、マリイは驚きのあまり、その場に尻もちをついて耳をふさぐ。男たちはしてやったりとばかりに、げらげらと笑い合った。

「なぁにたくらんでんのか知らねえが、あんまり神父様に迷惑かけんなよ」

「お前さんもそろそろほら吹きまわるのやめとけって、さすがにちょっと目に余るぞお？」

　去っていく男たちを睨にらみ付つけながら、マリイは握った拳を震わせている。

　悔しそうに、しかし言い返すことはせず、歯を食いしばってどこへとも知れず走っていく。

　もはや俺たちには目もくれていなかった。

「……マリイ氏、さすが噓うそつき少女。迫真の演技」

「そ、そっか。そうですよね。ありがとうございます、イキルさん。騙だまされるところでした。きっと、ルーシュ神父様をまたひどい目に遭わせるつもりだったんですよね……？」

　イキルとソロは、マリイを断罪しているわけではなく、俺を慮おもんぱかっているのだろう。

　ということで、〈博愛〉の名のもとにマリイを追いかける理由が今の俺にはない。

　誰もマリイの言うことを取り合わない。────だが。

　先入観を捨てて考えてみれば、あれは演技ではないだろう。

　妹が誘拐されるのは十分ありえる話だ。俺にはわかる。

　ふと、下半身に気配を感じた。

　俺のそばに来ていたザザが、おずおずと掌てのひらをさまよわせている。俺の服を引っ張ろうとして遠慮しているようだ。ザザは不安げにマリイが去っていった方向を見ている。

　マリイの肩を持つものがもう一人いたわけだ。皮肉なことに、なにを言っても一笑に付されるつらさを誰よりも知っているのは、こいつであるらしい。

　────……ああもう！

「えええ？　なんだってえ？　マリイをほうっておけない？　ふははははは！　なるほど、貴様がそこまで！　そこまで言うのならばしかたがない！　行くぞ！」

「…………っ!?」

　一言も発していないザザを肩車して、俺は急いでマリイのあとを追った。




　追いつくことは容易だった。

　マリイの行動は、同じことの繰り返しだったからだ。行く先々で妹の行方を聞く、誰にも信じてもらえない、躍起になって駆けだす。

　だから、ついてきたイキルとともに、聞き込みをするだけでよかった。

　こっちへ行ったよ、あっちへ行ったよ、という人々の証言から道筋を辿たどっていく。

　その果てに目に飛びこんでくるのが、川でおぼれている姿だとは予想していなかったが。

「馬鹿！　お前がおぼれてどうする!?」

　ザザをイキルに任せ、川に入る。

　流れはそう速くない。マリイの身長なら十分足もつくはずだ。だが、動転していてそれどころではないのだろう。マリイはごぼごぼと大量の泡を吐いて、もがいている。

　道連れにされないよう注意して、身体からだを引っ張りあげて、連れ戻す。

　マリイは四よつん這ばいになって、げえげえ水を吐きだし、激しく咳せき込こんだ。にもかかわらず、よろつく体で立ち上がると、また川へ突っ込んでいこうとしている。

「おいっ、なにをしている、貴様！」

「離してちょうだいっ、ナッツが、ナッツが……！」

　マリイが必死に手を伸ばす先、川には小さな靴が浮かんでいた。

「言ったでしょう、この川でおぼれて亡なくなった人がいたって！　ナッツもそうなったら、あたし、あたし……！」

　そうか、それは噓うそではなかったのか。

「もうっ、もうっ、もうっ、もうっ！　また、あなたでしょう！　あなたのせいなんでしょう！　いつもいつもあたしから大事なものを奪って！」

　八つ当たりの声はザザへと向けられていた。いつもいつも。ザザの母親と駆け落ちしたろくでなしの父親のことか。それとも、死んだ母親のことか。

「ナッツが見つからなかったら、あなたのせいよ！　どうするのよ！　どうしたらいいのよ！　誰もっ……、誰もあたしの言うことを信じてくれないじゃないの！」

　世界中から見捨てられて、独りぼっちになったかのような悲痛な叫び。

　いつも取り澄ましていたマリイの顔は、今、泣きそうに歪ゆがんでいる。

「……少なくとも今回は貴様の自じ業ごう自じ得とくだろう」

「じゃあなんであなたは追っていらしたの！」

「貴様の言うことを疑っていないからだ」

「──────…………え？」

　暴れていたマリイが一瞬大人しくなる。

　マリイの言葉を信じる気になったのは、知っていたからだ。

　俺は、ナッツの居場所に、いや、犯人に見当をつけることができていた。

　というより、たったひとりしかいないだろう。

　この村で、この流れで、ナッツに手を出す理由を持つものなど。

「妹を探すのに手を貸そう。俺の予想が正しければ────、あっ？　ああ！　なにをする！」

　どさくさにまぎれてイキルが俺の服を脱がせにかかってきた。

「濡ぬれたままでは風邪を引くかと。心配している」

　その心遣いは！　いらない！

「こ、こんなものはすぐに乾く。いいから行くぞ！」

　どちらかといえば、脱がせるべきは俺ではなく、犯人のほうなのだ。




「あら、おそろいでどうしたんですか、神父様。マリイちゃんも。そんなに濡ぬれて……」

　俺を出迎えたそいつは目を丸くした。

　青々と茂る雑木林を抜けた、村のはずれにある水車小屋、その番人。

　言うまでもなく、ファブだ。

「中にいれてくれないか」

　そう言うと、ファブは俺の背後のザザへと含みのある視線を送った。〈無む形けい憑つき〉は入れたくない、ということだろう。

　まずいな。門前払いの理由を与えてしまった。

　強行突破だ。俺は突如奇声を発しながら体を激しく震えさせる。

「ああああああ、寒い！　寒い！　このままだと風邪を引く！　さあ早くいれてくれ！　……って、おい、貴様！　脱がせようとするな！」

「しかし、今、風邪を引く、と。……はっ。まさか神父さま、わたしではなく、この女性に脱がされたいということ？」

「ち、違う！　なんだそのふざけた発想は!?」

「では続行」

「ひっ、引っ張るなあ！　き、聞けえ！　俺は！　ファブに！　脱がされたいんじゃなくて！　ファブを！　脱がせたいんだああああ！」

　瞬間、場が凍りついた。あまりの冷えっぷりに、俺の魔術が勝手に発動したかと思ったほどだ。

　ファブが顔を伏せ、守るように自らの体を抱く。マリイはげしげしと俺のすねを蹴りつけてくる。今回ばかりはイキルすら守ってくれない。

「いかがわしい！　なんのおつもり!?」

「そ、そうじゃない！　なんならスカートの裾をめくるだけでいい！　……いだだだ！」

「恥を知りなさい！　脚をご覧になりたいとでも言うの!?」

「見たいのはそこじゃない！」

「なっ…………」マリイは絶句して、怒りか羞恥か、顔を真っ赤にした。「し、信じられなくてよ！　この変態、変態、変態！」

「貴様、どこを想像している!?」

「はれんちな言葉をあたしに言わせようとしているの……!?　けだもの、けだものぉ！」

「だから違うと言ってるだろうが！　俺が見たいのは脚の紋だ！」

「……紋……？」

　イキルの復唱に、はっと口に手を当てたがもう遅い。ならば、駆け引きをすることもあるまい。

「──────〈無む形けい憑つき〉の紋だ」

「……なにわけのわからないことをおっしゃってるの？　ファブさんが〈無む形けい憑つき〉？　あたし、お風ふ呂ろだって一緒になったことがあってよ。こぉんなに醜いものがあればすぐに気付くはずじゃなくて？」

　マリイは蔑むような視線をザザの右手へ送った。

「まさか神父様、ファブさんが実は〈無む形けい憑つき〉で、魔術を使ってナッツを連れ去ったと考えていらっしゃるの？　おバカさん！　なんの根拠がおありなの？」

　マリイは憤いきどおっていて、半ば詰きつ問もん口調だった。

　答えられない。俺だからな、としか言いようがないからだ。

　たとえほかの全員をごまかせても、俺は、俺だけは騙だませないのだ。

　ファブの紋は左の太もも前面にある。

　そう。ファブを一目見たときからわかっていた。

〈無む形けい憑つき〉のことを悪しざまに言うこいつこそが〈無む形けい憑つき〉であるということを。

　力の代償である血液を得るための傷は、『怪け我がをした』、で言い逃れができるだろう。だが、紋はそうはいかない。

「……殿方に脚を晒さらすなんて、そんな、ふらちなこと……」

　顔を上げず、震える声を出すファブに、俺はわざと悪辣な笑みを浮かべてやった。

「俺に晒さらす必要はない。ここには女が三人いるんだからな。さあ、誰に見せる？」

「一番。シルベスイキル。脚を観察した経験は皆無。だが、体力には自信がある」

「別に立候補してアピールしてこいとは言ってないぞ!?　なにを張り合っているんだ貴様!?　あああああ、もう、ぐいぐい来るな！」

　手を挙げて身を乗り出してきたイキルに押される。当然名乗りは誰からも続かず、マリイにいたっては冷めきった顔をしていた。

「……もし、ファブさんになにも紋がなかったら、どうなさるおつもり？」

「そんなことはありえないぞ」

「決めつけて、ひどいです……。後生ですから、もう帰ってください……」

　ファブの瞳が悲しげに潤んでいる。なんだ、俺が悪いことをしているみたいじゃないか？

「ふははは、紋を確認するまでは動くつもりはない！」

「…………わかりました」

　お？　と、俺は拍子抜けする。案外あっさりと認めたな。

「すごく、すごく恥ずかしいですけど……、〈無む形けい憑つき〉に間違われるなんて、耐えられない。だから、しっかり、見てください……」

「は？」

　ぎょっとした。ファブは大胆にも俺の目の前で、ありもしない無罪を証明するつもりらしい。

　ゆっくり、少しずつ、ぷるぷる震える指で長いスカートがたくしあげられ、だんだんとその肌が露あらわになっていく。

　かなりきわどい部位──俺が紋があると確信しているところだ──までさらけだされる。

　かくして、そこには。




〈無む形けい憑つき〉の紋が、────────ない。




　隠したり消したりした痕跡もない。ただただ、まばゆいばかりのファブの太ももがある。

　ありえないことが、ありえてしまっている。

「これで、お許しくださいますか、神父様……？」

　スカートを下ろし、かぼそい声で上目でこちらを窺うかがうファブ。

　俺は、完敗だとばかりに、がくりと膝をついた。白けた、そして気まずい空気があたりを包む。ここにいる誰もが、俺のことを勘違いで暴走した神父だと思っているだろう。

　──────俺は。

　にやりと、唇の端を持ち上げた。

「きゃあっ！」

　すっかり油断していたファブを押しのけて、室内へと飛び込む。

　寝台に木製の机に椅子。殺風景でうつろで、寒々しい部屋。

　俺が本当にただの神父であるのなら、己の非礼を恥じて詫わびる場面なのだろう。

　だが、俺は氷の魔王だ。

　太ももに紋がない理由を、魔術の発動の結果だと断定できる。

　紋の存在を確かに感じている。あるのに見えていないのだ。おそらく、ファブには任意のものを不可視にする力がある。

　つまり。

　俺は目を閉じ、意識を集中させ、全身を神経にして、気配を探る。

　ごく小さな、苦しそうな呼吸音。──────あそこだ。

　一見なにも乗っていない寝台に向かう。

　はたして、そこには、見えない誰かがいた。

　俺はそいつを抱きかかえて──その重さは、以前、俺の指先にかじりついたやつとぴったり同じだ──振り返る。追いかけてきたファブ、マリイ、そしてイキルに向けて、両手を高く掲げる。

「見ろ、ここにナッツがいる。……おい、可哀かわい想そうなものを見る目をするな。本当にいるんだ、ここに！」

「往おう生じよう際ぎわが悪くてよ、見苦しい！　もう結構、あたしだけでナッツを探しに────、って、ちょっと、なにをなさって、………………え？　あ、きゃあ！」

　俺はナッツをマリイに引き渡した。ナッツを立たせてもたれかからせようとしたのだが、マリイは支えそこねてそのまま倒れ込んでしまった。

「な、なに？　この重さ……、やだ、へ、変、なんなの、あったかい、な、なにかいるわ。……ほ、本当にナッツ？　ナッツなの？」

　仰向けのマリイの体は、見えないナッツの重さで奇妙に押し潰されている。

　起き上がるまで少しだけ時間がいるだろう、俺はその隙に玄関まで戻る。案の定、外でおどおどしていたザザの手を強引につかんで中に連れ込む。ファブがなんと言おうと知るか。

　この世の中で、お前が行ってはいけないところなんてどこにもないんだ。

「し、神父様、どうして〈無む形けい憑つき〉を私の家に……。マリイちゃんも悪ふざけがすぎます、そんなお芝居して、なんのつもりですか？」

　上体を起こしてナッツを抱きしめているマリイを、ファブが見み咎とがめる。

「それはお前だろうが、そろそろ下手な芝居はやめにしないか」

　俺はファブを見据える。

「お前は、大事なものから目が離せないと言っていただろう。だからナッツはお前の目の届くところにいる可能性が高いと思ってな」

「ナッツちゃんが私の大事なものって……、なにを言ってるんですか？」

「大事だろうが。なぜなら、ナッツはお前の秘密を知るものだからな。こいつは一昨日、お前の脚を見ている」

　ほんのわずか、ファブの顔が強こわ張ばった。

　正確には、ファブがそうやって勘違いした、ということだ。ナッツはなにも見ていなかった。俺にした耳打ちも美脚だなんだとふざけたことしか言っていない。

　だが、ファブからしたら、お偉い神父様にナッツが告げ口をしたように見えたのだろう。

　太ももの紋のことを。ファブが〈無む形けい憑つき〉であるということを。

　驚いていた俺──神父様の反応が、勘違いにさらに拍車をかけた。

　神父というものはどんな贖しよく罪ざいを聞いても決して口外しないだろう。だが、子供はそうはいかない。

「お前にとってナッツは口封じすべき相手になった。ああ、口封じと言っても始末までする気はなかったんだろうな」

　村人の笑い声ひとつに怯おびえ、一晩経たつ頃には不安と絶望で思いつめていたに違いない。次の晩を待つことも出来ずに、誘拐を決行したのだろう。

「いても立ってもいられなくなって、お前は自分の姿を消してナッツに近付いた。おおかた、ナッツがなかなか一人にならなくて焦じれたんだろう、ナッツの姿も消して、連れ去ったってところか。もっとうまい方法がいくらでもあったろうに、視野狭きよう窄さくになるとろくなことをしないな。川に靴を浮かべておいたのは時間稼ぎのつもりか？」

　ファブは顔を伏せてしまった。

　ナッツがおぼれた、と人々に思わせる。行方不明扱いのその間に、ナッツの口をふさぐ方法を考える。浅はかな計画の突発的犯行。それほど切迫していたのだ。おそらく。

「俺の言っていることはそこまで的外れじゃないはずだ。そろそろ自白したらどうだ。いつまでも居座ってやるぞ」

　俺はファブの手首をきつくつかむ。

「逃がすつもりもない。俺がここにいる間、ずっとどこからか血を流し続けることは不可能だろう。魔術の効果が切れるのも時間の問題だぞ」

「……………………の」

「なんだ？」

　ぼそりとなにか呟つぶやいたファブに、聞き返す。

「ふざけんじゃないってのぉ─────っ！」

「ええええっ？」

　楚そ々そたる雰囲気はどこへやら、ファブは目に涙を溜ためてかんしゃくを起こしている。

「神父様のアホたれえ！　うるうるお目目の可愛かわいい顔で、庇ひ護ご欲をそそる体つきで、か弱い控えめ乙女設定こなしてる私によくもまあそこまでどかどかと踏みこめたもんだな！　ひるめよ！　騙だまされとけよ！　馬鹿があ────っ！」

「ええええ……」

　一瞬気け圧おされてしまった。錯乱しているのもあるだろうが、設定などと言っているあたり、こっちが本性なのだろう。

「と、とにかく、つまりお前は、自分が犯人であると認めるということだな？」

「ここまでされたら認めるのが『普通』だろ！」

「痛っ！」

　八つ当たりか、ファブがフルスイングで俺の頰を振り抜いた。ぱあん、と高い音が響く。と、同時に、目を点にしてファブを見ていたマリイが、あっ、と短く叫んだ。

　ナッツの姿が見えるようになっている。手首と足首とそれぞれまとめて縛られ、さるぐつわを嚙かまされている。ファブが魔術を解いたのだ。

「ナッツ！　やだ、ナッツ、ナッツ、ああ、肌が赤くなっててよ、ナッツ……」

「ぷはあ、なの。おねえちゃん、安心するのよ、ナッツは無事なの」

　マリイが青い顔をして必死にすべての拘束を解く。自由になった体で、ナッツはマリイを落ち着かせるように頭を撫なでた。どちらが助けにきたやら、だ。

「……打たれた頰が赤くなっている、神父さま」

「ああ、そりゃそうだろうな」

　そばに来たイキルが、心なしか俺に頭を差し出してきた。なにかを待っている。

「…………………………なんだ？」

「……別に」

　なにがしたいのだ、こいつは。

「…………ファブさん、どうして？」

　マリイが困惑の視線をファブに送る。

「『どうして』？　ナッツを連れてきた理由なら今こちらの神父様が至極丁寧にくっちゃべってたろ」

「そうじゃなくて、どうしてあなたが〈無む形けい憑つき〉なの？　あんなに嫌っていらしたのに」

「なにが矛盾する？　心底嫌いなんだよ」

「……あなたは、〈優ゆう等とう無む形けい〉だという意味かしら」

「んなこたどうでもいい、私はただ、〈無む形けい憑つき〉なんていなくなればいいと思っているだけだ。私の両親が死んだのもそのせいなんだからな」

「どういうことだ」

　尋ねると、ファブは、ことさら下品に鼻で笑ってみせた。本当にさっきまでと同じ人物なのか疑いたくなってくる。

「はぁん？　神父様は私のケツの穴の中まで見てえのかよ。いい趣味してやがんなあ！　わかったよ、ここまで来たら全部晒さらしてやるよ」

　ファブはどかりと寝台に腰を下ろして、語り出す。





　────ファブが誕生したその瞬間、周囲を包んだのは絶望だ。

　粉こな挽ひきである父親は水車小屋の管理をしていて、一家は村から少し離れたところで暮らしていた。

　父親はファブを不自然なほど表に出さなかった。病弱だということにして、軟禁していた。だから、娘の存在は村人に認知こそされているものの、その姿を見たものは誰もいなかった。

　太ももの紋、異常に早い成長。目を逸そらすことができない現実に狂ったのは父親だった。

『この子が生きていてもこの先いいことがあるのか』

『これは悪い夢で明日になればなかったことになるんじゃないか』

『……本当に俺の子供なのか？』

　疑念と強迫観念に囚とらわれた父親は、ファブを口汚い言葉で罵り、暴力を振るうようになる。

『そんなふうに産んでごめんなさいね』

　ファブをかばって顔にあざをこさえた母親の謝罪がファブをいっそう傷付ける。

　────私は、なんにも悪いことをしてねえのに。

　過去を悔やまれ、現在を否定され、未来を悲観され続ける。

　そんな暮らしに転機が訪れたのは三年前だった。

　氷の魔王が死んだことに父親が触発されたのだ。

　いつか娘もこうなるのではないか。どこかの誰かに娘が殺されるくらいなら、今、自分がとどめを刺してやったほうが良いいのではないか。

　殺人鬼となった父親は、娘との間に入った母親を力任せに振りほどく。

　強く頭を打ち付けた母親の血で壁が塗られる。打ちどころが最悪だった。

　うめく妻を前に、父親は正気に戻った。それが悪かった。

　娘を殺そうとして、誤って妻を殺あやめる。その事実の前に、正気で生きてなどいられない。

　父親は川へ走り、二度と浮かび上がって来なかった。

　かくして、ファブはひとりになった。

　両親のことはそれぞれ不幸な事故死として処理して、水車小屋の管理を引き継いだ。もともと陰気な二人だ、当時、村全体が疫病の名残で疲弊していたこともあり、誰も気にかけるものはいなかった。

　人前に出るようになっても、少し大人びた外見の少女で通用した。〈無む形けい憑つき〉であることを隠して『普通』にしてさえいれば、誰もファブを脅おびやかしてはこなかった。

　だから、『普通』になろうと努めた。

　頑張って、頑張って、一生懸命『普通の』のふりをしてやらあ、『普通』の人間は、〈無む形けい憑つき〉が嫌いだろ────。






　ファブの話を聞き終えたマリイは、痛みをこらえるような顔をして、すがるようにナッツの服を固く握りしめていた。

　ぐちゃぐちゃな感情を持て余して、どうしていいのかわからないのだろう。

　むちゃな噓うそをつき続けるファブへの共感か。さらには、知らず追いつめていた自分への後悔か。あるいは単純に同情かもしれない。過去を晒さらさせてしまった罪悪感という線もある。

「お前の言う『普通』がよくわからないな。説明してくれないか」

　俺が尋ねると、ファブは皮肉げに笑った。

「少なくとも私じゃねえよ。『普通』は『普通』になりたいって思わないだろうからな」

「そうなのか？　『普通』のやつは、どうして皆と同じになれないのかって『普通』を望むものなんじゃないのか？」

　ファブは一瞬きょとんとしたあと、肩をすくめた。

「神父様と私の『普通』は違うんだろ」

「そうだ。わかってるじゃないか。俺の『普通』を教えてやろうか」

「なんだよ」

「〈無む形けい憑つき〉に生まれたことはなにも悪くない。お前の意思ではないことにどうしてお前が責任を取らなければならない。両親が死んだのはお前のせいじゃない。これが俺の『普通』だ」

　ファブは────腹を抱えて笑った。

「……なにがおかしい？」

「そんなに〈博愛〉の名が惜しいのかと思ってよ。口じゃあなんとでも言えるもんな。ほれ」

　ファブは親指の皮膚を歯で切り裂いた。ぱたぱたと血が床に滴したたり落おちる。

　直後、ファブ以外の全員が息を吞のんだ音が聞こえた。

　俺の両方の掌てのひらの中央に大きな穴が開いている──ように見える。透明になっているのだ。ついでに、皮膚の色は、赤、青、黄、紫、緑、白、黒、あらゆる色のマーブル模様になっている。周囲の視線から察するに顔もそうなっていて、どうやら全身の皮膚という皮膚にファブの魔術がかけられたようだ。

「私の魔術は【擬態】だ。こういうことだってできる。どうだ、耐えらんねえだろ？　なんだ？　震えてんのか？　神父様あ、無理すんなよ。ぞんぶんに私を気持ち悪がれ」

「────でかした！」

　そうだ、俺の体は震えている。────感動で、だ。

「……え？」

「ふははははは！　面白い！　すごいなこれは！　いいな、お前！　最高だ！　お前が今、俺の前にいてくれてよかった！　お前がその力を持っていてくれてよかった！　お前が生まれてきてくれてよかった！」

　心のままに称賛して、色とりどりの右手でがしがしとファブの頭を撫なでる。殴られるとでも思ったのか身構えていたファブが、驚いたように硬直する。

　イキルはなぜか物言いたげな半眼で俺たちを見ているが、知ったことではない。

　自分に魔術を施されてようやく気付いたのだ。ファブの力があれば、イキルからイヤーカフを取り戻すことができるではないか！

　以前、寝こみですら反撃されたが、あれはこちらも油断していた。ナッツのように全身不可視になって細心の注意を払えば俺は無敵だろう。

「…………神父様。力を使ったから、見てのとおり、ここに傷があるだろ。舐なめときゃ治るけど、お偉い神父様にそうしてもらったらもっと早くよくなるかもしれねえよな？　できねえとは言わないよな？」

　ファブはしばらく俺をうさんくさげに眺めたあと、血が滲にじむ親指を突きだしてきた。理屈がよくわからないが、神父なら期待に応えるのが当然なのだろうか。俺は指を口に含んで、血を舐なめとった。

「うひっ」

　ファブから素っ頓狂な声があがる。お前がやれと言ったのではないか。

「……ああそうかよ、伊達だてや酔狂で博愛をやってるわけじゃないみたいだな」

　ふいに、魔術が解かれた。俺の肌が元の色に戻る。

　ファブはふてくされたような、それでいてどこかくすぐったそうな顔をしている。もしかすると、〈無む形けい憑つき〉の──いわゆる『穢けがれた』──血が飲めるのかどうかを試していたのか？

「ま、でもよ、誰も彼もが神父様みたいにめでてえわけじゃないからな。私を野放しにするわけにはいかないんだろう？　保身のために誘拐事件を起こす姑こ息そくで卑ひ怯きようなやつの処遇はどうするつもりだ？　失職か？　追放か？　処刑か？」

「ちょ、ちょっと、お待ちになっていただけなくて？」

　少し震える声で割りこんできたのはマリイだ。

　だが、次の言葉はなかなか続かなかった。何度も逡しゆん巡じゆんをし、やがて、覚悟を決めたように俺を見据えた。

「……ゆ、誘拐ってなんのことなのかしら？」

　俺とファブは顔を見合わせる。

「ファブさんにはナッツを預かってもらっていただけよ。そうよね、ナッツ？」

「おねえちゃんがそう言うなら、そうなのよ」

「またあたしに騙だまされて、いい気味だこと、神父様！」

　マリイが高笑いをしながら、ナッツの手を引っ張って外へ出て行く。

　芝居を続けてぼろが出る前に退散した、ということだろうか。

「……というわけで、どうやら俺は性懲りもなく騙だまされてここに乗り込んだ間抜けな神父らしいな」

「おとがめなしってことか。なにか自分と重なる部分でもあったのかね。噓うそをつくことを否定したくなかったとか？　なんにせよ、弱みを知る人間が増えたことでもっとびくびくして、その苦しみに耐えきれず、私がとんでもない暴走をする──なんて、思い至らないあたりまだまだガキだなあ、マリイちゃん」

「だったら、弱みにしなければいい」

　だしぬけにそう言ったのはイキルだった。不審げに眉を寄せるファブに構わず、イキルは続ける。

「わたしは、幾人かの〈優ゆう等とう無む形けい〉を見てきた。……彼らは結局、〈正常人〉に服従して、褒められ、ほうびを与えられ、飼い殺される。崇高な理想も、高潔な志も、武器として、道具として利用される。そうやって支配されていれば存在を許してあげる、と言われているも同然の扱いを受ける」

　驚いた。ずいぶんと〈無む形けい憑つき〉に寄り添った考え方だ。イキル自身も王都にそう扱われてきた、ということを意味するのだろうか。死の直前になって、ようやくそれを自覚するに至った、と？

「他人の思い通りになっていれば好かれる。便利だから。でも、都合が悪くなったら切り捨てられる。安泰はない。なにも残らない。誰かの目を気にして生き方を決めるのはやめるといい」

「……〈正常人〉になにがわかる？　簡単に言ってくれちゃって、お気軽なことだな」

　ファブは鼻で笑い飛ばして、顔を伏せた。次に顔を上げたときには、表情ががらりと変わって、楚そ々そたる少女に戻っている。

「────さあ、ここでは、なあんにも起こらなかったんですよね？　神父様たち、お帰りください。私は〈無む形けい憑つき〉なんかじゃないですし、彼らは忌いむべき存在です」

　部屋のすみにいたザザが、軽蔑の視線を受けて身をすくませる。

　ファブは偽り続けることを選ぶのだろう。否、それしか選べないのか。

　自分を保護する方法をほかに知らないのだ。

「……お前、怯おびえながら、ずっと秘密にしていくのは苦痛だろう？」

「なんのお話ですか？」

「お前が少しでも平穏に暮らせるように、俺の弱みを握らせてやろう。実は俺はな──」

　ザザがぴくりと反応した。魔王だ、と白状するとでも思ったのだろう。違う。

「俺はな、お前の力をなにか悪さに利用しようとしている悪徳神父なんだ。ふはははは！　お前の魔術目当てに何度でもここに来るぞ！　何度でもな！」

　わざとらしいほど威圧的に言い放つ。

　自ら申告をすることで、逆に勘違いをさせる算段だ。

　神父様は、悪人のふりをして、大義名分をこしらえて、ファブがありのままの自分を受け入れられるよう尽力するつもりだ、と。

　実際は、発言そのまま、【擬態】を好きに使いたいだけなのだが。

「……なんだそれ」

　ファブは小さく噴き出した。

「あんたって、とびっきり変で、とびっきりお節介な神父様だな、……ですね」

　あきれながらも、少しほだされた様子のファブに、俺は小躍りしそうになった。

　ここに通うというのだけは大噓うそだ。魔術をかけてもらうのは一度きりでいい。

　それでこの村から出て行ける。

　ファブには悪いが、背に腹は代えられないのだ。




　ファブの家を後にし、イキルとザザを連れて教会へと戻る途中。

　先に出て行ったマリイとナッツが俺を待ち伏せしていた。

「なんだ、帰らないのか？」

「…………神父様は噓うそをついたことがおあり？」

　絶賛実行中だぞ[image: かんたんふ]

　今、このとき、この瞬間、この俺の存在が噓うそそのものだ。俺は神父なんかじゃない。

　そんなことを言えるはずもなく押し黙っていると、マリイが続ける。

「──……あたしは噓うそは悪いなんてちっとも思わなくてよ。それがないと生きていけないことだってあるのよ。噓うそでしか守れないこと、いくらでもあるんじゃないこと？」

「そうだな[image: かんたんふ]」

　力強く心の底から賛同してしまった。諭されるとでも思っていたのか、言った張本人のマリイですら目を丸くしている。

「い、いや、……つまり、その、心のままに生きろということだ。噓うそをつくことをお前の心が望んでいるのならそれに従うがいい。……ただし」

　俺はマリイを見据える。

「ただし、噓うそが噓うそである限り、いつだって真実がつきまとう。それに苦しめられることがあるということは知っておくべきだな」

　やけに実感がこもった口ぶりだな、おい。ってそりゃ、まさに実体験だからな[image: かんたんふ]

「まあ、同意してさしあげても結構よ。誰にも信じてもらえなかったのには、少しだけ、……こたえたわ。あたしのことを信じたのは、おバカさんな神父様一人だけ」

　マリイが大げさに肩をすくめた。

「………………神父様。信じてくれて、ありがとう」

　聞き逃してしまいそうなほど小さな声。

　マリイの顔は熱でもあるかのごとく赤く、唇は怒ったかのごとく歪ゆがんでいる。

　それを言いたくて待っていたということか？　まったく、素直じゃない。

　勢いよくぷいと顔を背けたマリイが、ナッツを連れて去っていく。

　少しは教会を信頼する気になったのだろうか。

　ほかならぬ俺が、その信頼に報いることはないというのに。




　────それは、想定外だった。

　深夜、俺は細心の注意を払いながら、イキルのあとをつけている。

　なにもかもが、想定外だ。

　皆が寝静まったあと、俺はさっそくファブのところへ向かった。宣言していたとはいえ、その日のうちの再訪にファブは驚いていたが、俺はなんとか口八丁で言いくるめ、魔術をかけてもらった。姿を不可視にしてもらった、ということだ。

　司祭館に戻ったら、大部屋に忍び込んで、イキルからイヤーカフを取り戻す。そういう算段だった。だが、あろうことか、寝ているはずのイキルが館から出て行くのを目撃するはめになった。

　まっすぐ、迷いのない歩み。

　イキルが向かったのは、丘だった。

　軽く傾斜している細い道を辿たどっていくと、村を一望できる丘に出る。

　青々とした草花が彩いろどる見晴らしのいい丘、しかし、今は一面、闇が落ちている。

　なにやら待ち合わせの相手がいるようだ。

　鉛色の雲間から、月明かりが一筋差す。闇の中から浮かび上がるその姿は。

　────────村長だ。

　がつん、と頭を殴られたような気分だった。そしてそのこと自体に衝撃を受けた。

　仮にイキルが俺の正体に気付いていたとして、村長と組んで俺を陥おとしいれようとしていたとして、騙だまされていたとして、だ。それがなんだという？

「わたしに話したいこと、とは？」

　イキルが切り出す。友好的とは言いがたい低い声色だった。

「せっかちですな。まずはあなたから神父殿の近況が聞きたかったんですがな」

「なぜ本人に直接聞かない？」

「軽率な行動は控えようと思いましてな」

　どうやら俺は早はや合が点てんをしていたらしい。おそらくだが、イキルはなにも知らないのだろう。一方的に村長から呼びつけられただけだ。

　逆に、村長は俺の正体だけではなく、イキルが勇者であるということさえも把握しているのかもしれない。

　どこで情報を得たのかはわからない。

　しかし、でなければ、わざわざイキルだけを呼び出す理由がない。

「では、なぜ、わたしに？」

　当然の疑問だろう。俺の近況について知りたいのならソロだって答えられる。わざわざイキルを指名した意図が不明だ。

「あなたしかいないと思いましてな。きっと、あなたならわかっていただける」

「というと？」

「質問ばかりですな。私がよほど信頼できないようだ」

「神父さまのことで内密に話がある、と、突然言われても。戸惑う」

「なるほど、こちらから手の内を明かせということですな。まあ、そうでしょうな」

　村長は両手をあげて、イキルの警戒心を解こうとしている。

「いいでしょう。ただし、私がなにを言っても驚かないと約束してくれますか。とても信じられないでしょうが、それでも」

　村長の厳いかめしい顔つきが緊張で少し強こわばっている。

「──────実は神父殿は」

　俺はとっさに村長の背後に回り込んだ。

「ぐ、あ……っ！」

　首を抱え込んで締め落とす。これで一日くらいは気を失っていてくれるはずだ。俺の姿が見えない村長からしたらなにが起こったのか把握する間もなかったろう。

「……神父さま？」

　ばれた！

　俺の気配を感じ取って出た呼びかけではない。時間が経たちすぎたのだろう、よりにもよって今、この瞬間、魔術の効果が切れてしまったのだ。

　さて、どう言い訳したものか。

　今の流れからして、俺に重大な秘密があるということだけはごまかしようがない。

「いや、その、これは、だな……」

「わたしを……、止めたということ？」

「え？」

「誰しも秘めておきたいことはある。当然」

「お、おう」

「神父さまだってなにかを隠しているかもしれない」

「……とんでもないことかもしれないけどな？」

　思わず忠告めいたことを口に出してしまった。

「わたしは見る目には自信がある」

　ない！　ない！　心の底からないぞ！　その自信はどっから出てきているのだ！

「ゆえに、神父さまの弱みを握ってこそこそと動き回る輩やからはおしおきが妥当。再起不能」

「き、貴様あっ、なにもそこまでしなくてもいいだろうが！」

　しかし、思い返せばつい先ほどイキルは臨戦態勢を取っていた。俺が一歩遅ければ、村長の首はどうなっていたことやら、だ。

「…………しなくてもいい？」

「あたりまえだろうが！」

　俺自身が実行するのならまだしもだ。

「間違えた。失敗した。……また、役に立たなかった」

「また？」

「わたしは、ソロ氏のように教会の仕事を手伝えない。ザザ氏の看病もできなかった。マリイ氏の言葉を信じることもしなかった。こんな役立たずでは、神父さまのそばにいる資格がない」

「き、貴様はなあ……」

　あきれる以外になにができよう。

　要はこいつは俺に必要とされたくて、今、自分の手を汚そうとしていたのだ。

「貴様が役に立つとか立たないとか俺になんの関係がある！　どうでもいいことだ！」

　イキルがぱちり、ぱちり、と時間をかけてまばたきをする。

「……役に立たなくても、存在が許される？　新情報」

「はあ？　当たり前だろう。貴様だけじゃないぞ。誰だってそうだ。よく覚えておけ」

　存在する、ただそれだけのことが条件付きだなんて窮屈な話があってたまるか。

「そんなの、初めて教わった」

　どこか夢心地でイキルがつぶやく。

　イキルは、俺の言葉を刻み込むように、胸に手を当て、目を閉じていた。

　しばらくすると、突然、自分の胸元を引っ張ってその中に手を突っ込んだ。

「……あれ？　……ない？」

　ごそごそとまさぐっている。延々とまさぐっている。

　そして。

「待て待て待て待て！　貴様、なにをしているんだ！」

　いきなり服を脱ごうとしたイキルを慌てて止める。

「もっとよく探そうとした。紛失している」

「なにを！」

「イヤーカフ……。取引の品」

「まさか落としたのか!?」

「そのよう。おそらくは、教会からここに来るまでの間で。……今、返そうとした。しかし、もう、ここにない。失敗。失態。失格。さすがに神父さまも、あきれて、大激怒。見捨てられる。失望される」

　イキルの瞳が子供のように不安に揺れているのがわかった。

　──────俺は。

　気が付いたら大声をあげて笑っていた。

「し、神父さま……？」

「ふはははは！　気にするな！」

「しかし、大切なものだと言っていた」

「探せばいいだけのことだ！　それぐらい楽勝だ！」

　失うせ物ものを探すほうが、イキルの服の中から奪うより、格段に楽なのだ。

　そりゃあここで返却されれば、それに越したことはなかっただろう。だが、落としたのならしょうがない。

　とにかく、帰還に向けて一歩前進したわけだ。これが喜ばずにいられようか。

「って、お、おい、なんだ!?　なにをするつもりだ、貴様あ！」

　笑う俺を静かに見ていたイキルが、ふいに、両手を上段に構えたのだ。自分を大きく見せるための、獣の威嚇のようなポーズ。

「今の流れのどこに俺を攻撃する要素があった!?」

「誤解。これは抱擁をしようとしたのを、すんでのところで止めたという状況」

「………………ほ、抱擁？」

「……自分でもよくわからないけど、いてもたってもいられなくなったゆえ。不可解」

　イキルは手をゆっくりと下ろした。

「神父さま。イヤーカフを探すのをわたしも手伝う。……おやすみなさい。また明日」

　一方的にそう言って、イキルは早足でひとり帰っていった。

　戻る建物は司祭館で同じであるというのに、なにか思うところでもあったのか？

「……ああ、また明日」

　暗闇に向かって、そう返すことしかできなかった。

　イキルにつられて、なんとなく俺も物思いにふけってみる。

「……う、ん……」

　空気をぶち壊すように、足もとから呻うめき声がした。

　……すっかり忘れていた。しかたがない、転がっている村長を家の前まで運んでやろう。

　それにしても、一体、どこで村長は俺の正体を知ったのだ？








◆三章









　目を覚ますとそこにあるのは新たな居候いそうろうの姿だ。




「ぐうぉおおおお……！」

　寝台がきしみ、司祭館の神父の居室に俺の断末魔の声が響く。

　どすん、と遠慮なく腹に乗っかってきたのは二人分の体重だ。

「いつまで寝ていらっしゃるの？」

「おはようなの、神父様」

　なんともしとやかな方法で起こしてきたのは、マリイとナッツだった。マリイは俺を椅子扱いしてつんと澄ましていて、ナッツは四よつん這ばいでにこにこと俺の顔を覗のぞき込こんでいる。

　ファブとのことがあった昨日の今日で、姉妹はあまりにも当然のようにそこにいた。

　思わず反応が遅れ、二人が部屋を出て行ってから、ようやく飛び起き廊下に出た。

　そこに二人の姿はすでになく、代わりに、ミサ用の服装に着替えたソロが立っていた。

「朝早く、二人で訪ねてきてくれたんですよ。ここに住んであげてもよろしくてよ、って。身の回りのものは少しずつ運んでくるそうですから、みんなでお手伝いしましょうね。……ルーシュ神父様！」

　ソロは、突然、感極まったように俺の名を呼び、両手で胸を押さえた。

「まさか、こんなにも早く二人をお連れしていただけるなんて。神もさぞかしお喜びでしょう。ルーシュ神父様の〈博愛〉のお姿をこんなにもそばで拝見できるなんて、夢のようです。ああ、永久とこしえにスペルエストの安らぎを！」

　純粋な瞳が突き刺さる。

　俺は自分のことしか考えていないのに馬鹿な〈正常人〉めと、内心でさえ吐き捨てることができない。騙だましている引け目があるせいか、心酔するソロがだんだん気の毒に思えてきた。

「…………そろそろミサの時間じゃないのか」

「あ！　そうですね。今日はルーシュ神父様が行いますか？　村人の手厚い歓迎も落ち着いてきたようですし、みなさん、ルーシュ神父様のお言葉をお聞きになりたいでしょうし……」

「ソロ」

「は、……はい？」

　ソロの手を両手で握って可能な限り真摯な表情を作った。

「俺は、俺の代理を立派に果たしているお前の姿をこの目に焼き付けたい。むしろ、どうして今まで見てやらなかったんだろう。だから、その、なんだ、そう、もうしばらくの間、お前に任せたい。いいか？」

「はっ、はい！」

　偽にせ神父の俺が教義に則のつとって、説教をするなど無理だ。だから押し付けただけだ。

　それなのに、かちんこちんになって嬉うれしそうに頰を赤らめるソロに、心が痛む。




　説教壇の前に立ち話すソロを、最後列の一列前の信徒席の隅から眺める。

　一番うしろの列には、今日もザザが参加している。背中にザザからの観察するような視線を感じるが、気が付かないふりをしておいた。

　ほかに教会にいるものは、ザザと同じく日課として顔を出す幾人かの信者だ。

　いつもだったらここに村長も加わるのだろうが、今日は姿を現すはずもない。

　ちなみにイキルは、探し物がある、と、明け方早々に司祭館を出て行ったらしい。探し物。当然、イヤーカフのことだろう。

　説教も中盤に差し掛かり、ソロは、祭壇の上の聖女オスカの像を一いち瞥べつしてから、天井に掌てのひらを向けた。

　全員が顔を上げる。

「生いけ贄にえとして捧ささげられた彼女が神に祈ると、彼女が育てた麦、その麦ばく穂すいが、武器となり、盾となって彼女を護まもりました。この世のなによりも硬くて、この世のなによりもしなやかなそれらが、伸展し、巻き付き、縛り付け、竜を封じ込めたのです。彼女が穀物という我々の身近なものの聖女とされているのはこのためです」

　聖女オスカの祭りが近いからか、ソロは聖女の逸話を紹介している。

　ソロが指し示した天井に掲げられた絵には、竜──もしこいつが実在なんかしたら聖女は祈っている最中にあっさり吞のみこまれそうで、竜退治譚たんというのはやはり伝説、身もふたもなく言ってしまえば作り話なんだなあとしみじみ思う──と聖女の戦いが描かれている。

「竜は彼女に従うようになりました。以降、聖女オスカは、常にこの飛竜とともにありました。飛竜とともに人々の前に姿を現す聖女オスカは不可能を可能にします。言ってみれば、竜は彼女が奇跡を引き起こすきっかけになっていて、たとえば──────」

　ソロの話から意識が逸それたのは、ふいに、俺の右隣の席に人がやって来たからだ。

　にひひ、と、いたずらっぽく笑って、右頰にえくぼを刻んでいるのはナッツだ。

　実を言えば、俺はこの子供が少し苦手だった。まるで習慣のように笑顔を浮かべているのが、ニココと重なるからだ。下手に相談事でもされたら断りにくい。

「……ひとりなのか？」

「おねえちゃんは寝ちゃったの。きっと、今朝、ここに来るまでものすごく緊張してたせいなのよ。でも、ちょうどよかったの。神父様とお話ができるの」

　小声で話しかけると、小声で返ってきた。

　ナッツが来たせいか、ザザはミサの途中であるというのに、入れ替わるようにひっそりと教会を出ていってしまった。

「マリイに聞かれたくない話ということか？」

　ナッツは肯定の代わりに笑みを深くした。

「あのね、おねえちゃんは、おとうさんのことを、飲んだくれても、癇かん癪しやくを起しても、殴っても、怒鳴り散らしても、根はいい人だと信じていたのよ」

「……ろくでなしとしか思えないんだが」

「人間いろんな面があるのよ。いつでも悪いとこばかりの人なんていないの。お父さんも、ごくまれに優しいときもあったのよ」

「貴様、大人びた口を聞くなあ……」

「でも、それこそが毒だった、なの。そのせいで、ざんこくな仕打ちを受けるのは自分がいたらないせいじゃないかって思い込んだの。洗練された喋しやべり方をすればおとうさんが喜ぶかもってかんちがいしたの。暴力をふるわれてもしつけって信じたの。しんきくさい顔してるなって言われないように笑っているしかなくなったの」

　俺は閉口した。

「ナッツは、手ひどい態度の中から愛情を探すおねえちゃんを、にどと見たくないの。おねえちゃんにいつも笑っていてほしいの。それがナッツの願いなの」

「……俺にどうしろと？　……お、おい」

　ナッツが仰向けに倒れてきて、俺の太ももを枕にする。

「パパになってほしいのよ」

「……………………なんだと？」

「神父様に、おねえちゃんが夢みたような、優しい、理想のパパになってほしいのよ。この教会を、嫌なことがなにひとつなく暮らせる、しあわせな場所にしてほしいのよ」

　ナッツは、甘えるように、ぐり、と頭で太ももに刺激を与えてきた。だが、そんな可愛かわいらしい態度に騙だまされてはいけない。

「……ずいぶん勝手だな。要はザザが邪魔だから追い出せと言いたいのか？」

　今までマリイがしいたげてきた相手。たとえファブのことを通じてマリイになにか変化があったとしても、家族崩壊の引き金かつ〈無む形けい憑つき〉であるザザに対しての思いは一筋縄ではいかない、といったところだろう。

「悪意があるまとめなのよ」

「事実だろうが」

「排除じゃなくても解決できるの。和解すればいいの。神父様が取り成して、わだかまりをなくすの。〈無む形けい憑つき〉も、〈正常人〉も関係ないの。おねえちゃんがしあわせでいてくれれば、ナッツはしあわせなの」

　ぞくりとした。一見平等主義者のようなことを言っているが、これは姉への依存と見るべきだろう。唯一残った家族であるマリイへの。

「…………だが、それも論外だな」

　姉の幸福を夢想するナッツの笑顔は、やはりどことなくニココを思わせる。だから俺はこの一言を絞り出すのにやたらに苦労した。

「ザザは一方的な被害者なんだぞ。無理やり仲良しごっこをさせろと言うのか」

「ずっとぎすぎすしたまま、なの？」

「お前の姉の自じ業ごう自じ得とくだろう」

「過去にしたことはずっと消えない、なの？」

「消えるわけがないだろう」

「一回でも間違えたらそこで終わり、なの？」

「どうしても許せないことというのはあるだろう」

「〈博愛〉の神父様らしくないことを言っている、なの」

「ぐっ……」

　そこを突かれたらなにも言い返せない。

　ちょうどミサが終わり、俺はそそくさと立ち上がってナッツから離れようとした。

「────考えておく」

　また、噓うそをついて。

「作戦をねる、なの？　くわしいことはいつ決まる、なの？　明日？　明後日あさつて？」

「少なくとも明日はないが、まあ、適当にな」




　実際、適当にやりすごすつもりだった。だが、結果的に俺の言葉は噓うそにはならなかったのだ。

　翌日。

　朝早く司祭館を出て行ったイキルが、昼前には戻ってきた。

　俺はといえば大部屋を捜索していたわけだが、イキルが息せき切って現れたので、とうとうイヤーカフが見つかったのかと思った。違った。

「神父さま。わたし、結婚をする」

「は、はあ!?」

　なにを運命の出会いを拾ってきているんだ、こいつは!?

「だ、だだだ、だ、誰とだ」

　イキルは人差し指を前に出した。

　すでに相手をつれて来ていて、しかもそいつは俺の背後に回り込んでいたということか!?

　俺はうしろを振り返る。誰もいない。いや、しいて言えば、ザザが寝台の上で膝を抱えているが、イキルの結婚相手らしきやつの姿はどこにも見えない。気配すらない。

「おい、なんだ、からかっているのか？　誰もいないじゃな、…………俺っ!?!?!?」

　イキルはこくり、とうなずいた。指は、俺を示していたのだ。

「な、なぜ、俺が貴様と……」

「明後日あさつて、わたしと神父さまが結婚式をすると村人たちが噂うわさしていた。度肝を抜かれている」

「俺だって初耳なんだが!?」

　流言飛語もいいところだ。

「ルーシュ神父様、あのっ、今、表で聞いたんですけど……！　わっ！」

「ちょっと、結婚式ってなんなんですの!?」

「二人、こっそりよろしくやってた、なの？」

　同じ噂うわさを聞きつけたのか、同時に駆けつけてきたソロ、そしてマリイとナッツが、戸のところで互いに肩と肩をぶつけあい、転ぶ。

　全員が混乱していて、誤解を解くのに少々の時間を要することになった。




　なぜそんな浮足立った噂うわさが巡っているのか。

　姉妹が俺を挟み、俺の向かいがイキル、その隣がソロ。司祭館の長い食卓を全員で囲み（ザザは少し離れた壁にもたれかかって座っているが）、各おの々おの聞き込みの結果得た情報を開示する。

　発端はどうやら昨日のミサの参加者の勘違いのようだった。

　俺とナッツの小声での会話が断片的に漏れ聞こえていたのだろう。

　つまり、こういうことだ。

『────神父様は、どうやらパパになるらしい。明後日あさつて、なにかがあるようだ』。

　その推測がまるで真実かのように口から口へ伝わっていく。

「あらまあ！　相手は教会で暮らしているあの娘さんかねえ」

「結婚式でもするのかなあ」

「きっと伝統的なのをやるんだろうね」

「しばらくぶりだねえ、わくわくするよぉ！」

「急いでみんなに教えてやらなきゃ！」

「式は祭りの十日前ってことだろ。ま、景気づけにちょうどいいさね」

　そうして、昨日のうちに、村人全員が知るところになってしまったようだ。

「申し訳ありません、ルーシュ神父様。結婚についても妊娠についても否定しておきましたが、皆さんすでに式の準備をすすめてしまっていて……。模擬的にやればいいという声も多くて、みなさん楽しみにしてらして、その、ぼく、中止です、とはとても言い出せなくて……」

　俺は頭を抱えた。

　いいのか!?　〈博愛〉の神父がそんなので!?

「いや、しかし……」

「神父様は、〈博愛〉だから、村のみんなをきょうざめなんてさせないの。きっと、快く役目を引き受けてくれるのよ」

　退路を断ってきたのはナッツだった。〈博愛〉を盾に取られると俺は弱い。

「神父様、ありがとうなの。ひとつのことに──新郎新婦の介添えに協力して取り組むことで、こどもたちの心をひとつにしようっていう算段なのね」

　ナッツは俺にだけ聞こえるように囁ささやいた。

　俺が計略を巡らせたみたいに言うな！　だいたいそんなことでマリイとザザが仲良くなってたまるか！

　ちら、とザザを見るが、立てた膝に顔を埋めていて、表情を読み取ることができない。

「だ、だが、え、ええと、そうだ、貴様は！　貴様は模擬とはいえ俺と結婚など嫌だろう。当事者の気持ちを最大限慮おもんぱかるべきだ。だから、大変心苦しいが中止────」

「嫌ではない」

「…………嫌ではない、のか」

「そのよう。肯定している」

　澄んだ瞳で言うイキルに対して俺は次の言葉が出て来ず、ぱくぱくと口を開閉させる。

　やってられないわね、とばかりにマリイが大げさに頭を振った。

「まあでも、あたしたちが住むところの神父様ですもの、恥をかかせるわけにはいかなくってよ。きちんと準備してさしあげるから、感謝していただきたいわね」

「ありがとうございます。みなさん、急な話で申し訳ないですが、よろしくお願いします」

　あれよあれよという間に決行の方向でまとまってしまった。




　そして、模擬結婚式当日。

「……………………どういうことなんだこれは………………」

　教会の外、遮るもののない太陽の光のもと、俺はぼそりと呟つぶやいた。

　イキルも俺も村人の用意した婚礼衣装を身に着けている。

　体にぴったりとした白いドレス（サイズが小さかったのかもしれない）を着たイキルは、おののくほどに美しかった。

　だが、せっかくきれいに装よそおったその姿で、俺を強引に肩に担かつぎあげた意味がわからない。

　俺は頭を下にして、太ももでイキルの首を挟み、背中から腹に向かって両手を回しているというありさまだ。

　おまけに、参列者が誰もいない。村人たちは楽しみにしているのではなかったのか。

「あっ、あっ、ぼくってば、ルーシュ神父様に言ってなかったんでしたっけ!?」

　ソロがあわあわと説明し始める。

　カミゴに伝わる伝統的結婚式とはこうだ。

　夫が妻を抱えて家々を回る。祝福の印に各戸から一輪ずつ花を受け取る。注意するのは、その間、妻の足を地面につけてはならないということだ。教会に戻るまで、ただの一度もだ（カミゴの守護聖人がオスカであることから考えて、オスカと彼女を背中に乗せる竜を夫妻に模しているということなのだろうか）。

　つまり、体力の限界を見極めて教会に戻らなければならない。

　参列者がいないのは、要するに、こちらが出向く立場だからなのだ。

「…………いやっ、待て待て待て、それなら、俺が横抱きとかする側なんじゃないのか!?」

「神父さまの体に、そしてわたしの体にも負担をかけないようこうするのが一番。最良の選択」

　最悪だ────────!?

「花はあたしたちが受け取るから安心なさるといいわ」

　籠を持った介添え娘三人──マリイ、ナッツ、そしてザザ──があとからついていくるらしい。ザザは姉妹から少し離れて、関係がありません、とばかりに顔を伏せている。

　引っ張りまわされるのは苦痛なのだろうか。無理強いすることではない。一声かけようと口を開いた矢先────。

「では、模擬結婚式を執行する」

「……うぅおおい?!」
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　いきなりイキルが走りはじめて、俺は舌を嚙かみそうになった。振り落とされないよう、慌ててしがみつく。

「いってらっしゃい！　ぼくはここでみなさんのお戻りをお待ちしてますから！」

　手を振るソロに見送られ、有無を言わさず式が執行された。

　村人たちは、家の前で俺とイキルを迎え、その形態に驚きつつも笑い出し、花を渡す際に一言投げかけていく。

「人生なんかあっという間さあ。喧けん嘩かしてる暇はない、一瞬も退屈してる時間はないんだよ。末永く、お幸せにね」

　老女が言う。末永く。残酷な一言は悪気なく添えられる。

　当然だが、イキルがもうすぐ死ぬことなど誰も知らないのだ。

「平凡で単調で当たり前でって、そんな一日はどこにもないんだからね。毎日大事に生きなさい。この村も、多くの人が亡なくなって、でも、一日一日大切に、ここまで来たんだ」

　中年の男が言う。よりにもよって俺を前にして、氷の魔王の話をする。魔王の仲間がこの村で巻き起こした疫病の話を、する。

　罹り患かんして、瘦せ衰え、寝たきりで、せん妄状態で、腐って、皮膚がぶらさがって、なぜ早く死ねないのか嘆くものたちの話を。

「大量の遺体を荷車に乗せて、運んで、穴の中でまとめて燃やす日々さ。あのときの赤い空も、あたりにたちこめた肉の焼ける臭いも、みんな、忘れられやしないよ」

　俺は────、同胞に力を与えていただけで、その結果など気にもしていなかった。

　考えようともせず、すべてをニココの選択に委ねていた。

　目の前でこうして現実を突きつけられることなどなかった。

　イキルに抱えられていてよかったかもしれない。

　俺の少しひきつった顔を誰にも晒さらさずに済んだからだ。

「いやあ、花嫁さん、きれいだねえ、天使様だな！　いつか気まぐれで出たソロのミサで聞いたんだよなあ、天使様ってきらきらきら～って光とともに降臨してきてさ、でも人間には正体を隠してるんだと。……なあ、実はあんた、本当に天使なんじゃないの？」

　若い男が言う。

「き、貴様、模擬とはいえ結婚式最中に花嫁を口説くんじゃあない！」

「冗談、冗談。いや、きれいなのはホントだけど。やだなあ、〈博愛〉の神父様が嫉妬かあ？」

　そんなんじゃない！　さっさと次行くぞ、次！

「結婚おめでとう！　……って、あれ、あなた、指輪をしてるじゃないの！　模擬だって聞いてたんだけど、やだ～！　もしかして、それ、神父様からの贈りもの!?」

　若い女が言う。はしゃいで指し示しているのは、中指の指輪だ。

　イキルが肌身離さず、俺を殺すときもつけていたあれ。

「違う。これは、わたしの、祖母の形見」

「え～!?　そうだったの～!?　遺産だ～！　石は売っちゃったとか!?」

「……激しい運動をする前に、この指輪の石にキスをしたときはまだ石がついていた。運動が終わったら、消失していた。悲しんでいる」

　実は今ここに、お前のすぐうしろに、つまり俺の心臓にあるんだがな。

「っていうか、激しい運動ってなによう、意味深！」

「ええと。……くわしく言うと、どくどくとしてとてもよく跳ねるぬるっとした袋を、素手で握る運動のときに落とした」

「あはは、だからなによう、その謎の運動～！　なんかちょっとえっち～！」

　魔王との決戦をなんちゅう表現しているんだ、貴様!?

「神父さんは『妖精の歌声』なんだってなあ、気の毒に。俺が贈る花は────、ぐふっ」

　壮年の男が言う。妻に、どん、と、肘でわきばらを突かれている。

　妖精と称される男はなよなよしている、とかいう価値観なのか？

「お、俺が贈る花には催淫効果があるらしいんだよ。煎じて飲んでみてくれ。これは夜のほうもがんばってくれっていう祝福の意味で──、がはっ」

　失言しか口にしない男は、再び妻からの攻撃を食らっていた。

「………………ほい」

　少年が言う。マリイと同い年くらいだろうか。こんな式はくだらないとでも思っているのかもしれない。親が留守らしいが、そのまま居留守を使ってもおかしくなかったくらいに冷めている。まあこういう住人もいるだろう。

　少年は無愛想にマリイに青々として葉が多い花を渡して、さっさと家に引っ込んでいった。

「きゃっ、きゃあああ！」

　花を受け取ってしばらくしてから、マリイが悲鳴をあげる。

　葉の中にまぎれて、気味の悪い虫がのたくっていたからだ。

「ちょっと、さっきからあたしとナッツだけが介添え人として働いているんじゃなくて？　あなたもこそこそついてきてないで、ちゃんとしてちょうだい！」

　マリイがザザに八つ当たりする。ザザはびくりとしてむしろさらに距離を取り、それが余計にマリイを苛いら立だたせていた。

　その後も村を巡って、まだ残すところもあったが、教会に戻ることにした。イキルの体力はまだ余裕だったが、俺が制止したのだ。

　俺は〈正常人〉の神父になりすましている。逆さかさ吊づり状態で長く引っ張りまわされてもけろりとしていたら不自然だろう。

「おかえりなさい！　わあ、いっぱい祝福されてきましたねえ」

　教会で全員を出迎えてくれたソロが、祭壇に置いた三つの籠──ザザの持っていたひとつは空っぽだが──を覗のぞき込こむ。

「これで新郎新婦の花冠を編むんです。それを戴いただいたところで、式はすべて終了となります。というわけで、これはぼくのぶんの花です」

　ソロが用意していた花を籠に入れる。マリイとナッツもあらかじめ準備していたらしい花をポケットから取り出した（少し萎しおれてしまっているが）。

「あなたにも準備しておけって言いましてよ？　まさかお持ちじゃないの？」

　マリイが壁かべ際ぎわのザザに詰め寄る。

　ザザはおどおどとし、かなり長い時間迷っていたが、やがて、ポケットからくしゃくしゃになった花を取り出した。

　一瞬、息が止まった。

　それは以前、俺を連れて行った小さな山に生えていた、赤い実をつけた花だった。

　ザザが大切に育てていた、母親との繫つながり。

　祝福のために、大事な大事な花を俺とイキルのために摘んできたのだ。

「ふざけてらっしゃるの!?」

　しかし、マリイはそれを見た途端、ザザの手をぱん、と、払った。花が床に落ちる。

「おい、マリイ！　貴様、なにをしている！」

「だって、この子が……！　あなたねえ、模擬とはいえ結婚式の祝福に、こんな呪われたお花をお持ちになるなんてどういう神経してらっしゃるの!?」

「呪われた、だと？　……この花は持っていると幸せになるのではないのか？」

「なにをおっしゃってるの？」

「それ、五年くらい前、この村で疫病が流行はやるまでは村のいたるところにあったものなんだと思いますよ、ルーシュ神父様」

　状況がわからないなりに、ソロが説明を申し出た。

「最初に亡なくなったかたが庭でその花を育てていました。その次の方も。またその次の方も。今から考えれば、ただの偶然です。でも、当時はそうは思えなかったんでしょう。不気味だ、これを持っていると死ぬに違いない、不幸の花だ、呪いの花だって村から駆除されたんです」

　ザザは打たれて赤くなった手の甲をかばうこともなく、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。

　生まれる前のことだ、知らなかったのだろう。

　そして、今、気付いてしまったのだ、真実に。

　ザザの母親は村のことが嫌いで、だからこそ駆除後も一種のお守りのようにこの花の種を持ち続けていたのだろう。どんなに嫌なことがあっても、これがあれば、死ねる、と。

　そして、村を出て行くそのときに、幸せになる効能がある、と娘に噓うそをついてこれを贈った。

　最後の親心などではなかった。陰湿な憂うさ晴ばらし、的外れな復ふく讐しゆうだ。

　あなたは私の重荷だった。なにも知らずにその花を育てて、さあ、不幸になれ。

　母親からの真意などつゆ知らず、ザザはせっせとこの花の面倒を見ていたのだ。

「おわかり？　こんなお花を持ってくるなんて嫌がらせとしか思えなくてよ。あなたって人は常識ってものが──」

「そこまでにしろ」

　マリイがぎゃあぎゃあとザザを責め立てるので、俺は事情を説明してやった。

　気まずい沈黙が落ちる。目配せしあうが、誰も口を開かない。

「……そ、そういうことなら、まあ、しょうがなくってよ。よこしなさいな」

　口火を切ったのはマリイだった。なにごともなかったかのように、落ちた花を拾おうとした。だが、それを、ザザがひったくるように奪い返した。

　胸に花を抱え込んだザザは、ひどく怯おびえていた。こちらが戸惑うほどに青ざめている。

「な、なによ。あたしが悪いっておっしゃりたいの？　あたしが真実を教えて差しあげなければ、これからだってあなたはお花の世話をして、そんなの、とんだおバカさ────」

「マリイ」

　俺は短く叱責した。

「──────なによ。なによ、なによ、なによ！」

　マリイは地団太を踏んで、勢いそのまま外に出て行った。

　その背中を見送っていると、俺の足を、ぽん、と叩たたくものがいた。ナッツだ。

「みんなで追いかけない、なの？」

「あいつが悪いだろうが、ひとりで頭を冷やし……」

「みんなで追いかけない、なの？」

　笑顔なのに圧がすごい！

「わ、わかった。追いかければいいんだろう、追いかければ！　貴様ら、行くぞ！」

「は、はい！」

「ついていく」

　勢いにのまれたのか、残っている全員が俺についてくる。

　意外なことに、ザザまでもが距離を取って追いかけてくる。さすがに腹に据えかねて、マリイにすぐにでも一言いってやりたい──いや、声は出さないのだが──のかもしれない。

「しかし、どこに行ったのやら心当たりがないな。元いた家に戻ったのか？」

「……おねえちゃんは、やつあたりの達人なの」

　嫌な達人だな。

「こういうときはやつあたりをしにいくの。だから、もしかしたら──────」

「はあ？」

　ナッツの口にした逃亡先候補は、俺にとってはとても納得いくものではなかった。理不尽だからだ。いや、八つ当たりとはそういうものか。

　もしこれで予想が的中していたらさすが妹、と褒ほめ称たたえてやるべきだろう。




　────さすが妹。

　マリイは、ナッツの言ったとおり、その家にいた。

　はじめ、訪問して呼びかけても返事がなく、不在なのかと思った。

　だが、家の中から、かすかにくぐもった声が聞こえてきた。

　怪け訝げんに思って、俺を先頭に、しかし家主に悟られぬよう、ゆっくりと現場に近付いていく。

　目に飛び込んできた光景は、醜悪の一言に尽きる。

　マリイを三人の少年が囲んでいた。

　そのうちの一人に見覚えがあった。マリイに、虫がついていた花を渡した少年だ。

　マリイは虫の件で文句をつけにきた──ナッツの言葉を借りるなら八つ当たりだ──のだろうが、それでこじれてこんなことになってしまったのだろうか。

　マリイは、二人がかりで腕を左右からねじりあげられ、おさえつけられている。

　それでも激しく暴れ、鋭く睨にらみ、ふさがれた口からうめき声を絶えず発している。恐怖を悟られるのは屈辱だとばかりに。

　少年たちは、抵抗するさまを愉快そうに眺めている。無駄な抵抗をするさまを。

「大人しくしろよ、どうせお前も〈無む形けい憑つき〉なんだろ？　俺たちが調べてやるから、さ！」

　マリイの前に立っている少年──この家の少年だ──がへらへらしながら言った。

　マリイの胸元に手をかけ、思い切り下へと引っ張る。

　引きちぎられた服の隙間からささやかな膨らみがちらりとのぞく。

　嫌だ、とマリイは小さく首を振る。

「逆らうなよ、生意気だな」

「そうそう、むしろあたしなんかに触れていただいてありがとうございます、だろ？」

「……騒ぐなよ、騒いだら殴るからな。逃げられないよう足も折る」

　声に本気を感じ取ったのか、マリイは口が自由になっても、一言も発しなかった。

　マリイのその恐怖心をおもちゃにして、少年たちはそろってげらげらと笑った。

　正面の少年が、片手でマリイの顎を無理やり持ち上げて仰向かせた。

　唇をこじあけさせようとしている。

　危機的状況に、間一髪、間に合った。そう、間に合っている。

　だというのに、異常なまでの忌避感を覚えて、俺の足は床にくっついたかのように動かなかった。せめて、ソロやナッツ、ザザ、子供たちの目にはこんなおぞましいものを見せないようにするだけで精いっぱいだ。

　だから、やや窮屈な婚礼衣装であるのにもかまわず、真っ先に飛び込んでいったのはイキルだった。

　イキルの背中が頼もしく、俺はまぶしいときにそうするように目を細める。

「な、なんだよっ!?」

　少年たちがイキルの存在に気付いたときには、すでにイキルはマリイを彼らから引き剝がしている。少年たちはいっせいにイキルに飛びかかる。イキルは身をかわす動きだけで、少年たちを翻弄する。

「やあああああ！」

　ひとりが武器──自分の腕ほどもある棒きれ──を持つと、高々と振り上げ、イキルの体にめりこまさんばかりに力任せに振り落としてきた。

「………………やった!?」

　当てようとした部分にはすかしてしまったが、それでも、攻撃はイキルのつま先を捉えた。

　だが、その少年のしてやったりの笑顔は、次の瞬間、消きえ失うせた。イキルは痛がってうずくまることもなく、平然と棒切れをつかんだのだ。

「う、うわあああっ！」

　少年ごと高く釣り上げて、拳に力をいれたイキルは、なんと、棒切れを折ってみせた。

　どすん、と少年が落下する音と、からん、とまっぷたつになった棒きれが転がる音が響く。

「なっ、なんだよ、なんなんだよぉ、こいつ……！」

　じりじりあとずさる三人組を、イキルは、ひたりと見据える。そして、低く、短く、一言。

「次は、ない」

「ヒッ──────！」

　少年たちは息をのみ、足をもつれさせながら、いろんなところへ体当たりしつつ我先にと戸外へ逃げ出した（貴様の家だろうに）。入れ替わるように、こどもたちが中へと入っていく。

「い、イキルさん、それ……」

　ソロがイキルの靴を見て、息を吞のんだ。少し、血が滲にじんでいるのだ。

「平気」

「……貴様、靴を脱げ」

　イキルがなかなか行動に移そうとしないのに焦じれて、俺はしゃがんだ。靴を剝むくように脱がせる。うう、といううめき声はイキルではなくソロのものだ。確かに、見ているほうも痛い。

　親指の爪が割れて、真っ赤に染まっている。俺の手も赤く濡ぬれる。

「……子供相手。油断していた」

「それが恥ずかしくて隠そうとしていたのか？」

「…………皆に心配をかけると思ったゆえ」

　ばつが悪そうなイキルに、少し驚いた。

　役に立たないと思われたくない、とかいう理由よりはよほどまともだ。

　こいつの世界の中にじわじわと他人が入り込んでいるということではないか？

「そういう心配はさせてもいいんだ」

「了解した。乞うご期待」

「期待させるものではないがな」

「でも、今は、わたしの痛みより、気になる痛みがある」

　イキルは俺から靴を取り戻すと、マリイの元へと駆け寄った。

　震えるマリイは、ナッツに抱きしめられ、慰められている。

「もう大丈夫なの、おねえちゃん。こわがらなくてもいいの」

「べ、別に、こわがってなんか……」

　言ったそばからぼろり、と大粒の涙が一滴頰を伝い、マリイは慌ててごしごしとそれを拭う。

　一体なにがどうしてこんなことに、と尋ねるのは酷な気がした。

　しかし、マリイは気が昂たかぶっているせいか、自ら語り出した。





　──────少年たちは、以前から、マリイを快く思っていなかった。

　狭い村だ。特別懇意にしていたわけないが、互いに知らない顔ではない。まして、マリイは魔王が来たと叫んで村中を回る真ま似ねをしていたある種の有名人なのだ。

　気取り屋で高飛車でけたたましい、有名人。

　だが、今ままで少年たちはマリイになにも仕掛けてはこなかった。

　しかし、〈無む形けい憑つき〉を嫌けん悪おしていたマリイがなぜか教会に移り住んだこと。

　それが彼らに疑念を抱かせた。つまり。

『ザザに難癖をつけて絡からんでいたマリイに、〈無む形けい憑つき〉が感う染つったのではないか？』

　むろんそんなことはありえない。〈無む形けい憑つき〉は感染する類のものではない。

　無知と偏見からくる言いがかりでしかない。

　だが、少年たちにとってはこれが攻撃の大義名分となりえた。

　最初は虫を渡すくらいのいたずら──そう、花に潜ませていたあれは故意だ──で済まそうとしていたが、なんの因果か、マリイのほうからこちらのふところに飛びこんできた。

　だから、手前勝手な正義の名のもとに制裁を加えようとした──────。






「……ねえ、〈無む形けい憑つき〉であるってだけで、こんな目に遭うのね……？」

　身に起こったことを吐きだしきって、マリイが、ぽつりと独り言のように言った。

「あたし、……あいつらと同じことを、やっていたってことじゃなくて……？　あなたに」

　マリイは、戸口のところに立つザザに視線を送る。生気のないマリイの顔色に、ザザはぎょっとしていた。

「今さら気付いても遅いって、怒ってらっしゃるの？　当然よね。────きゃあっ」

　マリイは目を閉じて頭をかばい、さらにナッツがそこに覆いかぶさって守った。

　ザザが素早く距離を詰めて来たものだから、ぶたれるとでも思ったのだろう。

　しかし、実際のザザの行動は────マリイに向かって頭を下げる、だった。

「な、なにをしているの……？　あやま、……っているの……？　どうして、あなたが……」

　マリイの問いに、ザザの代わりに答えたのはイキルだった。

「……ザザ氏は、マリイ氏がここでなにかひどい目に遭ったことを理解している。おそらく、それを自分のせいだと思っている」

　イキルは自分の掌てのひらを見つめている。

「わたしは、見ての通りの怪力。怖がられる。過去、祖母がわたしのせいでひどい扱いを受けたこともある。だから行く先々の村で、人目があるところでは、なるべく祖母と接触をしないようにしていた。祖母が仲間であると、思われないように」

「そ、それとなんの関係がおありなの……？」

「つまり、ザザ氏があなたを避けるような行動を取っていたのも、あなたに花冠用の花を渡すのをためらったのも、あなたのためを思ってのこと」

「……この子は、……ザザは、あたしのことを嫌っていたのではなくて、あたしを守ろうとしていた、ってこと……？」

「まさに。彼女は、あなたが〈無む形けい憑つき〉の仲間だと思われるのを恐れていた。あなたの安全のためにあなたを遠ざけようとしていた。だというのに、こんなことになってしまった。彼女は迷惑をかけたと思っている。彼女は責任を感じている。だから、彼女は、傷つけてごめんなさい、と謝っている」

　イキルの言っていることは実際、正答であるらしかった。

　ザザが、なぜ自分の心の内がわかるんだろう、とばかりに目を丸くしている。

「──────おバカさんね！」

　マリイが耐え切れない、とばかりに声を上げた。

「あなた、悪くなんてないじゃない！　さっきのやつらはあたしが〈無む形けい憑つき〉かどうかなんて本当はどうでもよかったのよ！　そんなの関係なくって、ただあたしが気に入らなくって、攻撃材料を探していただけじゃない！」

　大声にびくつくザザに気付いて、マリイははっと口を閉じた。声を落とす。

「……自分が悪くて当たり前で、自分がいじめられて当たり前で、自分が怒らないのは当たり前で……、ザザ、あなた、おバカさんよ……！」

　ザザは、なにを言われているのかわからない、というように、きょとんとしている。

　ザザが怒らずにいるのは、優しいからではない。強いからでもない。

　慣れきってしまっているからだ。麻ま痺ひをしているからだ。

　そして、マリイは、ザザをそうしてしまった原因のうちの一人だ。

　だが、許してくれと乞うこともできない。許すという段階にない。同じ言葉を喋しやべっているのに共通言語がない。なにも伝わらない。

　マリイはもどかしげに身をよじってナッツから離れる。

　そして、意を決したように、ザザの右手を握った。〈無む形けい憑つき〉の紋がある右手を。

「……帰ったら、花冠を作りましょう。…………一緒に」

　ザザはしばらくしばらくされるがままじっとしていた。マリイの行動が予想の範はん疇ちゆうを超えていて、なにが起こっているのか把握できていないのだろう。

　混乱と不安が遅れてやってきたようで、ザザは、意味もなくあたりを見回している。

　挙動不審なザザの手を、マリイはさらに強く握った。

　少しでも思いが伝われ、というように。

「……あらゆる子らは愛されてしかるべきです。子供は当然のように愛を受け取る存在であるべきです。ですが、悲しいことに、愛されるのにも慣れというものが必要なようですね」

　ソロが俺に小声で話しかけてくる。

　そうだな、と目で同意を示す。誰しも環境の影響を受けずにいられない。

「幸せな暮らしのための、最初の一歩、なの」

　逆隣りからナッツが声をかけてきた。

「時間はたっぷりあるのに、ナッツはちょっと急ぎすぎていたかもなの」

「……貴様は姉のために道の小石を全部拾ってやりたいんだろうが、それは本人のためにはならないだろうな。一緒にゆっくり進んでいけばいい。転んだら手を貸せばいい。お互いにな」

　自分で言いながら、そうか、と思う。

　幸せの場所はというのは、誰かが用意するのではなく、皆で作るものなのだ。

　ナッツは肯定の意を示してか、やけに大人びた仕草で肩をすくめてみせた。




　子供たちを先に返し、俺はイキルをおぶって医者の元を目指している。

　正確には、領主のセカンドハウスをだ。ソロに確認したところ、この村には医者がいないようだった。疫病以来居付かないそうだ。だが、領主が訪れたときのために、一通りの道具などはセカンドハウスに揃そろっている。司祭館にあるものよりは充実していて、ごく簡単な処置をすることのできる人間はいるだろう、とのことだった。

「あれ？　まだ結婚式やってんのかい？」

「あははは、素敵なダーリンだねえ！」

　すれ違う村人たちから冷やかしの声が飛ぶ。

「神父さま」

「なんだ。つま先が痛むのか」

「ダーリン」

「な、なんだ!?」

「こう呼ぶほうが正しいのかと。嫌がっている？」

「正しいとか嫌とかではなく……」

　ふざけたことを言われたせいか、心臓が跳ねたではないか。──心臓、といえば。

　この密着した体勢はイキルの鼓動の音がよく伝わってくる。少し速いそれ。

　しかしまあ、やはりどこまでいっても〈正常人〉の鼓動だ。

　俺の半分、いやそれどころではない、もっとずっと弱々しい〈正常人〉の鼓動。

　ふはははは、今だって俺の心臓のほうがずっと激しく脈打っているぞ！

「────神父殿。心臓の鼓動が速まっているのではないのですかな」

　ぎくりとして思わず立ち止まった。

　ふいに投げかけられた重低音。道の途中、俺の視線の先には、意識を回復したらしい村長が立っていた。

　神父殿────か。

　村長は俺の正体を知っているが、俺がそのことに気付いていることは知らない。

　もうしばらく俺を泳がせてみようと静観をきめこんだのかもしれない。

「呼吸も増えているのではないですかな？　血液が減少すると、体が勝手にそうなる。出血量が多いもの特有の反応ですな」

「うん？　なんの話だ？」

「神父殿、怪け我がを隠しているのは感心しませんな」

「………………は？」

「手に血がべったりとついているのではないですかな。私のこの目はごまかせませんぞ」

「これはこいつの血で、怪け我がをしたのは俺ではない」

　俺の返答に、村長はなぜか、しまった、というように顔を歪ゆがめた。それ自体も失態だったのか、村長は顔を背けて、そのまま去っていってしまった。

「……なんだった？　ぽかんとしている」

「さあな…………？」

　俺とイキルはそろって首を傾かしげた。

　魔王の血を巻き散らかされたらたまらない、とでも思ったのか……？




　その後、領主のセカンドハウスで手当を終えて司祭館に戻ると（帰りはイキルは自分の足で歩いた）、子供たちに出迎えられた。

「遅かったんじゃなくて？　待ちくたびれたことよ」

「みんなで花冠を作ったから、早くみてほしかったの。それとも足の怪け我がが思いのほか悪かった、なの？　心配なの。……とおねえちゃんは言っているの」

「ちょ、ちょっと、ナッツ……！」

　ナッツの言葉どおり、花冠が二つ用意されていた。ザザの花も編み込まれている。

　一つはイキルに、もう一つは俺の頭に。

　これでようやく、模擬結婚式の終了だ。

　子供たちは各自の部屋へと戻っていく。

「ちょっと寝るの。なんだかくたくたなの」

「いろいろあったものね。…………あ、そういえば！」

　ぱたぱたと、マリイがイキルの正面にやって来た。さも、今思い出したことがあるというそぶりだが、タイミングを見計らっていたような不自然さがあった。

「あなた……、イキルさんの力があったから、あたし、助かったんじゃなくて？　ありがとう」

　ぼそぼそとそう言って、マリイはイキルの両手を握った。

　あなたの怪力、ちっともおそろしくなんかなくってよ、と伝えたいのだろう。

　イキルの頰が、時間差で赤く染まっていく。

「永久とこしえにスペルエストの安らぎを」

　ソロが、ふふ、と、微笑ほほえましげに祈りの言葉を捧ささげていく。ザザは無言のまま去っていった。

　子供たちがいなくなってから、イキルは花冠を頭から外すと、しげしげと眺めた。

「ダーリンも見てほしい」

「呼び方それで定着させる気か!?」

「皆の性格がよく出ている……」

　無視だと!?

　しかし、確かに花冠はそれぞれの性格を表していた。

　丁寧に編み込んである部分はソロの担当だろう。せっかちに進めているところはマリイ。それをフォローしているのがナッツで、いかにも手て馴なれていない下手くそなところはザザだ。

　総合的には、編みかたがばらばらで、不格好な花冠。

　だが、イキルは、興味深げに、──そして、優しい瞳でそれを見ている。

　俺はなんだか居心地が悪くなり、少し休む、と噓うそをついて、イキルから離れることにした。

「……どうした？」

　神父の部屋の前まで来ると、ザザが戸の前で座って待っていた。

　こいつも疲れたのだろう、目をしぱしぱさせていて、やたらに眠そうだ。

「お前も大部屋に行って眠ればいいではないか」

　俺がそう言うと、ザザがなにか身振り手振りで訴えてきた。

「…………眠るのが怖い、のか？」

　時間をかけて解読してみると、そういうことらしかった。今日、皆と一緒に花冠を作って、邪険にされることもなく、きっとそれはザザにとっては夢のような出来事だったのだろう。

　おそれているのだ。

　これが夢だったらどうしよう、すべて消えてしまったら、どうしよう、と。

「平気だ。安心して眠れ。皆、消えたりしない」

　ザザは俺を目で指した。あなたもそうなの？　と。消えないの？　と。

　魔王である俺にすがるほど不安なのか。

「ああ、俺も消えない。絶対消えたりしない。どこにも行かない」

　はっきり、大噓うそを言い切ってやった。

「どれだけ深く眠って、日が変わっても大丈夫だぞ。……さあ、おやすみ、また明日」

　ほっと息をついて、ザザはおやすみの代わりに、ぺこ、と頭をさげた。大部屋のほうへとふらふら歩いていく。

　俺は自分の部屋に入り、テーブルに腰をかけて、花冠を手に取った。

　じっと凝視する。

　──────くだらない。

　ぐ、と、握った拳が、花冠の一部を潰す。

　幸せな暮らしを作るための時間はたっぷりある、ナッツはそう言った。ない。ないのだ。イキルは死ぬ。俺は逃げる。

　どこにも行かない。俺はそう言った。そんなわけがない。俺は偽にせ物ものなのだ。イヤーカフさえ手に入れば、さようなら、だ。

　まったく、先の疫病で多くの人々を、家族をも亡なくしているのに、〈正常人〉というのは学ばないものだな、と思う。

　変わらない明日がいつまでも来ると信じている。

　花冠が千切れ、床に、落ちる。

　──────別れはすぐそこだ。




　と言いつつ、五日も経過してしまった。

　俺がここに来てから、はや二十三日めだというのに、本物の神父はなぜかいまだに現れない。

　イキルと手分けしようが、一緒に探そうが、イヤーカフは見つからない。

　村では祭りの準備が進み、家々が常緑樹の葉や枝で飾られ、外からは吟遊詩人や大道芸人なども到着しだした。

　教会でも、ソロが聖女カミゴの像をぴかぴかに磨き上げている。

　残りの子供たちは少々ぎくしゃくしつつもそれを手伝い、鼻の頭を汚し、笑顔がこぼれ、日に日に仲を深めていく────。

「うぉおおおおおお！　穏やかな日常を過ごしてどうする!?」

　午後の光に包まれつつ、巡回という名目で歩き回ってイヤーカフを探していた俺は、突如我に返って頭を抱えた。

　一瞬、周囲の視線を引きつけてしまうが、神父様だ、新種のお祈りかな？　とばかりに皆、それぞれの作業に戻っていく。こんなに不審だというのに俺への信頼感厚いな[image: かんたんふ]

　イヤーカフなどもう諦めるべきか？　しかし、俺はニココを落胆させたくない。

「神父様！　こんなところにいたのか！　大変、大変だぁ！」

　思い悩む俺の元へ、村の青年が駆け付けてきた。

「……どうした」

「酒場にすんっげえべっぴんさんが来てるんだよ！」

　なにか大事件かと身構えたのに、とんだ拍子抜けだ。

「いちいち報告することか？」

「祭りに来たのかな、俺が人生で出会った中で一番の美人だった！　ありゃ教会で保護してやったほうがいいんじゃないのか？　変な男に手を出される前にさ！」

「貴様みたいな変な男に、か？」

「あっ、ひでえ！　俺はおそれおおくて声なんかかけらんねえよぉ。ふわっふわの金髪でさ、吸い込まれそうな青い目でさ、そんでもって、はちきれんばかりの胸！」

　…………うん？　よく知っている特徴だ。もしや。

「そんで、なんでか知らないけど、喪服を着てた！　でも似合ってたなあ。夏だってのに首元まできっちり隠れてんだけど、それがかえって色っぽくてさあ」

　ニココだ──────────────────────────[image: かんたんふ]

「なんか誰かを探してたみたいだけど、連れとはぐれたのかねぇ？　うらやましいなぁ、誰だよ、そいつはぁ！」

　俺だ────────────────────────────[image: かんたんふ]

「報告感謝する!!」

「え？　さっきと言ってることが違……」

　俺は不思議がる青年を適当にあしらって、その場を後にする。

　まずい、とぶつぶつつぶやきつつ、早足で酒場までの通りを行く。

　なぜ、なんの目的で、ニココは現れたのだろう。あんなに〈正常人〉の村に来るのを嫌がっていたではないか。

　しかも今の俺は。

　イヤーカフを失なくしている。魔力が充塡されていないとはいえ、〈正常人〉に捕まった。なりゆきながら神父のふりをしている。いや、そもそも、ニココが憎む〈正常人〉と馴なれ合あっている。

　……ニココに見られてもいい部分がひとつもないぞ。

　このスペルエストの司祭の服を着用しているというのも非常によろしくない。

　追いつめられているせいか、言い訳のひとつも思い浮かばない。そんな俺の視界に、家と家の間に渡された洗濯紐ひもに干されている村人の作業服が飛び込んでくる。

　────……あれを拝借させてもらおう。

　もはやまともな思考回路は死んでいる。

　物陰に一度隠れ、再び通りに出てきた俺は、生乾きの作業服を身に着けている。

　代わりに、洗濯紐ひもには神父服がぶらさがっている。

　一応、この村に来てから二度も俺を救った白い布──スペルエスト教の聖印が刺し繡しゆうされていて、当初局部に巻いていたあれだ──だけは隠し持っておく。

　服はこれでいいとして、イヤーカフがないことはごまかしようがない。

　しかし、すでに俺の足は酒場のすぐ前まで来てしまっている。

　さあどうする、と耳に触れていると、酒場の扉を吹き飛ばさんばかりのいきおいで男が転がり出てきた。

「い、いってえ！　蹴りやがったな！　なにすんだ！　ちょ、ちょおっと怪け我がしたとこ見てやろうとしただけじゃねえか！」

「必要ありません。あなたに触られるほうが苦痛です」

　開いた扉の向こう、店の中から出てきた女の姿に、俺はあげそうになった声をなんとか抑える。

　ニココだ。

　超絶目立つ行動を取るなあ、お前は!?　見ろ、野次馬が集まってきているじゃないか！

　ニココの左手の甲には確かにどこかで引っ掛けたような切り傷があった。男は下心ありありで手当てを申し出たのだろう。いやらしく触ろうとしたのかもしれない。

　ニココはいつものように微笑ほほえんでいる。

　だが、その表情のままここにいる全員を殺すくらいのことはやってのけるのだ。

　そんな大事になったら大変だ。

「─────……アアアっ！　なんだ!?　空に浮かんでいるあれは！」

　俺の裏声での叫びに、その場の全員の顔が天に向く。

「なんだよ、なにもねえじゃねえか、……ってあれっ？　ここにいた姉ちゃんどこ行った!?」

　人々がざわつき出す頃には、俺はニココを小脇に抱えて、すでに遠く離れている。




　走って走って、村の裏手にある納な屋やの中までニココを連れてきた。どうせ持ち主は畑仕事に出ていて不在だ。

　ニココは俺の正面に立つと、ことさらふんわりと微笑ほほえんだ。

「魔王様。ご無事でなによりです。どうやらなにも問題は起こしてないようですね」

　お前のほうが！　問題を起こしそうだったよな!?

　……だが、不問だ。ニココに不用意に触ろうとしたやつがいたのなら、そいつが悪い。

「いきなり抱えあげたのに、よく俺だってわかったな？」

「魔王様の匂いがしましたから」

「臭いか？」

「いいえ。大好きなので落ち着きます」

「……俺の匂いが恋しくて来たのか？」

「ええそうですよ」

「なわけあるか」

「あら、本当なのに。……なんだか胸騒ぎがしたんです。魔王様がひどい目に遭ってるんじゃないかって心配で」

「それで様子を見に来たのか？」

「早々に正体がばれて捕えられ、生きたまま手足を少しずつ切り落とされてどの段階で死ぬのかを見世物にされているんじゃないかって気が気じゃなくって」

　怖いことを言うな!?

　とはいえ、残虐なたとえ話が即座に出てくるのはニココが嗜し虐ぎやく趣味だからではない。実際そういうことをされる〈無む形けい憑つき〉がいるからだ。

「俺はずいぶん信頼されていないみたいだな」

　現状を棚に上げて、やれやれと肩をすくめてみせる。

「申し訳ありません。見くびってしまったお詫わびをさせてくださいな。どうぞ、なんなりとお申し付けください」

「別になにもしなくていいぞ」

「じゃあせめて口づけでもしましょうか？」

　ニココは右手を俺の頰に添える。

「しなくてもいい。むやみにそういうことをする必要はない」

「あら～。もしかして誰かに操みさおを立てていらっしゃるとか？」

「そ、んなわけないだろう」

「今、言いよどみました？」

「気のせいだ！」

「それならよかったです。もし、魔王様に口づけするような相手がいるとしたら」

「……いるとしたら？」

　ニココの紺こん碧ぺきの瞳が、あやしげにきらめく。

「その不届きものが二度と、決して、金輪際、永遠に、魔王様の前に現れないように手を尽くしてしまいますもの」

　なにをする気だ!?

　恐怖におののく俺の顔を、ニココがゆっくりと撫なでる。

「あら……？」

　輪郭を辿たどっていった手が、ふと、俺の髪をかきあげたところで止まる。

「イヤーカフはどうなさったんです？」

　…………バレたあああああああああああ!!

　そうだった！　紛失をどう隠蔽するべきかまだ考えてなかったのだった！

　いや、しかし、しかしだ。ニココは俺に対しては異常なほどに寛容だ。いっそここは失なくしたことを正直にぺろっと申告してしまえばいいのでは？

「魔王様、もしかして」

「……気付いてしまったか」

「早くおっしゃってくださればよかったのに」

「ああ、そうなんだ。実は、失なくし……」

「私たちの大事なものを、野蛮な〈正常人〉の目に触れさせるのは耐え難がたい。だからどこか目につかないところにしまっておいたということでしょう？」

「え？」

「私ったらおまもりだなんて言って渡してしまって、とんだ浅慮でした。あれは私たちと私たちの両親を繫つなぐ唯一のもの。もう二度と戻れない生まれ故郷の思い出の品。命の次に大切なもの。代わりのない、かけがえのないものなんですものね」

　言、言、言えるかあああああああ!?

「そ、そう、だな、まったくだ、しまってある、ぞ……」

　全身から嫌な汗がぶわりと噴き出し、だらだら流れる。

　と、そこへ。

「…………だから嫌なんだよ、祭りになるとヨソモノがでかい顔しやがってよぉ！」

　納な屋やの外から若い男の怒号と、なにかを蹴りあげたような鈍い音が聞こえてきた。

　ニココと顔を見合わせ、明かり取りの小窓から外を覗のぞく。

　三人の人影。よく見覚えのある顔がひとつだけあった。

　おれがここに来たばかりの頃、酒場でおかみにすげなくあしらわれていた老人。

　茶褐色の隻眼の放浪者だ。蹴られたのだろう腹を押さえてうめいている。

　残り二人は若者だ。保守的な意識が強いのだろう、そして実際に『でかい顔をしている』ようなよそものには怖くて手出しができないのだろう。

　絶対に反撃をして来そうにない老人を選んで八つ当たりをしている、といったところか。

「ま、でもな、せっかくの祭りだもんなあ。歓迎しなきゃなんねえかあ」

「これをやるから、きれいに食えよ。言っとくけど、手なんか使うんじゃねえぞ」

　男のうちの一人がどろどろに腐った小さな果実を地面に落とした。

　老人は、言われたとおり、這はいつくばって地面に舌を伸ばす。

「おーおー、よくできました、きったねえなあ！」

　老人は後頭部をぐりぐりと踏みつけられる。

　男たちは二人で笑い合っているせいで、気付いていない。おそらく、老人の喉に、土か果実かが詰まってしまったことに。

　老人の顔色がどんどん赤黒くなっていっている。

　周囲にはほかに誰もいない。

　つまり────、あの老人はこのままだと死んでしまう。

　だが、今、あの場に躍り出たら、どうなる？　二人の男は、俺がこの村で神父をやっていることくらい知っているだろう。

　神父様、と呼ばれでもしたら、ニココにすべて知られてしまう。

　だいたい、〈正常人〉を助けてどうするのだ？

　よし、見捨てよう。それが最良の選択肢だ。

「魔王様、どこへ……!?」

「えっ、神父様っ!?　なんでそんなところから……！」

　だというのに。

　俺は納な屋やから飛び出してしまっていた。中ではニココが、外では若い男たちが驚きの声をあげている。

　俺は男たちを退け、老人の背中を何度も叩たたく。

　老人は、土と果実の塊を吐きだして激しく咳せき込こみだした。

「な、なんだってんだよ神父様」

「馬鹿野郎[image: かんたんふ]　俺を神父と呼ぶなあ[image: かんたんふ]」

「な、なんだよ、それ。……へいへい、神聖なことで。俺たちみてえなことするやつらにゃ神父って呼ばれたくないって？」

　そんな高潔な意味はない！

「悪うござんしたね、神父様。……おい、聞いてるのか、神父様？」

　呼ぶなと言っているだろうが!?

　そう返さなかったのは、ふいに、ぞくり、と背筋が寒くなったからだ。

　納な屋やの中から放たれる、濃い殺気のせいだ。俺に軽々しい態度を取るこの〈正常人〉の若い男たちに仕置きが必要だとニココが考えているのだろう。

「なあ、神父様……、って、い、いてえ！　なにするんだよ！」

　俺は若者たちを一発ずつぶん殴った。

　俺が先にこうすれば、ニココは手出しをしないからだ。

「今のうちに早く逃げろ！」

　俺は若い男たちに怒鳴った。万一、ニココが攻撃を始めたら大惨事だ。

　だが、声に反応したのは老人のほうだった。俺を何度か振り返りながら、ふらふらとこの場から去っていく。

　……うん？　もしや、今、はたから見たら俺は、『ここは俺が引きつける！　この場は任せろ』と老人を守った状態になるのか？

「ちっ、なんだよ。〈博愛〉がどれだけのもんだっていうんだよ。神父様、よそものがそんなに大事かあ？」

「なんでこっちが殴られるんだよ。あーあ、やってらんねえよ、神父様よお」

　男たちはぐちぐち悪態をつきながらも歩き去っていった。

　ええい、俺はお前らを守ってやったんだぞ!?　それに、神父と呼ぶなと言っているだろうが！

「…………………………魔王様」

　静かな声に、しかし、俺の背筋がぴんと伸びる。

　納な屋やから出てきたニココが、俺の正面に立つ。

「神父とはどういうことです？　それに、ずいぶん気安く話をされていたようですが……？」

「その──、それは、だな、ええと。それは……」

　ニココのいつなんどきも変わらぬ笑顔がやけに恐ろしい。いや、違う。俺が本当に恐ろしいのはニココの信頼を裏切ることだ。ニココを傷付けることだ。

「それは？　なんですか？」

「あー……」

　俺が罪悪感に押しつぶされそうになったそのとき。

「ニココ様！」

　異国の言葉での敬称と共にニココの名を呼びながら、筋肉質の男が駆け寄ってきた。

「お前……！」

「あなたは……！」

　俺とニココはそろって声を上げる。

　酒場でニココを目撃して、ニココを追いかけてきたのだろうか。

　この村にいる〈無む形けい憑つき〉。異国出身の同胞。氷の森の生き残り。露出狂……ではなく、筋肉自慢の青年、リーだ。

「お久しゅうございます。お二人が揃そろったということはとうとう計画を実行に移す時が来たということですか!?」

「けいかく……？」

　片言で返すニココ。

「復ふく讐しゆうですよ！」

　リーはニココのためにゆっくりと簡易な言葉を使った。

　そしてそのまま己の勘違いと意気込みを披露し始めた。

　俺があえて神父になりすまし信頼を勝ち得たうえで裏切るつもりだ、と。偶然居合わせた自分が参加できるのはこの上ない幸せだ、と。

「魔王様、そんなことを考えていたんですか？　ここに来たのは勇者の死にざまを見るためだったのでは……？」

「い、いや、途中で思いついたのだ。勇者が死して、俺の魔力が戻ったとき、ここを凍いてつかせてやろうとな。復活の手馴らしと言ったところだな」

　俺はぺらぺらと心にもないことを並べ立てる。

「〈正常人〉の心性の醜さを間近で見てご心境の変化があったんですか？」

　ニココがそう問うのは、俺が〈正常人〉への攻撃に対して、受け身だったせいだろう。いつだって俺はニココに言われるがままだった。

「ご立派なご決断です」

　俺はニココの称賛から逃げるように、リーに向き直る。

「決行まではまだ時間がある。引き続き待機していてくれ」

「そうでしたか……。早とちりをしてしまって申し訳ありません」

「悪くない、謝るな」

　俺はお前を騙だましているんだ、心が痛むだろうが！

「魔王様、よければ、なにか合図を決めませんか？　俺がまた先走らないように」

「あー……まあ、そんなことを決めずともそのときが来たらすぐにわかる。だからそれまでは動くな」

「なるほど！　承知しました！」

　下手に取り決めをすると墓穴を掘る。だから適当に受け流したのだ。

　だというのに青年は興奮して大きくうなずいた。俺に対して純粋すぎるだろう。

　合図がないのにそれが合図？　どう判断するつもりだこいつは。

「魔王様……いえ」

　リーがひとつ咳せき払ばらいをする。

「ま、お、う、さ、ま」

「お前……、俺の言語を覚えたのか？」

　リーは得意げに笑った。

　情報収集ができれば俺の役に立てると一念発起したのだという。酒場の隅にこっそりと身を置いて、喧けん騒そうの中で、健けな気げにも、生きた言語を学んでいるらしい。

「では。おれの、またのごりようを、おまちしております！」

　酒場の主人の定番の挨拶を爽やかに口にして、リーは下がった。

「生きている同胞がいたんですね」

「ああ」

　ニココは懐なつかしげに微笑ほほえんでいる。

　よかった。とりあえず、リーのおかげでこの場を切り抜けられた。

　あとはニココを村から追い返すのみだ。

「──────────なっ!?」

「魔王様？　どうしました？」

　村の入り口までニココを誘導しようと足を踏み出した矢先、俺はひっくり返りそうになった。

「いや、その、あの……な」

　さり気なくニココを背に隠す。

　前方からイキルがやってきたのだ。しかも、ばっちり目が合ってしまった。

　イキルの手には俺の神父の服がある。見つけて、なにか事件性を感じ取って、俺を探していた、ということだろうか。

　────大丈夫だ、服を着替えただけだ、まったくなんの問題もない。とにかく今はここではないどこか別のところへ行ってくれ！──────

　俺は目どころか、もはや表情筋全稼か働どうで力強くイキルに訴えかける。

　イキルは不思議そうに目をしばたたかせていたが、やがて。

　こくん、と大きくうなずいた。

　よし！　助かった！

「ダーリン」

「!?!?!?!?」

　イキルが片手をあげて近付いてきた。

　貴様！　今の、こくん、は、なんだったのだ!?　なにも伝わってないではないか！

「…………あれは、勇者…………！」

　ニココがイキルの存在に気付く。俺をかばうように前に出る。

　────────────終わった。

　はは、と俺の口から勝手に変な笑いが漏れる。

　イキルとニココが対たい峙じする。

「ダーリン。そちらの女性は？」

　イキルが俺に尋ねてくる。

「なんて口を利きくの……！　一体、あなた、なんのつもりなんです？」

「妻」

「……え？」

「わたしは、妻のつもり」

　貴様アアアアアアア！　模擬結婚式のときの役割を答えるなあああああああああ！

　ニココがゆっくりと俺を振り返る。笑顔なのだが、なぜこんなに怖く見えるのだろう。
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「い、いや、あの、その、だからな……」

　完全に混乱してなにを言うべきなのかもわからないまま口を開く。

「……もしかして、勇者は死を目前にしておかしくなっているのでしょうか。魔王様のことはおろか、自分が誰かも認識できなくなっている……？」

「あ、ああ……、ああ！　そうだ、そうらしいな！」

　小声で囁ささやかれたニココの的外れな推測を、これ幸いと肯定した。

　おそらく、ニココの中では、イキルは他を寄せ付けない孤高の勇者と位置付けられているのだろう。こうもすっとぼけた態度を取られたら、壊れたと判断するのは当然かもしれない。

「誰？」

　イキルは今度はニココに直接聞いた。

　ニココは答えず、わざとらしく、ぺたん、とその場に尻餅をついた。なんだ、なんだ？

「あらまあ、大変。よろけてしまいました。お手を貸してくださいます？」

　俺は反射的に手を差し伸べて引き起こす。

「……誰？」

　イキルが繰り返す。責められているような気分になるのはなぜだろう。

　ぱたぱたと土つち埃ぼこりを払いのけながら、ニココがイキルに微ほほ笑えみかける。

　俺を──ニココにとって最愛の俺を──殺した勇者。

　ニココはその勇者に対して表面上、憎しみを出さずにいられる。

　俺たちが氷の森で暮らしていた頃も、俺はただの一度もニココの笑顔が崩れたところを見たことがない。

「私はただの旅人ですよ。こちらの神父様に、この村のことを少々尋ねていただけです」

「そう？」

「ええ」

　空気が不穏だ。どちらに対しても後ろ暗いところしかないからそう思ってしまうのか？

「ふ、服はありがたく受け取った、下がっていいぞ！　そして二度とダーリンと呼ぶな！」

「…………わかった」

　どこか納得していないような間があったが、イキルは来た道を戻っていった。

　ニココはそれを見送りながら、俺の腕に腕を滑り込ませるようからませてくる。

「勇者が狂っていたのは不幸中の幸いです。今だから申し上げますけど、実は私、魔王様を殺したものの目に、魔王様のお姿が映るなんて耐えられないと思っていたんです」

「は、はは……」

　……この村での俺の実情がニココに知られたら、一体どうなってしまうのだろう……。

「あと七日ってところですかね」

「なにがだ？」

「勇者の死まで」

「ああ……、そうだな。ちょうどそのくらいだろう」

　なるほど、ニココがさっき転んでみせた目的はそれか。

　勇者の足首──俺の呪いの痣あざの成長具合──を見るためだったわけだ。

　イキルが死ぬことなど最初からわかりきっていることだ。だが、改めて数字を示されて、なぜか胸がざわついた。残りはもうそれだけしかないんだな。

「魔王様。私はそろそろお暇いとましますね。勇者がいなくなった頃に再び参ります。お見送りは結構ですよ」

　ニココがするりと俺から離れていく。

　これ以上〈無む形けい憑つき〉の村の中にいるのは耐えられないのだろう。

　どんどん広がっていくニココと俺との距離。

　頭の中で繰り返される今しがたのニココとの会話。

「────……待て、ニココ」

　俺は、思わずニココの背中に声をかけていた。

「どうしました？」

「……少し、調べてもらいたいことがある」




「神父殿」

　ニココと別れてから司祭館へと向かっていると、俺を呼びとめる声があった。

　村長だ。いつもの真面目くさって堅苦しい空気に混じって、どこか緊張をしているような、思いつめた雰囲気があった。

「……はて、どうして司祭服を脱いで持っていらっしゃるんですかな」

　俺が神父ではないと知っているくせに白々しい。

　村長が話しかけてくるのは、以前、怪け我がしたイキルをおぶっていたとき以来になる。

　とうとう俺と一対一で話をつけようと決意したのだろうか。

「受けて立つ。単刀直入にいこう。二人だけで話せるか」

「ふ、二人きりでということですかな。……それは……」

「今さら怖がることはない」

「……とうに私の思いなどお見通しだったということですかな」

「お見通しというのならそっちだろう。俺のなにもかもを知っている」

　偽にせの神父だということはもちろん、正体も。

　村長は自身を落ち着かせるように、細く、長く息を吐いた。

「ならば私の家にお越しくださいますかな」

　案外と俺は信用されているのだろうか。あるいは二人になりたいという俺の提案を見越したうえでのなんらかの罠わなか。

　村長のうしろを警戒しながらついていく。

　そして、辿たどりついた村長の家の書斎で、俺はあっけにとられることとなった。

　本、石像、香炉、絵画、部屋のあらゆるところが、スペルエスト教関連のもので埋め尽くされている。間違って教会に案内されたのかと思ったほどだ。

　しかも、すべて大事に扱われていて、ほこりもくもりもなにもない。

「神父殿が私の家にいて、同じ空間で、同じ空気を吸っているだなんて……、ああ、おそれおおい……」

「お、おい？」

　天井を仰いで倒れそうになっている村長の肩に触れる。

「ああ……、さ、触っておられる……、なんと尊い……！」

　一体なんなんだ、この恍こう惚こつとした反応は。

「神父殿。いや、ルーシュ殿。あなた様のお噂うわさを耳にするたびに、このしがない中年の心は震えておりました……」

　体も震えているぞ、大丈夫か。いや、それよりも。

『実は神父殿は────』

　イキルを呼び出した晩の村長の言葉。

　俺が遮ったその続きはどう考えても『魔王だ』が来るだろうと思っていた。

　ならば、俺をいまだルーシュとして扱う村長の態度はおかしい。

「……その、貴様は俺のことをどう思っているんだ？」

「そっ、そんなっ、ご本人を目の前にして……！」

　村長は初う心ぶな娘のように恥じらい、両手で顔を覆った。くそ、ちょっと可愛かわいいぞ。

「いいから言え！」

「じっ、実は神父殿は────」

「……実は神父殿は？」

「私の、憧れの人なのです…………！」

「…………………………………………は？」

「ルーシュ殿のことになると、平静を保つことができず、ふ、普段の私からは考えられないほど浮き足立ってしまうほどですぞ。だからこそルーシュ殿には興味がないふりをして、この思いはひた隠しにしていたのに、つい誰かと語り合いたくなって……！」

　じゃあなんだ？　もしや、あの晩イキルを呼び出したのは、俺目当てで教会に移り住むような熱狂的なルーシュ信者だと見込んだからか？

　暴露しようとしていたのは俺の秘密ではなく、己の秘密だった、のか……？

　ま、まぎらわしい！

「……その、ルーシュ殿、私と二人きりになってくれたということは、もしかして、罪深き私の告白を受け止めてくださるおつもりで……？」

「え？　そ、そうだな」

「ああ、ああ！」

　適当な受け答えに、村長は感極まっている。勢いそのまま、己の過去を滔とう々とうと語り出した。

　若い頃、三年間だけカミゴを出て都市で暮らしていた頃の話だ。

　希望に満ちた若者であった村長は、医者になって人を助けることを夢見ていたのだ。

　だが、それは叶かなわなかった。

　……ああ、そうか、と俺は今になって気付く。

　この間、俺の怪け我がだと思い込んで、俺の心臓の鼓動について指摘してきたあれは、医者としての知識だったのか。

「外科の下したっ端ぱ仕事ばかりをやらされていたんです。いえ、それならまだいいんです。……人を、人を殺あやめるも同然のような……後ろ暗い仕事もやらされて……」

「無理に言わなくていい」

　気遣ったわけではない。これは本来、俺が聞くべきことではない。

「いえ、聞いてくださいますかな。肉体を打ち砕き、切り刻み、処理をし、ときに開き、臓器を取り出し、それを売りつけ──」

　よほど心の傷になっているのだろう。村長はそのときのことを詳細に描写していく。

「……そして、その病院から逃げ出した先の修道院に匿かくまわれ、カミゴに戻ることができたんです。スペルエスト神が私を救いたもうたのですな」

　信心深いのはそういう過去があるからか。

「しかし、です。どれだけ時間が経たっても過去とは離れられない。ときに押しつぶされそうになる。ですが、ルーシュ殿。あなたの〈博愛〉の教え。それが、私の生きる糧かてとなりました。私の心はいつだってあなたと共にありました……！」

　そうか、としか俺は言えない。

　心苦しかった。俺が受け取ってもいい言葉ではないからだ。

　俺がルーシュ神父だ──────、はじめに吐いた、たったひとつの噓うそ。

　これを守るために数多あまたの噓うそを重ねた。

　結果、抱えきれないほどの荷物として秘密が増え続けている。

　重さに潰されるまえに、この村から出て行かなくはならない。




　俺は誰になにをどれほど偽っているのか。

　村長の家から出て現状を整理しつつ司祭館に戻った。

　しかし、奇跡的に、誰に対しても危機を切り抜けている。案外、この先も切り抜けられるのでは、と楽観的な考えが頭をかすめる。──────…………が。

「おや、きみ。それは、僕のために用意してくれたのかね。着替えかな？」

　聞き慣れない声がした。穏やかな、同時に豊かな声量の男の声だ。

　ちょうど教会の扉の真ん前で、俺の隣に並んだのは、見慣れない顔をした男だった。男は俺の持っている神父服を掌てのひらで指し示している。

　喋しやべり方の割には若い。年は俺の外見年齢と同じくらい、つまり、十代後半だろう。

　黒髪のその男は、俺よりほんの少し背が高い。瘦せた体たい軀くを包んでいるものは、今、俺の手にあるのと同じような神父の服だ。

「教会の小間使いの方なのかね。申し訳ないね、手紙に記した通り、怪け我がをして少し到着が遅れてしまったんだ」

　手紙。

　思い当たるものがある。

　イキルが司祭館に住むようになった頃に届いた、俺が飲みこんでしまった羊皮紙だ。

　あの手紙の、送り主、は────────。

「ルーシュ神父様、どうしたんですか、こんなところで立ち止まって？」

　教会の扉が開き、中からソロが顔を出す。

「あ、ああ、別に」

「すまない、待たせたかね」

　俺と男は同時に応えながら、流れで教会へと足を踏み入れてた。

　………………………………まさか、いや、確実に、つまり、そう、この男は。

「ルーシュ神父様、こちらの方はどなたですか？」

　ソロが俺に尋ねてくる。

「おや。きみは僕と同じ名なのかね？」

　男も俺に尋ねてくる。

　聖女オスカの像の前まで来て立ち止まる。口の中が急激に渇いてきた。声が出ない。俺は逃げるべきだったのではないのか。

　黙ったままの俺に男は首を傾かしげつつ、ソロへと向き直った。

「きみはスペルエストの同志だね」

「はい、ぼくはソロと申しますが……」

「これからよろしく」

「失礼ですが、どちらさまですか？」

　それを聞いてしまうのか、ソロ。

　俺は思わず、じり、と、一歩後ずさった。

「僕は、ルーシュだよ。今度カミゴに配属されることになった司祭だ」

　言ったああああああああああああああああああああああああああああああああ！

　とうとう！　とうとう本物が現れてしまったではないか！

「やだなあ、なにをおっしゃってるんですか？」

　冗談だと思ったのか、ソロが朗らかに笑った。

「おや、なにがだね？」

「からかわないでくださいよ。ルーシュ神父様はとうにお着きになっていらっしゃるじゃないですか」

「どういうことだね」

「ここにいらっしゃるでしょう？」

　俺はとっさに持っている神父服で顔を隠した。悪あがきだ。

「ルーシュ神父様、なにしてるんですか？　ルーシュ神父様？　ルーシュ神父様！」

　連呼をするな！

　これまで幾度も危険な橋を渡ってきたが、今度ばかりは掛け値なしに絶体絶命、万事休すだ。

「……もしかして、きみは今まで僕になりすましていたのかね？　なにか事情が？」

　ところが、だ。

　本物のルーシュは自分の名を騙かたっていた俺を悪党だと糾弾せず、それどころか、こっそりと小声で話しかけるという配慮まで見せてきた。

「誰しも、自分とは違う人生に憧れることはあるからね。鬱屈を抱えているならなおさらね。僕だってそうだ。きみを責めることはできない」

　こ、この〈博愛〉めが！　本物ルーシュ、貴様ア！　名に恥じないやつだな！

　とはいえ、さすがに、実は俺は氷の魔王なのだ、ふははは！　とは告白できまい。

　…………よし。

　スペルエストのどこぞの教会関係者のふりをして、この場をやりすごすことにする。

　ルーシュに憧憬を抱いて、同一化して、ついあなたになり代わってしまったんです。

　これでいこう。

　俺はさり気なく、ふところから白い布を取り出す。この布ならどうにかしてくれると無意識のうちに思っていた。

　二度俺を救った実績を持つ、聖印が刺し繡しゆうされた布。

　スペルエストの教会関係者であると誇示できる代物。

「…………それは…………！」

　途端に、本物ルーシュの表情が険しくなった。俺からひったくるように奪った布を広げ、隅から隅まで検分しだした。特に刺し繡しゆう部分を熱心に見ている。

　おかしい。思っていた反応と違うぞ。

「……間違いない。これはドウゾウ司教の腰帯の一部だね。刺し繡しゆうの色が彼特有のものだ」

　誰だ、そいつは。

「きみ、これをどこで手に入れた？」

「どこでって……」

「ドウゾウ司教本人からしかありえないだろう？」

「あ、ああ」

「司教は元気だったかね？　……そうだ、氷の魔王が滅びたことについてなんて言っていた？」

「そ、そりゃあたいそう喜んで……」

　俺は言葉を止めた。かまをかけられているのかもしれない。

「いや、特になにも言ってなかった。そのときはちょっと世間話をした程度だ」

「へえ。『そのとき』は、かね。氷の魔王の死後にドウゾウ司教と世間話をした、と。そうかね」

　本物ルーシュは目をすがめた。

「ドウゾウ司教は七年前に亡なくなったのに？」

「…………なんだと？」

　気持ちいいくらいにハメられてしまった。

　俺が死んだのは三年前だ。つまり、今の会話で、俺が噓うそをついているのは決定的だと証明されたわけだ。

「一体きみは誰なんだね。これはをどこで手に入れたんだね。まさか墓を荒らしたのか？　ドウゾウ司教を冒ぼう瀆とくしてただで済むと思わないでもらいたい」

　本物ルーシュは嚙かみ付つかんばかりの勢いでまくしたてる。

〈博愛〉どこ行った？

　本物ルーシュのその怒りの熱で火傷やけどしそうだ。

　こうなってしまったら、布は拾っただけだ、と真実を告げても信じてくれそうにない。七年前に死んだ司教のものだというのなら、なぜあんなさびれた教会に落ちていたのかこっちが聞きたいくらいだというのに。

「お二方、なにか揉もめてますか？」

　ソロが不安げに上目遣いで俺を見る。

「ソロくん。この人の持っているこの布はドウゾウ司教のもので……」

「えっ、そうだったんですか？　ルーシュ神父様、ドウゾウ司教ってどんな方だったんです？」

「彼に聞いても無駄だがね。ドウゾウ司教の素晴らしさなどご存じない」

「まさかあ！　だって、ドウゾウ司教ですよ？」

「そうだね。戦士の国の王都の大聖堂でお勤めされていて、大変優秀な方だった。上層部へ媚こびることもなく、のらりくらりしているように見せかけて、いつでもまっすぐに理想を追っていた方だ。スペルエストの聖職者がドウゾウ司教について一言も語れないなどということはありえない」

「ルーシュ神父様はたいそう可愛かわいがられていたんですよね？」

「ああ、司教が生前可愛ってくれていたのはこの僕だがね。彼は一切無関係だ」

　微妙に嚙かみあわない会話。

　ソロは怪け訝げんな顔をして、本物ルーシュを見上げた。

　本物ルーシュはソロの肩を抱くと、俺を避けるようにして、自分のほうへと引き寄せた。

「ソロくん。彼は、ルーシュではない。僕の名を騙かたった偽にせ物ものだ」

　ああ────。俺は、逃避するように両目を閉じた、

　本物ルーシュが、容赦なく、真実を、告げてしまった。

　だが、そのとき────。

「はあ？　なにをおっしゃってるの？　そんなわけなくってよ」

　唐突に、マリイの声が響いた。

　司祭館と繫つながっている裏口から、教会の中へとつかつかと向かってくる。

　マリイだけではない。ナッツ、イキル、ザザも続く。

　おそらく、こちらでなにか揉もめていることに気付いて、駆けつけてきたのだ。

「あなたが本物だっておっしゃるの？　それなら証拠を出すべきじゃなくて？」

「僕は正式な委任状を持っている」

　本物ルーシュが取り出した委任状をマリイは凝視する。

「ふうん。確かにね。でも、これが偽にせ物ものじゃないっていう証拠はどこかしら？」

「……そんな疑われかたをされるとは思っていなかったがね」

　まったく理不尽すぎるよな、と心の中でつい同情した。

「だって、神父様が噓うそをついていたっておっしゃっるの？　なんのために？　この方はあたしを信じたのよ。みんなが噓うそつきって言っているあたしのことを、たった一人、信じてくれたのよ。そんな人が噓うそをつくはずがなくてよ！」

　ついているんだよなああああああああ[image: かんたんふ]

　本物ルーシュは、助けを求めるようにソロを見た。

「ソロくん、その、きみは、この人が『本物』だという確認はきちんとしたのかね？」

「か、確認って……、そ、そんな下品な真ま似ねをぼくがするわけないじゃないですか」

　ソロが本物ルーシュの手から逃れる。

　怒りからだろうか、ソロの顔が赤い。他者を疑わなかったのか？　と責められたも同然なわけで、侮辱と受け取ったのかもしれない。

「お兄さんは妄想家、なの？」

　ナッツが本物ルーシュに無邪気に問う。

「自分のことを神父様だと思い込んでしまっている、なの？　ナッツの名推理なの」

　そういうのは言い掛かりというのだ。

「……きみたちがそこまで言うのなら、僕に聞かせてもらいたいものだね。彼こそが本物だという証あかしはどこにあるのかね？」




「────ここに。存在している」




　イキルが答えた。両手を大きく広げている。だが、その手にはなにもない。

「………………なにが、どこに、かね？」

「わたしたちが証拠。保証する。彼が〈博愛〉のルーシュ神父さまであることを」

　全員が大きくうなずき、俺を庇かばうようにして、本物ルーシュに対して壁を作った。俺が魔王であることを知っているザザでさえ、その一員に加わっている。

　き、貴様ら………………!!

　馬鹿かっ!?　とんだ節穴だなあ!?　俺が言えた義理ではないが、本物ルーシュが気の毒すぎるだろうが！

「なんだね、きみたちは。集団で洗脳をされて……？」

　気け圧おされたのか、本物ルーシュは一瞬、たじろいだ。だが、ザザの右手を見た途端に、再び顔色を変えた。

「……この子は〈無む形けい憑つき〉なのか？」

　ザザの体が強こわ張ばる。

「教会に住むなとでも言いたいの？　〈博愛〉が聞いてあきれてよ、偽にせ物ものさん」

「いや、そうではなく……、ただ、ドウゾウ司教が亡なくなったのは殺害されたからで、犯人は〈無む形けい憑つき〉で……」

「その〈無む形けい憑つき〉は死んだとぼくは聞いています」

「そんなことは僕だって知っている。別にその子の関与を疑っているわけではないがね。ただ、ドウゾウ司教の腰布を持って、僕になりすましていた人物のそばにいるとなると、不安にもなる。ドウゾウ司教にそうしたように、魔術を使って、誰かに危害を与える気じゃないか、と」

　なんら整合性のない馬鹿げた主張。

　本物ルーシュは今、混乱している。

　きっと彼の博愛精神は生まれついてのものではないのだ。

　知性と経験から歯を食いしばって身につけたものなのだろう。

　要は、それを度忘れするほど、本物ルーシュにとってドウゾウ司教は大事な人物で、俺は、この博愛の男から憎ぞう悪おを向けられるに足る存在である、ということになる。

「……偽にせ物ものくん。きみはなにを企たくらんでいるんだね！」

　俺に近付くために、強引に壁を突破しようとした本物ルーシュは、あっさりとイキルに阻はばまれた。

「神父さまに乱暴をするのなら容赦しない」

「だから！　ルーシュは僕だ！　きみたち、目を覚まさないかね！」

　必死に訴えれば訴えるほど、信しん憑ぴよう性がなくなっていく。

「だったらちゃんと証拠を持ってらしてよ」

　どうしろというんだ、貴様が委任状すら否定したんだぞ!?

　本物ルーシュは、俺の脳内の叫びのようなことを口にはしなかった。

　何度も深く息を吸って、吐いただけだった。怒りを必死に飼い慣らしている。

「……偽にせ物ものくん。きみは、本来の僕の到着予定の頃から、僕のふりをして過ごしていたのかね？　二十数日。それならば、その期間、手抜かりがないなどありえない。なにかひとつくらい証拠となるものがあるはずじゃないかね」

　本物ルーシュの信念の宿った瞳が、まっすぐに俺を射抜いた。

　圧倒的に不利なこの八方塞がりの状況を本気で突破する気らしい。……いや、当たり前か。なぜって、本物だ。冤えん罪ざいにかけられているんだ、こいつは。

「動かぬ証拠を突きつけてやる。それまでせいぜい僕になりすましていてくれるかね。神も、ドウゾウ司教も、僕を見捨てやしない。──────永久とこしえにスペルエストの安らぎを」

　足音高く、本物ルーシュは教会を出て行った。

　祈りの言葉がまるで呪いのようだった。

　方法は見当もつかないが、しかし、必ずややり遂げるであろう強い意思を感じた。

　……これは……、逃げたほうがいいのでは……？

「あんなにルーシュ神父様に屁へ理り屈くつを言って、一体なにが目的なんでしょうねえ」

「やっぱり、思い込みの激しい人、なの」

「もしかしたら、お祭りをめちゃくちゃにしようとしているんじゃなくて？」

　子供たちは好き勝手な推測で意見交換をし始めている。

「……どうであれ、神父様が危ない。あの様子では襲撃の可能性もある」

　イキルが物騒なことを言い出す。子供たちの顔に鋭く緊張が走った。

「大変です。ぼくたちでルーシュ神父様をお守りしましょう！」

「絶対ひとりにさせないのよ」

「朝も、昼も、夜も、あたしたちがずうっと一緒よ、心強いんじゃなくて？」

　むしろ逆だ。つまり、本物ルーシュが再び俺の前に現れて、俺を偽にせ物ものだと証明するまでの間、自由がないということになる。

　ザザからだけではなく、これからは常に誰かに見張られているのだ。

　……つまり、この村から、逃げられないのでは？

「か、感謝する、ぞ……」

　心にもない礼を言って取り繕うが、俺の笑顔はひきつりまくっていた。




　その日の深夜。

　星が瞬まばたく中、司祭館を抜け出した。

　大部屋もソロも、皆、ぐっすりだった。夢の中からはさすがに追いかけてはこれまい。

　脱走を図るのならこの時間しかないわけだ。しかし、この時間ではイヤーカフを探すのが難しい。どうしたものか……。

「眠れない？」

「ヒィ！」

　気付いたら、真後ろにイキルが立っていて、俺は飛び上がる。

　貴様、俺が外に出る気配で起きたということか!?　ではこの時間さえ自由にはならないということではないか……！

「そ、そうだ、眠れない。ちょっと外の空気でも吸おうと思ってだな」

「つきあう。散歩」

　とっさにごまかした噓うそのせいで、イキルと二人、並んで星空の下を歩くことになった。

「神父さま。偽にせ物ものに襲われるのは、怖い？」

　無言だったイキルが、ふいに、尋ねてきた。

「ま、まあな。そりゃあ、怖いな」

「わたしも怖い」

「…………うん？」

　なにか話題が飛んだ気がした。イキルが今さら襲撃などを恐れるだろうか。

「……神父さま。わたしは、ひとりじゃないということは、少し、しんどい、と思っていた」

　そして実際、イキルは急によくわからない話を始めた。

「誰かといるということは、その人がいなくなるかもしれないという不安があって、自分が傷つくこともあって、自分の感情に、自分が振り回される、とても、面倒くさいことだ、と。だけど。……誰かといると、これはあの子が好きな花、これはあの子が好きな歌、そうやって、今まで気にも留とめなかったものに、よく気付くようになる。逆に、誰かは、私にとっては当たり前の、いろんな国への旅の話を楽しそうに聞く。私は、自分がなにかを持っていることに、気付く。……世界がふんわりと開かれていく」

「……ああ」

「だから、わたしは、ひとつ、気付いたことがある。神父さま。わたしは過去になにもしてこなかったから死に対してなにも感じないのかと思っていた。……それは違った」

　イキルは続ける。

「わたしにないのは未来だった。先のことを考えたことがなかった。期待することがなにもなかった。でも、今はある。未来への期待を、持っている。想像してしまう。この人生の『続き』を」

　俺が呪いをかけなかったらあったはずのそれ。

「……今までは自分の人生の終わりまでのことだけしか頭の中にはなかった。けれど、今は、誰かが、──子供たちや、神父さまが生きていく世の中がよりよいものであってほしいと考える。未来に思いを馳はせる。未来に一緒に行きたいと考える」

「そう、か」

「……こんなことなら、字を覚えておけばよかった。なにか、残せるかもしれない。こうやって、欲望も、出てくる。わたしは、名前と、たった一つの単語しか書けないから」

「なんの単語だ？」

　イキルは宙に字を書いた。

　バカ、と。

　……いや、もっといい言葉が出てくるかと思ったぞ、貴様。

「なんでそれは知っているんだ？」

「王都で教わった。演習で私に負けた相手が、お前を称たたえる言葉だと、お前にふさわしい言葉だと、何度も何度も書くよう強要してきたから。読みかたや、意味は、教えてくれなかった。聞いておけばよかった。後悔している」

　嫌がらせだぞ、それ！

「そ、それは、なんというか、敬愛の情というか、感謝の念というか、尊敬の意というか、とにかく複雑な好意を伝える言葉だ」

「好きということ？」

「い、いろいろひっくるめて大筋ではそうだな。きっとそいつは恥ずかしがり屋なんだろう」

　真実を言うのが忍びなくて、とっさにうすらぼんやりとした噓うそをついてしまった。

「神父さまは、物知り。わたしに、もっと、字を、教えてほしい」

「……ああ、いいぞ」

　俺はまた守る気のない約束をする。

「楽しみ。楽しみが、増えていく。………………だからこそ、怖い」

「うん？」

　話が戻った。




「神父さま。わたしは、死ぬのが怖い」




　思わず足を止めた。数歩先に進んだイキルが振り返る。

「とても怖い」

　顔は伏せられていてよく見えない。

　────素晴らしい！

　これは俺の望んでいたことだ。

『絶望して死ね』。その目的が達成したということだ。

　快哉を叫ぶところだ。諸もろ手てをあげて喜ぶところだ。だというのに、なぜだろう、とてもそんな気分にはならない。

　黙りこくった俺の隣にイキルが戻ってくる。なにを思ったのか、耳に、ふうう、と息を吹きかけられた。

「な、なにをっ」

「そんな顔をさせたかったわけではない」

「どんな顔をしている」

「笑ってほしい」

「……赤ん坊相手の技だぞ、それは」

　よしんば大人にやるとしても、必要なのは俺ではない。

　────イキルの目が少し潤んでいることに気付いてしまった。

「怖いのは神父さま一人ではない。……と言いたかった」

　俺は、お前が死ぬことになる原因を作った張本人なんだぞ。

　思わず、真実を告げそうになった。

　だが、そんなことができるはずもなく、そのあとはお互い黙ったままだった。

　司祭館に戻って、一言だけ、就寝の挨拶をした。

「おやすみなさい、神父さま。また明日」

「……ああ、おやすみ。また明日」

　何食わぬ顔で返しながら、イキルの明日はもうすぐなくなるんだな、とぼんやりと思った。

　俺の呪いのせいで。蘇生術でさえ無効にする呪い。永遠の死。

　心臓が痛い。なぜだろう、なにひとつ握りつぶされてやしないのに。








◆四章









　目を覚ますとそこにあるのは年に一度の聖女オスカの祭りだ。




　監視────もとい、俺を見守る子供たちやイキルの目を潜くぐり抜ぬけることができないまま五日経たち、祭りの日を迎えてしまった。

　村は、家々や広場、いたるところが常緑樹の枝や美しい花で飾り付けられている。

　観光者、聖女オスカの熱心な信者、楽団、中央広場に立つ市目当ての商人。さまざまな人々が押し寄せている。

　軽快な音楽に、手拍子し足を踏み鳴らして踊っているもの。

　竜と聖女オスカの戦いを再現した寸劇に、指笛を吹き、鳴子を振り鳴らし、はやし立てるもの。

　領主によるふるまい酒に、杯を掲げて幾度も乾杯するもの。

　泥でい酔すいして、互いに肩をくんで、てんで調子っぱずれな歌を歌っているもの。

　小さなカミゴの村は熱気ではちきれんばかりになっていた。

「何事もなくこの日を迎えられて本当によかったです。ぼく、心待ちにしていたんですから。ルーシュ神父様の〈博愛〉の説教と『妖精の歌声』の歌を聞ける日が来ることを。ああ、胸がいっぱいでどうにかなってしまいそうです」

　用意された祭事用の服──なんだかやたらに装飾が多い──に着替えて部屋から出ると、俺の姿に、ソロが頰を上気させて言う。

　中央広場で、俺は今日ソロの言ったことを披露しなくてはならない。

　今すぐこの司祭館の窓から飛び出して逃げてしまいたいが、外ではイキルが見張っているのでそんな不審な真ま似ねはできない。

　ソロは念入りに俺の服を整えている。身づくろいをチェックするためだけに廊下に呼ばれたのだ。つまり、広場に向かうまで、まだ時間はあるのだ。

　なんとか逃亡経路を見つけようとする俺の思考を遮るように、わざと足音を立てて誰かが近付いてくる。

「これはこれは、かいがいしい。目上のものに媚こびるのが上手うまいようだな、ソロ？」

　短髪で三白眼の大男。

　勝手に上がりこんでこちらを睥へい睨げいしているのは、ソロの嫌味ったらしい兄、ミカレだった。

　ほんの一瞬前まで楽しそうだったソロの表情が一気に硬くなる。

「…………なんの用だ」

「おや、〈博愛〉の神父様。そんなに怖い顔をしないでください。ごあいさつに伺っただけですよ」

「やあやあ、お初にお目にかかるね」

　ミカレの後ろからひらひらと手を振って現れたのはずいぶんと人がよさそうな男だった。

　声が柔かく、物腰穏やか、さらに純朴そうなそばかす顔に、人ひと懐なつこそうな笑顔とくる。全身が安心感で出来ているような男だ。

「領主様！」

「領主様……？」

　俺はソロの言葉をそのまま繰り返し、男をまじまじと見る。

　────確か、ランキイロ伯爵、だったか。

　以前ミカレが誇っていた、心優しき領主とやらだ。

　ソロは俺と領主をそれぞれに紹介し、俺が村に来てからの話をかいつまんで領主に話して聞かせた。

「うんうん。ここに来るまでに、村のみんなからも神父様の活躍をたっくさん聞いたんだよ。素晴らしいね！」

　領主は俺に向き直って両手で握手を求めてきた。

「……別に、たいしたことはしていない」

「おいっ！　伯爵のお言葉を無下にするのは感心しな────」

　素っ気ない対応に、当人ではなくミカレが怒り出す。そのミカレが、かくん、と突然体勢を崩した。領主がミカレのひざ裏をつま先で軽く叩たたいたのだ。

「いいってば、ミカレ。変に気を遣われるほうが疲れちゃうからね」

「しかしっ！」

「落ち着きなって。お前の気持ちは嬉うれしいんだからね、ありがたく受け取っとくよ」

「はっ。もったいないお言葉です！」

　ミカレはあっさりと引き下がった。

　ミカレのような高慢な男が忠誠を誓っているあたり、この領主は見た目ほど凡庸ではないのかもしれない。油断はしないほうがいいだろう。

「ここ数年、つらいことが多くあったけど、このお祭りを節目にして、みんなで次に進んでいけるといいよね」

　領主の瞳は慈愛に満ちている。

「そのためにも、今日はよろしく頼んだよ、神父様。あなたの任期は決まってないんだったっけ。でも、なんだか、神父様とは長い付き合いになりそうな予感がしているよ。僕の勘はよく当たるんだ」

　噓うそつけ、外れてるぞ。

　だが、俺が魔王でなかったら、ころっといっていただろう。領主は、あなたこそ僕の特別だと勘違いさせる能力を持っている。地味な顔をして、天性の人たらしだ。

「『妖精の歌声』、とっても楽しみにしているからね。それじゃあ、そろそろ失礼するね」

「…………伯爵の期待を裏切ったらただじゃすまないからな」

　去っていく領主の目を盗んで、ミカレが俺にすごむ。

「なにしてんの、ミカレ～？　置いていくよ」

「はっ！　申し訳ありません！」

　二人の背中を見つめながら、俺は祭りに参加しなくてもすむ火急の用件をなんとか絞りだそうとしていた。




　追いつめられているときに、いい考えが浮かんだためしはない。

「そろそろ広場に向かいましょうか」

　教会へ祈りに来る人々の相手をしていたソロが、俺を迎えにくる。

「安心して。あたしたちが広場までちゃんと送り届けてさしあげるわ！」

「『妖精の歌声』は誰にも奪わせないのよ」

　マリイとナッツが護衛を気取って俺の両脇につく。

　司祭館を一歩出る。外には、雑然としたざわめきが広がっている。俺が出てきたことに気付いた一部のものが、歓声を上げた。

　………………押し寄せる期待に、だらだらと背中を流れる汗が引かない。

　俺は────、突然、げほげほと激しく咳せきこんでみせた。

「わっ！　ルーシュ神父様、どうしたんですか、大丈夫ですか？」

「いや、おかしいな……」俺は声を意図的に掠かすれさせる。「急にちょっと喉の調子が、ああぁあぁああん！」

　やたらになまめかしい声を出してしまった。

　誰かが俺の背中を、つつう、と指先一本で撫なで上あげたのだ。

「なっ、なにをする!?」

「悪いものが出て行くよう。おまじないしている」

　振り向くとイキルが人差し指をくいくいと動かしていた。イキルの隣ではザザが落ち着かなげに俺を見上げている。

「あら、効いたんじゃない!?」

「なかなかの高音だったなの！」

「お、おい、貴様ら……！」

　姉妹がはしゃいで俺の手を片方ずつ引っ張って駆け出す。

　はからずも自ら喉に問題がないことを証明してしまった。

　本物ルーシュはなにをしているのだ!?　いや、目の前に現れたらそれはそれで困るのだが、俺自身が歌声を披露することになってもやっぱり困る。

　そうでなくともどこから来たとも知れぬ大勢の前に姿を晒さらすのは危険だ。

　偽にせ物ものだとばれるだけならまだしも、俺が〈無む形けい憑つき〉であると、さらになにかの間違いで魔王であると知られたら目も当てられない。

　今も最悪ではあるが、それ以上の、絶望の事態に備えておく必要があるだろう。

「……少し、寄り道をしてもいいか？」

　俺は誰にともなく尋ねた。




　中央広場には人がひしめいていた。

　長き樹齢を誇る大木の下には、三段の階段付きの高い架台がある。二、三人が立てる程度の広さだ。

　普段は集会の議長が立つ場として利用されているものだ。

　想像だが、処刑をするとしてもここが使われるだろう。見せしめのために腸を引きずり出すだとか、そういうときに。

　まさかその場に神父として立つとは夢にも思っていなかったが。

　前座としてのソロの説教が人々の期待を煽あおる。

　ソロと入れ替わりで俺は一段一段ゆっくりと階段をあがる。

　高いところから人々の顔を見渡す。軽く手を挙げると、あちこちから歓声があがる。

「なんだか今日の神父様、お肌がすごくきれいじゃない？」「あたしも思った！」と、めざとい娘らが騒いでいる。

　俺が自分の唇に人差し指を押し当てると、一斉に静まり返る。市の取引のやりとりすら止やんでいる。

　さあ、聞かせてくれ。『妖精の歌声』を聞かせてくれ。

　この場に集まった全員の欲望がぱんぱんにうずまいている。

　しかし俺は黙っている。様子がおかしいと思わせるには十分なほどの長い間、黙りこくっている。

　あたりがざわざわとしだした。

　子供たちやイキルも架台の階段のそばで、どうしたのかと視線を送ってくる。

　ふ、と俺は笑った。

　実はなにも考えてないんだよなあああああああああああああああ[image: かんたんふ]

　窮地に陥ったときには、大抵、ニココがなんとかしてくれた。

　だが、今回は駆けつけてくれる気配もない。

　いっそ、仮病を使って、貧血で倒れたふりでもしてやろうか────。

　と、そこへ。




「ちょっと待たないかね！」




　遠くから響き渡るのは、豊かな声量の制止の声。

　ざっと人並みが左右に割れた先。

　正面に立っていたのは──────────本物のルーシュだった。

〈博愛〉からほど遠く、瞳は炯けい々けいとしていた。獲物を狙う獣のような目だ。

「ご要望通り、証拠を用意してきたよ」

　僕が歌おう、と、本物の『妖精の歌声』でねじ伏せられるのかと思ったが、違った。

　本物ルーシュは、傍かたわらに男を連れていた。

　どこかで見覚えがある男だった。

　記憶を辿たどって、思い当たる。俺がこの村に着いて早々にぶち込まれた牢ろうにいた男だ。

　俺が、不可抗力で、全裸で、押し倒した相手。

　こいつは、あのとき、俺の股間に目をやっていた。

　俺の股間とは、〈無む形けい憑つき〉の紋のある場所で、つまり、紋を見られていたのか。

　牢ろうの男によって、俺の股間に紋があると証言されたら、当然、確認する流れになるだろう。

　本物のルーシュは〈無む形けい憑つき〉ではない。

　あるはずのない紋を持つ俺は偽にせ物ものだ、と証明されてしまう。

　まさか、すべてをひっくり返す重要な駒を本当に見つけ出して連れてくるとは、本物ルーシュの執念たるや。俺がこの立場でなかったら拍手のひとつでもくれてやるところだ。

「────みなさん！　そのルーシュ神父は偽にせ物ものだ。本物は僕なんだ」

　人々がどよめく。

　だが、まだ多くのものが、なにかの余興かと面白がっている。

　子供たちやイキルは、俺を守るためだろう、架台の左右に回り込んだ。

「偽にせ物ものくん！　どんなに取り繕ってもきみの股間までは噓うそをつけなかった、ということかね？」

　股間？　といういぶかしげな空気があたりを包んだ。が、すぐに「そりゃソコは噓うそつけねえよな！」と調子のいい下品な野次が飛び、男たちがどっと沸く。

　本物ルーシュはかまわずに続ける。

「きみがいかに不誠実な偽にせ物ものかはこの彼が証言してくれる。……なんだね一体、なにがおかしいのかね？」

　確かに、俺は笑っていた。

　追いつめられておかしくなったわけではない。

　自分が一枚上手だったことに、嬉うれしくなってしまったのだ。

　今の俺なら、ありもしない身の潔白を証明できるのだから。

「貴様は俺のこの股間に、俺がルーシュではない証拠がある、というんだな？」

「ああ、そうだね」

「それなら、遠慮するな、見せてやろうか？」

　本物ルーシュは、虚をつかれたような顔をした。そりゃそうだろう。

　ニココがこの場にいれば俺をたしなめるであろう場面だ。

　────魔王様、すぐ調子に乗る癖と、熱くなると周りが見えなくなる癖が出ていますよ、それと、露出狂の癖もです。自分がなにをしようとしているのか、わかってらっしゃいますか？────

　もちろんだ、わかっている。……いや、露出狂じゃないけどな。

　俺はここに来る前の『寄り道』を脳裏に巡らせた。

　どこへ寄ったのか？　水車小屋──────ファブのところだ。

　俺は、【擬態】を好きに使える約束をしている。

　だが、〈無む形けい憑つき〉であるということは明かせない。

　だから、全身の皮膚の色をくすみひとつない肌にしてくれと頼んだ。

　今日は祭りだ、傷のない体で神への歌を捧ささげたいんだ、だのなんだのファブを言いくるめて、体中に魔術をかけてもらった。

　お肌がきれい、と俺を評するものがいたのはそういうことだ。

　──────要するに。

　俺の股間には、今、〈無む形けい憑つき〉の印は、ない。

「ふはははは！　よく見ておけ！　ほかのものは皆、顔を伏せていろ！」

　神父服のローブの裾から、脱いだ木綿の下した穿ばきを引っ張り出しつつ、本物ルーシュ以外の人間に注意を促す。

　だが、誰も従わない。子供の目はきちんと両手でふさいで隠しているのに、こちらに釘くぎづけになっている親さえいる。

「ふ、伏せろと言っている！　別に見たくないだろうが!?」

　俺の叫びにも、「不思議な展開のお芝居ですね！」「一部始終を見守ります！」、「気にしないでください！」、「祭りですし！」などとあちこちから野次が飛び、指笛が高らかに鳴る始末だ。

「ええい、いいから黙って伏せろお！」

　ひとしきりぶうぶう言ったあと、人々は俺の言うとおりにした（観客をも巻き込んだ、芝居の演出の一貫だと思われたのかもしれない）。

　本物ルーシュだけが、まっすぐに俺を見ている。

「……さあ、貴様ア！　その目に焼き付けるがいい！」

　俺はローブの裾を堂々とめくり上げた。

　大木の葉の隙間から無数の矢のように差し込んだ光が、俺の体をまばゆく浮かび上がらせる。

　ルーシュはまぶしさに目をすがめて。

　直後、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　その瞳に映っているのは、〈正常人〉となにひとつ変わることのない俺の股間だ。

　今、この瞬間、ルーシュは、牢ろうの男のデマ──まあ、それこそが真実なんだが──に踊らされた哀れな男に墜おちたわけだ。

　長きに渡る沈黙。そして。

「………………なぜそこまで自信満々なんだね？　やっぱりきみは偽にせ物ものじゃないか」

　本物ルーシュは困惑しながら言った。

「な、なんだと!?」

　俺は慌てて股間をのぞきこむ。ファブの術はまだ効いている。

　何度見ても、〈無む形けい憑つき〉の印は、どこにもない。




「なんだ!?　なんでルーシュ神父様なのに、…………あるんだ!?」




　指の隙間から覗のぞき見みをしていていた男が叫ぶ。

　なにを言っている、どこにも印はないだろうが!?

「おかしいわ！　あんな立派なものが神父様にあるはずがないもの！」

　今度は女の声だ。

　……………………褒め、られているのか？　褒め言葉か、そもそも？

　どう見ても賞賛の反応ではない。人々は次々に顔を上げ、驚きよう愕がくし、中にはひそひそとなにか耳打ちしあっているものもいる。

「単に露出趣味なのかね？　それとも、反省して、大々的に自首をしたのかね？」

　本物のルーシュが眉間に皺しわを寄せている。

「なっ、なにをどうしたらこれが偽にせ物ものだという証明になる!?」

「……偽にせ物ものくん。きみ、まさか僕の声が『妖精の歌声』と称されている理由を知らなかったのかね？」

　本物ルーシュが、一歩、また一歩と俺に近づいてくる。

　俺は、股間を晒さらし、固まったまま動くことができない。

「僕の幼い頃の歌声はたいそう美しい高音で清廉潔白、まさに妖精と呼ぶにふさわしいものだった。物心ついたころから過ごしていた教皇直属の修道院で評判になって、叙勲を受けて、聖職者として中央大聖堂へ引き抜かれるくらいにはね」

「なにを自画自賛して……？」

「その際に、その歌声を持続せんがために、僕は、去勢手術を受けさせられているんだ」

「なんだと……？」

「──────僕にはね、なにもかも、ないんだよ」

「なっ──────!?」

　俺は雷に打たれたかのごとく衝撃を受けた。

　つまり、俺は、今、わざわざ誇示してしまったというのか。

　ルーシュではないという最大の特徴を。

　最初から、〈無む形けい憑つき〉の紋など俎そ上じように乗せるに値しなかった。

　紋がなかろうが、生殖器が存在している時点で、負けだったのだ。

「だっ、だが、貴様の声は今、高くなどないではないか……！」

「ヤブ医者だったのかね。それとも別の要因なのかね。失敗に終わったことがのちのち判明してね。少年時代の終わりごろには普通に声変わりをしてしまったんだ。去勢損だね。だが、皮肉なことに、この低音の歌声も魅力的だと人々は褒めそやし、『妖精の歌声』という呼び名はそのまま定着した」

　よくよく考えてみれば。

　本物ルーシュが連れてきた牢ろうの男に証言させようとしていたのは、俺に生殖器があるという、ただそれだけのことだったのだろう。

　誰も〈無む形けい憑つき〉のことなど一言も口に出していない。

　そうだ。俺の股間からニココの手袋が外れたあの一瞬の隙に、牢ろうの男が紋など見ている余裕はなかったはずだ。男が確認できたのは、きっと生殖器の存在だけなのだ。

　……それどころか初しよっ端ぱなから、そもそもが手袋を局部に装着していたこと自体、失敗ではないか？　神父の去勢という情報と、局部隠秘状態は矛盾する。

「──うっ、うわあ、そ、そうか！　おかしいじゃないか！　くそ、自分がもっと早く気づいていれば……！」

　群衆の中の悔やむ声は、この村に来て早々ぶちこまれた牢ろうの牢ろう番ばんのものだろうか。

　ああ、奇跡的な間抜けたちのおかげでせっかくここまで逃げ切れてきたのに、なんてことはない、一番の間抜けは俺だったわけだ。

　がくりとうなだれたいのに、動揺しすぎて微動だにできない。

　それは、俺が偽にせ物ものだと突きつけられたイキルや子供たちも同じようで、さきほどからぴくりとも動いていない。

「……偽にせ物ものくん。本当に、まったく気付かなかったのかね？　僕のふりをしていたのなら違和感を覚えたことの一度や二度あったろう？」

「そんなこと……」

　──────あった。

　直接にしろ、間接にしろあったのだ。

　思い返せば、ずいぶん初手から周囲がそのことをほのめかしていたではないか。

　あるときは気遣いというかたちで、またあるときは揶や揄ゆというかたちで。

　ソロが俺をほかのものと一緒の風ふ呂ろに案内することをためらっていたのもそう。

　ミカレが俺を弟にいたずらすることがない安全な男として扱っていたこともそう。

　ああ、ああ、模擬結婚式のときに『妖精の歌声』は〝気の毒〟だと催淫効果のある花を渡してきた村人さえいたではないか！

　ほかにも、ちらほらと思い当たることがある。

「……ねえ、大胆不敵に僕になりすましていた偽にせ物ものくん？」

　本物ルーシュが、注意を促すよう、とん、と、音を立てて足を止めた。

「一体きみは、なにものなんだね」




「まおうさま、ふっかつ、よっ、まってました────────！」




　まるで本物ルーシュの問いかけに応えるようなテンポで、誰かが声を張り上げた。

　酒場で一発芸を披露するものに浴びせられるような台詞せりふ。

　少々場違いなそれは、リーから発せられたものだった。

　酒場で学んだ、リーの覚えたての言語だ。

　視線を巡らせれば、聴衆の中から人波をかき分けてこちらに向かってくるリーの姿が確認できた。

　そうだ。俺はリーに口から出まかせでこう言ったのだ。

　────魔王の正体を現すときにはそれとわかる合図をする、と。

　俺は股間を大っぴらに見せつけた。本来は〈無む形けい憑つき〉の印のある股間を、だ。

　これを合図だと受け取ったリーを誰が責められよう。

「おっ、おい、見ろよ！　あいつ、〈無む形けい憑つき〉だぞ！」

　そのうえ、最悪のタイミングで、ファブの魔術が切れた。

　いまだ晒さらしていた俺の股間に、隠れていた〈無む形けい憑つき〉の印が浮かび上がっている。

　慌てて服の裾をおろしても、もう遅い。

「神父様偽にせ物ものなの？」「ねえ、魔王って？」「復活ってなんだ？」

　混乱はとどまることを知らず、もはや収拾がつかない。




「………………………………氷の、魔王？」




　ぽつり、と。

　よりにもよってそのつぶやきは、騒ぎの中、ふいに訪れた静寂に響いた。

　俺の顔を、正しくは顔の下半分を見ながらつぶいやいたのは、誰あろう、イキルだった。

　三年前の自分が殺した、兜かぶとの面頰が破壊された氷の魔王の口元。

　今、目の前にいる俺。

　頭の中に浮かべた二枚の絵。ここにいたってようやくそれらがぴたりと重なって一致したのだろう。

「氷の魔王って言ったか!?」「なにっ、氷の魔王なの!?」「滅ぼされたんじゃなかったのか……!?　うわああっ！」

　混こん沌とんを極める広場の中、悲鳴が響きわたる。

　甲高いさや走りの音がしたからだ。ミカレだ。ミカレがすらりと剣を抜いたのだ。

　周囲の人々は慌てて飛とび退のいて場所をあけている。

「氷の魔王なんてものが蘇よみがえっていたとはな！　祭りの日を狙って〈正常人〉を皆殺しにでもしようという算段か？」

　架台がある方向へ、ミカレは剣を構えて突きつけた。刀身がぎらりと輝く。

「────そしてお前は氷の魔王の仲間ってわけだ！」

　そのままミカレは、ひゅっ！　と剣を唸うならせた。切っ先が、ミカレの近くにいたリーの鼻先を掠かすめる。

　リーは場違いなほど愉快そうに笑っている。

「伯爵！　ここは私に任せてお逃げください！」

　ミカレは背にかばっている領主に声をかけるが、当の領主はただただ静観している。余裕の表れと取るべきか、危機感の欠如と取るべきか。

「ちょ、ちょっと皆さん、待ってください、あの、一旦落ち着いてくださ……」

「ソロ、お前、かばいだてするつもりか!?　お前たち教会のものは全員魔王に魂を売ったとでも言うのか!?」

　弱々しくも場をおさめようとするソロに対して、ミカレがかっと言い放つ。

　その兄の剣幕に、反射的にソロが口をつぐむ。

　おい、貴様は単に兄に萎縮したんだろうが、その反応ではまるでミカレの言葉が真実のようではないか。

　現に、人々からの白い目が子供たちとイキルに向けられ始めている。

「……ふ、ふははははっ！　スペルエストの間抜けどもが。すっかり俺に騙だまされたようだな！」

　俺は祭事用のローブの袖飾りや襟飾りを乱暴にむしりとって、打ち捨てる。

「貴様らが馬鹿で助かった！　この氷の魔王に利用されているとも知らずにな！」

　なぜだろう、周囲が見渡せない。

　イキルや子供たちがどんな顔をしているのか、目に入れたくない。

「────リー！　頼む！」

　俺は天を指さす。

「はい！」

　リーは、ミカレに突きつけられた刃に、勢いよく掌てのひらを滑らせた。

「魔王の仲間！　お前、なにを……、うわああああっ！」

　ミカレが叫ぶ。

　リーが掌てのひらから血を噴き出させたかと思えば、次には、そのリー自身の体が宙に浮かんでいたからだ。血が糸のように空中を舞う中、リーは俺のところまで一瞬で跳んできて、俺を抱き抱えた。

　そして、高く飛んだ。

　どこまでも高く。村が見えなくなるほど高く。

【飛行】。リーの魔術だ。

「魔王様、このあとはどうするんですか。まずはどこを目指しますか？」

　浮遊しながらリーが問いかけてくる。

　それは目的地の話か？　……人生の方向性の話か？

　どちらにせよ、その答えは俺が教えを乞いたいくらいだ。

　空へと上昇している途中、ちらりと視界に入ってしまったイキルと子供たちのことを思い浮かべた。

　絶望と当惑をないまぜにした表情。傷付いた目。

　それらが鋭い棘とげになって、胸に突き刺さっている。

「────あのう、魔王様？　そろそろお決まりですか？　もちろん、なにかお考えがあるんですよね？　できれば早めに指示していただけると、俺、もう、限か……」

「えっ、あ、おっ、おおおっ？」

　気づいたときには遅かった。

　リーは復ふく讐しゆうへと逸はやる心が抑えられないから急せかしているわけではなかった。

　単純に魔術の効果がなくなるのを危惧していたのだ。

　あっという間に、頭は下に、足が上に。

「うおおおおおおおおおお!?」

「魔王様ああああああああ！」

　リーのたくましい胸に抱きすくめられたまま、地上まで真っ逆様、心中一直線だ！




　　　　◆◇◆◇◆




　もしあとから聞く機会があったのなら、子供たちはカミゴの村がこのときどんなに混迷を極めていたかを代わる代わる口々に説明してくれるだろう。

　イキルと子供たち、五人は司祭館に戻っていた。

　魔王の逃亡先、襲撃の作戦、あるいはほかの仲間について、なにか手がかりになるようなものが残されているかもしれない、それを探してほしい、とルーシュに──本物の、ルーシュにだ──言いつけられたのだ。

　外での騒ぎはいまだ収拾がつかないままだ。

　襲撃を恐れ、どこかへ逃げようとする人々。

　ぶつかりあい、突き飛ばされ、飛び交う罵声や泣き声。

　破壊され、踏みつけられていく祭りの飾りや市の露店。

　対照的に、司祭館の中は異様に静かだった。

　神父が偽にせ物ものだったこと。氷の魔王に騙だまされていたこと、裏切られたこと。

　誰もが、なにもかもを咀そ嚼しやくできていないのだ。

　手がかりを探せと言われても上の空で、皆、手が止まる。

　各部屋に別れて手分けしていたが、なんとなく、大部屋に集まってきてしまう。

「…………これ」

「えっ、なにかあったんですか？」

　イキルがルーシュの、いや、偽にせ物もののルーシュが使っていた神父の部屋のテーブルの引き出しから、皆に見覚えのあるものを引っ張りだしてきた。

　全員がイキルの掌てのひらに注目する。

　くたりとしおれている、茶色くなって、一見するとごみとしか認識できないそれは。

「花冠。模擬結婚式のときのもの。みんなが作ってくれたもの。なぜか、千切れているところがあった模様。でも、それも、補修したあとがある」

　子供たちは無言のまま視線を交わした。

「……わ、わざわざ大切に取っておいたとでもおっしゃりたいの？　捨てるのが面倒で放置しておいただけなんじゃなくて？　だって、神父様は氷の魔王だったのよ。おそろしいわ！　いなくなってくれてせいせいしませんこと？」

　そう言ったマリイの言葉はどこかそらぞらしかった。

　本人も自覚があるようで、すぐに悔しそうに唇を嚙かんだ。

「……自分に噓うそをつくのってこんなに疲れるものだったかしら。大丈夫なふりするのも、傷ついてないふりするのも、諦めたふりするのも、……とっても苦しい」

　独り言のようにマリイが言った。

「にせもの神父様も、……噓うそをついて苦しかったりした、なの？」

　ナッツが言う。

「それは、わからないですけど、……でも」

　ソロが一瞬言いよどみ、覚悟を決めたように続ける。

「氷の魔王は、本当に、ぼくたちを騙だまそうとしていたんでしょうか……」

　それは、全員の心の内にあった疑念だった。

　だが、この村に疫病を引き起こした〈無む形けい憑つき〉は、氷の魔王の仲間だったと村の大人たちがさかんに言っていた。

　氷の魔王は、いわば、この村で死んでいったものたちの共通の敵かたき。

　その彼の心情を汲くもうとするなど、それだけでも罪なのではないか？

　子供たちは押し黙ってしまった。

　めいめいが、イキルの持つ花冠をそっと撫なでることしかできなかった。

　──────と。

「待ってちょうだい。もしかしたら、これを作ったときと、同じことをしたんじゃなくて？」

　マリイが、ザザへと視線を送る。

「ザザが、あたしを突き飛ばした理由と同じ……」

「氷の魔王は、わたしたちを仲間だと思せないために、わざと裏切りを表明するようなことを言った、ということ？」

「そう、なの？」

「で、でも、氷の魔王なんですよね。なんのためにそんなこと……」

　誰かが罪深き善意の解釈を立てれば誰かが覆くつがえす。

　役割は持ち回りで、どの発言にも決定的な根拠がない。

「……真実は確かめようがないの」

　ナッツが言う。

「もし、ナッツたちのことを思いやったのだとしても、村人みんなの前でああいう態度を取ったの。きっと、ナッツたちとは二度と会うつもりはないの。……奇跡でも起きない限りない、……なの」

　ふいに、それまでうつむいてじっとしていたザザが、ぴくん、と反応した。突然、戸外へと飛び出していく。

「えっ!?　ちょっと、ザザさん、どこへ、──────────っ!?」

　ほかのものたちが、皆、ザザのあとを追う。

　表に出て、空を見上げた先に広がる光景に、全員、一様に絶句した。




　　　　◆◇◆◇◆




　カミゴの村からほど近い森の中。

　突如出現した、息が白濁するほどひんやりとした空間。

　何本もの大木に渡る巨大な蜘く蛛もの巣す状の氷。

　その一部にどこか陶然として手を添えている美しい女は────ニココだ。

　言うまでもなく。

　氷は俺が作り出したものだ。

　天から身投げで、あわやリーと心中となりかけたところで、俺は、自分が魔力を溜ためていたことをようやく思い出した。いや、溜ためていたどころの話ではない。

　落下していたあの瞬間、まさに元通り、充塡されていたのだ。

　代償のいらない魔力。他人に贈与できる魔力。

　それが復活したのだ。

　リーに魔力を分け与えて──つまり魔封じの氷を与えて──再び飛ひ翔しようさせようとしたものの、もはや俺と死ぬ覚悟を完了させていてなにを言っても届かなかった。

　だから、俺が自ら氷を張り、二人まとめて受け止めたのだ。

　それに気付いたニココがどこからか駆けつけてきた。

　リーは気を遣ったのか、少し離れたところでミカレの剣によって裂かれた掌てのひらの手当てをしているところだ。

　俺は適当な木に背を預けて地べたに座っている。

　というわけで、くしくも氷の森の生き残り魔王軍が揃そろってしまった。

「……なんだ、ぬるいな」

　ニココの冷えた両の掌てのひらが正面から俺の頰を包み込む。

　俺の体温は人一倍低く、寒さにも強い。本来こういうのは冷たさに飛び上がるところを楽しむものだろう。

　いたずらは失敗しているのに、ニココは、うふふ、と上機嫌に笑う。

「だって、嬉うれしくて。これで、なにもかも、元通りです」

　元通り。なにもかも。そうだ、そのはずだ。だが、俺は言葉でも態度でも是と示すことができなかった。

　ふいに、ニココの手が俺の心臓の真ん中に触れた。

「なんだ」

　答えがない。

「……なんだ？」

「魔王様、脈が速いですね」

「緊張してるんだろうな、お前が触るから」

「私相手にそんなことになるわけがないでしょう」

　そうだな、我ながら苦しい言い訳だった。

「……魔王様。もしかして、私になにか隠し事をしていませんか？」

　核心。

　だが、あの村で俺がどう過ごしていたかなど──神父のふりをしていたのは村人を襲撃するためでもなんでもなく、ただの成り行きで、そのうえ〈正常人〉や勇者と馴なれ合あっていた──正直に言えるはずがない。

　俺は保身をするべきだ。

　村のやつらは憎むべき〈正常人〉だ。どうなろうがかまわない。

　一方で、ニココは大事にすべき家族だ。傷つくところなど見たくない。

　隠し事などない。ないと言えばいい。

　それでニココとリーとともにカミゴの村へ攻めいり、すべてを氷漬けにすることになったとしてもなにも問題ない。

　ニココについた噓うそを、真実にしてしまえばいい。

　それだけだ。

　平穏だ。安泰だ。めでたし、めでたし、だ。

　だから、俺は。

「………………隠し事だらけだ」

　そう言っていた。

「噓うそなんだ。全部。なにもかも。すべて。……ニココ、俺はお前を騙だましていた」

　口を止めることができない。俺は洗いざらい白状した。

　最初に捕まったことも。イヤーカフを失なくしたことも。神父になって、村人たちの相談に乗ったことも。勇者や子供たちとともに過ごしたことも。疑似結婚式をしたことも。

　そして、それらに馴な染じんで、ほだされてすらいたことも。

　ニココはずっと笑みを絶やさず聞いていた。

　俺が話し終えても顔色ひとつ変えない。遠目にこちらを見ているリーのほうが顔を強こわばらせている。言葉は理解できないながらも、不穏な空気を感じ取ったのだろう。

「魔王様」

　ニココは俺の手を引いて立たせると、自らは両膝をついた。

「魔封じの氷をください」

「なんだと？」

「ひとつ、ご提案があります。そのために魔術を使いたいんです」

　つまり、ニココは魔力を分け与えろと言っている。そして、己の血液量ではまかなえないような大きな魔術を使いたいと言っている。

　ニココが本気を出せば、俺の息の根なぞすぐ止めることができるだろう。しかもニココからすれば今の俺は裏切りものだ。そうされてもしかたがない。

　だが、ニココが言うことは、いつだって、〝正しかった〟。

　長年の信頼が、あるいはひどいことはされないだろうという手前勝手な期待が、ある。

　ニココは目を閉じ、小さく口を開けた。

　きれいなピンク色で、ひどく柔らかそうで、濡ぬれていて、触れたら熱そうな口の中が、晒さらされている。

　あまりにも恭順で、逆に俺は一瞬、躊ちゆう躇ちよした。

　だが、すぐに手の中で球体の氷を作り出し、ニココに与えた。

「ん……」

　ニココが舌の上で氷を転がす。

「お優しい魔王様。〈正常人〉たちに感化されてしまったのですね。しかし、まさかお忘れではないでしょう。やつらが私たちになにをしたのかを」




　瞬間、あらゆる色彩が洪水のように流れてきたかと思うと、目の前の景色が変わった。








　旅人のがやがやとした話し声。

　ここは街道沿いの旅籠はたごの中だ。

　なぜわかるのかと言えば、これは俺の過去だからだ。ただし、まぼろしの。

　そう、過去が再演されている。鮮明なまぼろしを見せられている。

【幻惑】。ニココの魔術だ。

　悪夢も楽園も思いのままに見せることができる危険な力だ。精神的に追いつめることができる。幻覚で惑わせているうちに、対象の肉体を弄ぶこともできる。

　そして今、俺の前には氷の森に住む以前の過去のニココがいる。

　遠い、遠い昔。ニココの見た目は今と変わらない十代半ば。今と違うのは中身も十代半ばだということだ。

　ニココはこの旅籠はたごの看板娘だった。

　旅籠はたごを経営するニココの両親は〈正常人〉だったが、〈無む形けい憑つき〉の娘をひたすらに愛し、そうして、存在を隠すような真ま似ねを一切しなかった。

　首の印を覆う襟の高い服もこのときのニココは着ていなかった（代々女が受け継いでいくイヤーカフは、すでに耳につけていたが）。

　両親は遠慮なく差別的な輩やからを叩たたき出だしていた。

　ニココは日々をはつらつと過ごしていた。

　愛あい想そがよく気だてもよく手て際ぎわもいい仕事っぷり。笑って、喜んで、怒って、くるくるよく変わる表情（そう、この頃のニココは笑顔一辺倒じゃなかった）。

　知識欲が旺盛だったニココにとって、さまざまな情報が行きかう旅籠はたごという場所は宝の山だった。

『そんなに賢くなってどうする気だい。〈無む形けい憑つき〉をやめることはできないのに？』

　意地悪く聞かれたときにはこう答えた。

『いいんです。〈無む形けい憑つき〉だからって奪われるものはたくさんあるかもしれません。でも、頭の中のものは決して取り上げられないでしょう？』

　そう、頭の中は自由で、世界は広い。きっと、いつか輝くべき未来がやって来る。

　すべての無む形けい憑つきが〈正常人〉と平等に暮らせる。

　ニココはそんな夢物語を現実にしようと学び続ける少女だったのだ。

　だからこそニココは不用意に魔術を使ったりもしなかった。

　そして、この旅籠はたごは、そんなニココと生まれたばかりの俺が出会った場所でもある。

　この旅籠はたごで俺は生まれた。……正しくは、捨てられていた、だが。

　旅籠はたごの主人が〈無む形けい憑つき〉に寛容だということが知れ渡っていたせいだろう、押し付けられたのだ。

　俺はニココの両親に引き取られ、ニココと本物の姉弟のようにして育てられた。

　目の前に広がるまぼろしの中では、ニココが乳児である俺をあやしている。

　それを両親が微笑ほほえましく見守っている。

　事情を知らないものは、皆、俺をニココの本物の弟だと思ったことだろう。

　ということは、だ。はたから見たら、ニココの両親は、〈正常人〉でありながら〈無む形けい憑つき〉の子を連続で授かった忌いむべき存在であったのだ。

　だから、か。

　ニココの母親が第二子を妊娠したことが転機となった。

　俺が三歳になった頃あたりだろうか。

　平和な日々は、突然終わりを告げる。

〈無む形けい憑つき〉を次々と産む化物夫婦め、と近くの村に住む男たちが、短絡的にも、両親の旅籠はたごに火を放ったのだ。

　正義を掲げた男たちは俺たちからしたら略奪者だった。

　彼らは金も、家も、両親も、なにもかもを奪った。

　父親を、ニココの目の前で斬り刻んだ。

　母親の胎児を抉えぐりだし、ニココの顔面へと投げつけた。

　どうして彼らはこんなにひどいことができるのか。ニココの両親や、〈無む形けい憑つき〉のことを害虫だとでも思っていたのだろう。人間ではないと思えば、心は痛まない。

　彼らはさらに、呆ぼう然ぜんとしているニココを捕え、男二人がかりで森に引きずり込んだ。

　引き千切られる服、あらわになる肌、恐怖に震える体。

『ああ、悪魔の誘惑だ、なんて恐ろしい娘だ』

　己の劣情をニココの責任にする男たちの荒い息。

　男の一人が、ニココの髪に鼻先を突っ込み、肺一杯に息を吸い込んだ。

　もう一人が、ニココの体を、つねって、踏みつけて、引ひっ搔かいて、汚した。

　ニココは屈辱に唇を強く嚙かみしめた。食い破られた唇から血が滴したたる。

　その様子を見た男たちは舌なめずりをした。醜い嗜し虐ぎやく心と幼稚な支配欲。

　そこへ。

　小さな俺がめちゃくちゃに叫んで走ってくる。ニココになにが起こっているのかわからないままに、男へと体当たりをする。

　だが、あっさりと返り討ちに遭う。

　小さな俺の体は突き飛ばされ、剣を向けられ、刃がためらいなく俺の体を滑り、大量に血が噴き出し、にわか雨のようにあたりに降り注ぐ。

　全身がひくひくと痙けい攣れんしている。

　俺の人生において、一度目の敗北。

　情けなくちっぽけな俺の頭を埋め尽くしていた感情を今でも覚えている、

　強くなりたい、強くなりたい。なにもできない自分が情けない。力が欲しい！

　力があればニココを守れたのに。すべてに打ち勝つ、圧倒的な力があれば。

　ニココはびちゃびちゃと溢あふれる俺の血を顔面で受け止めて──ニココ自身の言葉を借りるのなら──『覚醒』した。

〈正常人〉と共存などありえない、と。

　ニココは魔術を使って男たちの目をくらまし、俺を抱いてその場から逃げ出した。

　枝や小石がニココの素足を容赦なく刺し、突き破る。

　血だらけの足で走った。走り、走り、走った。

　魔術を使って、いろんな道具や人材、薬をかすめとる、そんなニココの懸命の介護の結果、俺は一命を取り留めた。

　その後、ニココの蓄えていた知識と魔術で、二人で放浪生活をした。

　ほどなくして、後に氷の森と呼ばれることになる森の奥深く、自分たちだけの集落を作って生きていくことになる──────。






　ふっと現実が戻ってくる。




　いつの間にやらニココが俺の目の前に立っていた。

「私たちの身にあんな不幸が起こるのにはなにか意味があったのです。……きっと、すべてはあなたが魔王になるために必要だったことなのでしょう」

　そう思うことでニココは不幸のつじつまを合わせたのだ。

　なにかを得るために、あの試練はあったのだ。でなければ、なぜあんな目に遭わなければいけなかった？

　ニココは両親を殺されたこのときを境に俺のことを魔王様と呼び始めた。それと同時に、喪服を身に着けはじめた。

　そう、ニココが喪服を着ているのは、別に、三年前に死んだ俺のためではないのだ。魔王以前の俺との決別として着用している。

　ついでに、俺が血液を代償に捧ささげることなく、かつ、魔封じの氷を作ることができるようになったのも、ちょうどこの頃だ。

　であればこそ、ニココは俺が魔王になることこそ宿命だと妄信したのだろう。

「私たちは〈正常人〉を決して許してはなりません。それが魔王様の役目です」

　ニココは俺にそう教え続けてくれた。

　ときには幻影の魔術を使って、〈正常人〉のおぞましい行いをありありと俺に追体験させた。

〈正常人〉は虫けらであると忘れてはなりませんよ。決して。彼らは絶望をすべきです。共生なんて反へ吐どが出ます。

　俺は氷の森の中から一歩も出ずに暮らしていて、接する〈正常人〉は森を侵略してくるろくでもない輩やからばかりだった。

　ニココの言うことはいつでも〝正しかった〟。

「……しかし……」

　だから、なぜ、今、俺の口から逆接の言葉が出ているのかわからない。

「カミゴの村に手出しをするなというのなら、わかりました、そうしましょう。このままここを去りましょう。イヤーカフも諦めましょう」

「ああ……」

　これ以上ない譲歩だ。イヤーカフの紛失すら寛容に受け入れられているのに、こんなにも歯切れの悪い返事をするなんてありえない。

　ニココはふわふわと笑っている。

　そうだ、ふわふわ、だ。ニココを形作る要素はどれも柔らかい。

　なぜだろう、その柔らかさで、じわじわと、窒息させられるような気分になる。

「……もしかして、なにかこの娘に未練が？」

　俺は息をのむ。

　瞬またたく間まに、ニココの姿がイキルへと変化したのだ。

「いや、そんなことは……」

「殺されたことで変に執着心がわいたんでしょうね。それならば、私はこの姿でおそばに仕えましょう。魔王様が笑っていてさえくれれば、私は幸せです」

　ニココがするりと両腕を俺の首の後ろに回す。

　微笑ほほえむその顔のつくりはイキルそのものだ。笑ったところを初めて見た。

　一見、従順で、献身的で、自己犠牲の塊だ。

　しかし、妙に凪ないだ瞳の奥から伝わってくるのは、それらとは真逆のものだ。

　魔王様は自分の頭で考えなくていいんですよ。

　魔王様の欲望は私が教えて差し上げます。

　余計な知恵なんてつけなくてもいいんです。

　言われたとおりにしてください。

　私の言うことだけを、よく聞いて。そうしたら、幸福に暮らせます。

　────それでも、ニココの言うことは、いつでも〝正しい〟──────。

「魔王様。話し方も、仕草も、反応も、魔王様のお好みのままに。ほかに必要なものは？　どうぞ、なんなりと」

「……イキル？」

「はい」

　ニココは躊ちゆう躇ちよなく返事をした。

　そうだ。

　ニココは、願えば、これからだって永遠に俺に都合のいい夢を見せてくれるだろう。

　俺がなにをすべきか考えずとも常に進むべき道を用意してくれている。指針を示してくれる。

　楽だ。

　俺は、死を恐れないイキルに対して、自分の人生を生きていないからそういうことになるのだと憤いきどおった。

　けれど、気付いてしまった。俺も同じだということに。

「……ニココ」

　俺は神父ではない。俺は魔王ではない。──俺は俺だ。

「俺は、……自分の頭を使いたい」

　ひきつれそうな喉をなんとか押さえて言った。

　す、とイキルに扮ふんしたニココの瞳から一切の光が消える。

　どろどろとイキルの顔が崩れていく。目や口にうつろな穴がぽっかりと開いて、不定形になっていく。

　そして、再び、ニココの微ほほ笑えみが現れる。

「……魔王様、それはつまり」

　こんなときでもニココの微ほほ笑えみは崩れない。しかし、声がやや張りつめている。

　と。

「─────ああっ！　なんだ!?　空に浮かんでいるあれは！」

「その手には乗りませんよ？」

「ちっ、ちがっ、お前、こんな状況で隙を突いて俺が逃げるとでも思ったのか!?」

「違うんですか？」

「俺はそこまで卑ひ怯きようじゃないぞ!?　いっ、いいから見ろ！」

　ニココが俺の指さす方向へと視線をやる。

「…………竜？」

　カミゴの村の上空に、神話にしか出てこないはずの生き物が羽ばたいている。




　竜の吐き出す炎で、空が幾度となく赤く染まる。

　家が焼かれ、黒煙が渦巻く。

　逃げまどう人々の怒号、転んだ子供の泣き声、半狂乱の女の悲鳴。

　カミゴの村の住人は住すみ処かを失うことに対してのみ絶望しているわけではない。

　この光景は数年前流行はやった疫病のことを彼らに思い出させるのだ。感染のおそれがあるため、一カ所にまとめて燃やすしかなかった愛いとしい人たちの遺体のことを。

「ああ…………！」

　その場に膝をつき、上体を折り曲げ、腹を守りながら嘆く中年の妊婦がいた。

　妊婦の背中をめがけて、頭上の太い木の枝が燃え落ちる。

　周囲のものは叫び、顔を背け、目を覆う。

「母ちゃん！」

　息子であろう少年──マリイの服を引き裂いて面白がっていた少年だった──は駆け寄り、母親を守るよう背中を抱いた。

　手遅れだ、二人とも下敷きになって燃える、と誰もが思った。

　だが、そうはならなかった。

　地面から蛇のように生えた氷が、木の枝を捕らえて、凍りつかせたからだ。




「────氷の魔王だ！」




　誰かが叫んで、俺を指差した。

　ああ、そうだ。戻ってきたのだ。

「竜はあいつのものか!?」

　身に覚えがないぞ。

　とはいえ、この竜のことが気になって、単身、戻ってきてしまったのは事実だ。

　ニココとリーが俺についてこなかったのは当然だ。カミゴの村がどうなろうと微み塵じんも興味がないだろう。もはや俺自身についても関心を失っているかもしれない。

　だが、俺はそれどころではなかった。急いで氷の道筋を作り、飛ぶように滑り、村まで駆けつけていたのだ。

「あ、あんた……、なんで、……まさか、母ちゃんを、助けてくれたのか……？」

　少年がなにか言いたげだが、かまっていられない。

　俺は彼らの前から氷を利用して飛び去る。

　縦横無尽に走って、家々の壁を這はう炎に、爆はぜる火の粉に、ごうごう音を立てて燃える木々の焰ほむらに、氷の雨を降らし、鎮火していく。

　しかし、火種から絶たなければきりがない。

　つまり、竜をどうにかしなくてはならない。

　空を旋回する巨大な生物。

　こんな荒唐無稽な存在を目にするのは俺とて初めてだ。

　……凍り付かせて、砕いてしまえばいい。

　竜に向けて高く手を掲げ、意識を集中させ────。

　次の瞬間、俺は地面に倒れ伏していた。背中から誰かが体当たりをしてきたのだ。

　油断していたのは否いなめないが、そうではないとしても避けられなかっただろう。

　俺に覆いかぶさるそいつが誰かなど、顔を見るまでもなくわかる。

「いけない」

　珍しく、せっぱ詰まった声だった。俺に抵抗の意志がないことを察したのか、そいつは──イキルは、俺の上から退いた。

「……なぜ止める」

「殺してはいけない」

「俺を殺した勇者からそんな言葉が出るとはな」

　イキルは一瞬、言葉を詰まらせた。俺が悪い。今はそんなことに言及している暇はない。

「どういうことなんだ」

「あれは、ザザ氏」

　言葉は聞こえたのに、イキルがなにを言っているのかわからなかった。

「……って、いやいやいや、はあ!?　ザザだと言ったのか？」

「そう。ザザ氏。突然、あの姿になった。巨大化」

　巨大化、という表現はおそらくふさわしくない。ザザは〈無む形けい憑つき〉だ。魔術を使ったということだ。つまり。

「────────【変へん化げ】ということか！」

　以前、ザザが村長の姿に魔術が変へん化げであると勘違いしたことがあったが、まさか的中していたとは。

「しかし、なぜ攻撃してくるんだ」

　今。しかも、竜で。

　客観的に見れば、ザザがカミゴの村へ報復をする理由は十二分にある。〈無む形けい憑つき〉として粗雑に扱われているからだ。だが、ザザの自罰的な性格からしてそんなことはしないだろう。

「名を呼んでも反応がない。正気を失っている」

「自我が保てていないのか？」

「そのよう」

「…………初めて魔術を使ったわけではないだろうに」

　振り返ってみれば、思い当たる節だらけだ。

　ザザの【変へん化げ】の魔術。

　竜だけではないだろう。少なくとも、ザザは俺の前で鳥になったことがある。

　俺が牢ろうに捕まっていたときに、ザザは、どこからともなく現れた。

　だが、その少し前、あそこに鳥が入り込んできたではないか。あれはきっとザザだったのだ。

　行き慣れているはずの山に俺を案内したときに迷っていたのも、普段は上空から目的地に向かっていたからではないか？

　こうなると、ザザの体にあったひっかき傷も、魔術を使うための代償だとわかる。

　魔術の扱いに不慣れなわけではないのなら、なぜ、今、制御不能になっているのだ。まともな精神状態ではいられないほどの嫌なことでもあったのか？

「とにかく、どうにかして元に戻せばいいんだな」
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　イキルがうなずく。

　それとほぼ同時に。

　────────きいん！

　あたりに剣と剣が触れあう高音が鳴り響く。

　俺がとっさに氷の剣を出して斬撃を受け止めたのだ。

　背後の殺気に振り向くと、そこには剣を振りかぶったミカレの姿があった。

「ずいぶん友好的だな」

　言いながら剣を跳ね返す。ミカレは素早く飛びすさった。剣を構え直し、切っ先を俺に向ける。

「抜かせ、魔王め！　竜まで連れてきて、最初からこの村を消滅させるつもりだったんだな!?　ここに一体なんの恨みがあるんだ！」

「貴様になんの関係がある、邪魔だ」

「伯爵か!?　伯爵を絶望に陥おとしいれたいのか!?　あの方はどんなときだって穏やかだからな、いつもとは違う苦痛に歪ゆがむ顔を見たいとでもいうのか!?　悪趣味なやつめ！」

「……いや、それは心の底からどうでもいい、な……」

「噓うそをつくな、卑ひ怯きよう者め！　そうやって女性を人質に取ればオレがひるむとでも思っているんだろう？　舐なめるな、オレは命に代えても伯爵をお守りす────」

「ミカレ兄さん!!」

　激高するミカレの動きを止めたのは、ソロだった。

　今まで聞いたこともないような、ものすごい剣幕での大声。

「村人の安全が最優先です！　領主様だってそうおっしゃって自らみんなを避難させていらっしゃるじゃないですか！　命に代えてもなんて無責任なことは言わないでください！」

「し、しか、しかし、お前、氷の魔王を野放しにするなど……」

　ミカレがぼそぼそと言い返す。いつもの不遜さはどこへやら、ミカレは笑えるほどに狼ろう狽ばいしている。ソロが自分に逆らうなど想像をしたこともなかったのだろう。

「ぼくらにはぼくらのすべき仕事があるでしょう！　わかったら行きますよ！」

「は、はい……」

　迫力に押されたミカレは、大人しくソロに背中を押されていく。

　肩越しに振り返ったソロと目が合った。ソロは一瞬迷ったあと、俺にぱちりと片目を閉じてみせた。

「危ない！」

「うおっ」

　少しぼんやりしてしまった俺を抱えてイキルが横へ跳ぶ。

　体ごとさらわれそうなほどの突風。

　取り落とした氷の剣が粉々に砕け散っていく。竜が突進してきたのだ。

「おい、ザザ！」

　名前を呼んでも止められやしない。振り上げられた爪を避けて俺とイキルは左右に跳んだ。

　竜のぎょろりと血走った目が俺に向く。

　巨大な体は、白銀のうろこに包まれている。天然の鎧よろいだ。鋭い爪や牙は、触れたら最後、肉を抉えぐられ、ずたずたに引き裂かれるだろう。のたうつ大きな尾に打たれたら、それだけで気を失うかもしれない。

　ふわり、頰を撫なでる熱気に俺はとっさに正面に半円球の氷の盾を作る。

　竜の大きく開かれた口から、灼しやく熱ねつの炎が俺をめがけて一直線に迫る。

　じゅう、と音を立てて溶けて見る間に氷が溶けていく。体ごと押されて、かかとが地面をえぐっていく。熱で視界が歪ゆがむ。負けてたまるか。

　俺は吹雪のごとくすさまじい勢いの氷を噴出させる。

　炎と氷は押しつ押されつ拮きつ抗こうしている。

　だが、最終的に打ち勝ったのは俺のほうだ。竜が耐えきれず、どう、と地面に倒れ、あたりを土つち埃ぼこりが包む。……いや、倒してどうする!?

「だ、大丈夫か!?」

　竜はすぐに体勢を立て直していた。おまけに俺の隙も見逃してはくれなかった。

「ぐっ……！」

　大きな足に遠慮なく腹を踏みつけられる。内臓出るぞ！　いっぱい出るぞ！

「ザザ氏！　それ以上いけない！」

　イキルが大声を出す。しかし、やはりザザには届かない。このままでは潰される。

　氷漬けにするわけにもいかない。俺は掌てのひら大の氷の球を続けざまに出し、竜の顔を目がけて飛ばす。目くらましだ。

　だが、操作を誤り、球のひとつが竜の目に一直線に向かっていってしまう。

　まずい、このままでは竜の、いや、ザザの目が潰れる！

「あぶない！」

　ぱあん！　と。

　球同士がぶつかり、砕ける音がした。

　イキルが氷の球のひとつをつかみ、剛速球で件くだんの球に当てたのだ。

　氷の欠片かけらがしゃらしゃらと涼やかな音を立てて竜の頭に、顔に、散らばる。

　そこで、────なぜか竜の動きが止まった。

「…………な、なにが起こった？」

　わけがわからないまま、足の下から抜け出して、竜から距離を取る。

「ザザ氏になにかした？」

　隣に並んだイキルが聞いてくる。

「いや、さっぱりだが……」

　竜の周囲の細かい氷片が宙に溶ける。そこで、竜は再び動き出した。

　俺を踏みつけていたことなど忘れてしまったのか、足音を響かせて別方向へと進んでいく。

　──────……って、待て。もしかして。

「おい、貴様」

「なにか？」

「俺に少し考えがある。ザザの注意を引いてくれないか」

　俺の推測が正しいという保証はない。そのうえで俺はイキルにおとりになれと言っているわけだ。さすがにほいほいと引き受けるわけが……、

「どのくらいの時間？」

　あった。

　イキルは間髪をいれず聞き返してきた。なんだかおかしくなって、少し笑ってしまう。

　首を傾かしげたイキルに、俺は告げた。

「まばたき一回分で十分だ」

「了解」

　返事をするやいなや、イキルは竜の視界に入ろうと駆けだしていく。

「ザザ氏！」

　イキルが竜の前で声を張り上げ、大きく両手を振り、打ち鳴らす。竜からしたら小うるさい羽虫のようなものだろうが、それでも不快だったのだろう、立ち止まって大きく口を開いた。

　炎を吐き出そうとした竜は、そこで己の背中に違和感を覚えたようだ。

　だが、遅い。もう、遅い。

　今さら振り向いても、尻尾から頭まで一気に駆け上がった俺の姿はとらえられまい。尻尾を振り回して暴れようとももはや意味がない。

「……!?　傷つけてはいけない！」

　イキルの叫びと同時に俺は氷を作り出しながら両手を竜の額に押しつけた。

　強く、強く。強烈に冷えた手を。

　攻撃するためではなく、────ザザが熱を出した夜、俺が看病のために額にずっと手を置いていたときのことを再現するために。




「──────頭を冷やせ。そうしたら、すぐに元通りだ」




　これで正気を取り戻してくれるだろうなんて思い上がりもいいところか？　だが、つい先ほどその兆候はあったのだ。きっと、ザザはこのことを覚えている。

　うなっていた竜が、動きを止める。

　かくして、俺の読みは当たった。

「お？　お、おおっ、おおおお！」

　竜の輪郭はみるみる歪ゆがんでいく。暴れたせいでもうもうと舞い上がっていた砂ぼこりが吹き払われる頃には、俺は地面に足をついていて、腕の中には、ぼろぼろの服に包まれた小さなザザの体があった。

「おい、平気か？」

「ザザ氏？　ザザ氏？」

　意識が朦もう朧ろうとしているのか、うつろな目をしているザザの頰を軽く叩たたく。駆け寄ってきたイキルもザザへと呼びかける。

「……もどって、きたのです？」

　時間をかけて俺の顔に焦点を合わせたザザは、ごく小さな、かすれた声でそう言った。

「お前、声が……」

　出せるじゃないか、と言おうとした俺を遮って、ザザは頰を持ち上げて、笑顔らしきものを作った。

「きせき、です」

　奇跡。

　瞬間、なぜザザが竜に姿を変えたのかを理解する。

　聖女オスカの伝説。

　ソロが説教で言っていたではないか。彼女が奇跡を起こすとき、常に竜の姿があった、と。

　ザザは奇跡を起こしたかったのだ。そのために竜が必要だと考えた。

　しかも、その奇跡とやらは、俺が戻ってくる、ということを指しているのだ。

　力を使うために幾度も嚙かみついたのだろう、ザザの掌てのひらを見れば、くっきりとした歯形がついている。えぐれた皮膚には、赤黒く凝固してこびりついた血液。

「こんなになってまでお前……」

　言葉が続かなかった。

　俺はザザを抱く腕に力を込めた。

　イキルの手が、優しくゆっくりとザザの髪を何度も梳すきあげる。

　────そこへ。




「出てけ！」




　怒鳴り声とともに果実が飛んできた。

　俺の背中に当たってぐしゃり、と潰れ落ちていく。

　振り返ると、いつの間にやら人垣ができていた。

　竜が消え、避難していたものたちの一部が戻ってきたのだろう。

　俺に果実を投げたのはまだ幼い子供だった。母親らしき女が子供をかばう。

「お願い、失礼は私がお詫わびします、だからこの子にはなにもしないで……！」

　ひどく怯おびえながらも、俺に必死で懇願してくる。子供にとってはそれが屈辱だっただろう。小さな体でもがき、俺を睨にらみつける。

「氷の魔王さえいなかったら父さんは死ななかったんだぞ！　出てけ、出てけよ！」

　悲痛に声を張り上げるそのさまに、周囲の大人たちも感化されていく。

「……なにが神父だ、よくも騙だましてくれたもんだな！」「竜をどこに隠した？」「ちびの〈無む形けい憑つき〉とも、その女とも共謀してやがったのかよ！」「処刑だ、処刑しろ！」

　石や瓦が礫れきが次々と飛んでくる。

　どうやら、人々は竜の正体がザザであることには気付いていないらしい。

　幸いというべきだろう。ならば、俺がこの二人をうまく突き放せば、憎ぞう悪おの対象は俺一人に────。

「……あ？　おいっ！」

　しかし、ザザの行動のほうが一歩早かった。

　ザザは、俺の前に立ち、両手を広げた。足が少し震えている。それでも、村人から俺を守る盾になっているのだ。

　ザザが自らの強い意志を持って動くのを見るのは初めてだったのだろう、人々はひるみ、あたりは唐突に静まり返った。




「────てんしさまを、きずつけないでください」




　しんとしていたおかげで、ザザの小さな、しかも震える声が、誰の耳にも届いた。しかし、意味がわからない。皆、ぽかんとしている。

　神父と天使の区別がついていないのか？

　天使なんぞ、それこそ竜と同じで、いや、たった今竜は現れてしまったわけだが、とにかく普通であればお目にかかることなど決してない架空の存在だ。

　それ以前に、ザザは俺のことを氷の魔王だと最初から知っていたのではなかったのか？

「……俺は天使ではない」

　一応訂正しておく。

　ザザは振り返らずに首を振った。

「しんぷのふりも、まおうのふりも、しないでください」

　この村に来たばかりのころ俺はザザにこう言った。『いいか、俺はここでは神父だ、そういうものとして扱え』、と。魔王もそれと同じことだと思っているのか？

　ザザの中では俺は天使で、天使は人間の前には正体を現さないから、身分を偽っている、と。

「きっと、みんな、あなたが、てんしさまだとわかれば、きずつけないです」

「いや、だからな、俺は……」

「なぜ、彼を天使だと思っている？」

　イキルが問う。

「むらから、すこし、はなれたところにあるきょうかい。みたのです。なにもないところから、ひかりとともに、すがたをあらわしたところを」

　……………………。────────もしかしてあれお前かああああ!?

　過去の場面を脳内で切り出して思い当たった事実に、俺は叫びそうになった。

　村から離れた教会。『復ふく讐しゆうに一番近い建物』。

　あのとき、あの場所に、ニココと俺以外は誰もいなかった。

　だが、鳥はいた。

　あれが、ザザだったのだ。

　ザザは俺が光の中で蘇よみがえる瞬間を目撃して、天使だと勘違いしたわけだ。

　よくよく考えれば、あれは牢ろうに現れた鳥と同じだったのではないのか？

「いつも、あさのみさで、おねがいしていたのです。てんしさまがきてくれたらって。そしたら、あらわれたのです」

　ザザが欠かさず出席していた早朝のミサ。

　そんなことを願っていたのか。──お前を救ってくれる誰かを待っていたのか？

「……おい、ザザ。俺は天使じゃないんだ。だから俺を守ったりしなくていい」

「わたしの、みぎてを、すぐに、にぎってくれた、そんなの、はじめてで、そのあとも、ずっと、やさしくて、うれしくて、だから、てんしさまじゃなくても、わたしは、あなたが、きずつくところを、みたくないです。──おねがいです、みんな、このひとを、きずつけないでください。おねがいします」

　舌っ足らずで、途切れ途切れで、自分勝手で、しかし真摯な訴え。

　だが、村人にそれが伝わるかは怪しい。今は呆あつ気けにとられているが、誰かがひとたび叫べば、無防備なザザの体にも容赦なく石が降り注ぐだろう。

「〈無む形けい憑つき〉の言うことに耳を貸せるか！」と。

　あるいは、「氷の魔王の味方なんか信用できるか！」と。

　────過去にしたことはずっと消えない、なの？

　いつかナッツに問われた問いが蘇よみがえる。俺は答えた。消えるわけがないだろう、と。

　かつての俺が残した足跡、この街に疫病を流行はやらせた事実からはどうあっても逃れることはできない。

「────確かに、誰も傷つかない世の中であればいいと思うがね」

　口火を切ったのは、豊かな声量の男の声。

　人々の中から踏み出し、ザザの目の前に立ったのは、本物のルーシュだ。

　ザザの懇願への第一の反応としてはずいぶん穏やかなものだった。

　周囲はルーシュの迷いのない足取りに、なにもかもを委ねることにしたようだ。

　皆、黙って成り行きを見守っている。

　俺への処遇はルーシュの判断次第になったわけだ。

「だけど、もしかしたらその男だけは傷つけてもいいかもしれないがね」

　風向き急に変わったな、おい!?

「だ、だめです」

「きみはさっき、村の近くの教会に彼がいたと言ったかね？」

「は、はい」

　本物ルーシュはそこでザザから俺へと視線を移した。俺を見据える鋭く冷たい目。

「そこは、ドウゾウ司教が殺された場所なんだがね。どうしてそんなところにいたんだね？」

「偶然だ！」

「どうだか。まさかとは思うが、ドウゾウ司教の殺害にきみが一枚嚙かんでいたんじゃないのかね？」

「俺とドウゾウ司教とやらはなんの関係もない！　腰布？　だかなんだか知らないが、その司教の白い布きれだってその教会に落ちていたのを拾っただけで……」

「だったら」

　本物ルーシュは俺の言葉を遮るように言った。

「それが事実だという証拠を、きみがドウゾウ司教と無関係だという証拠を、持ってきてくれないかね？」

　とんだ意趣返しだ。

　できるわけがない証明をしろと言われている。

　そして、できなければ行き着くところはひとつ、処刑台だ。

「わ、わたしが、みていた」

「きみは彼をかばっているだけかもしれないね」

　目撃者のザザの言葉は信用してもらえない（だが、本物のルーシュは俺がその教会にいたということは信じたのだ、嘆かわしくも、こんな聖職者ですら自分の信じたいことしか信じないのだ）。

　どうする。力を使ってここから逃げることはできる。だが、そんなことをしてザザがまた竜にでもなったら元も子もない。

　どうする────。




「証拠ならここにあるぞ」




　これっぽっちも聞き覚えのない声がそう言った。年かさの男のしゃがれた声だ。

　人々の注目の中、挙手をして、ふらふらと躍り出てきたのは。

　放浪者の、隻眼の老人だった。

　…………いやいやいや、なんでこの男が？

　言葉を発しているところを初めて見た。

　この村でこの老人と接触したのは俺の記憶にある限りたったの二回だ。

　イキルと入った酒場。それから、窒息しそうになっていた村の裏手の納な屋や。

　旧知の中でもなければ、同胞でもない。

「へえ。あなたが？　失礼ですが、ドウゾウ司教のなにをご存じなんですかね？　彼のことを僕より知っている人間などこの世に存在しないと自負していますがね」

「おいおい、あんまりだな、ルーシュ。俺の顔を忘れたのかあ？」

「なにをおっしゃ……て……」

　長い前髪をかきあげて、見せつけるように顔を晒さらした老人を前に、ルーシュは硬直した。

　かと思えば、これ以上は無理だというくらいに目を見開いてみせ、最終的に、その場で腰を抜かした。

「────────ド、ド、ド、ドウゾウ司教!?」

　老人は、にやり、と唇の端を持ち上げる。

「ああ。ちっとばかし目ん玉なくなってっけど相変わらずの男前だろ？」

「な、な、なんでここに……！」

「そりゃ、お前さんが祭りで歌うって風の噂うわさで聞きつけたからだろうが」

「いえ、ここっていうのはそういう意味ではなく……」

「でなけりゃわざわざ近寄りたい地域じゃあないぞ。死んだ場所が近いんだからな」

「そ、そうです、聞きたいのはそういうことです、なんでいるんですか、し、死んだんじゃないんですかね!?　いえ、ちょっと、ちょっと、待って、なんだこれ、こんな、こんなことがあるのか、ああ、スペルエスト神よ……」

　深呼吸を幾度も繰り返すルーシュに微苦笑を浮かべ、ドウゾウ司教は質問の答えを口にした。





　────七年前。

　カミゴの村からごく近い教会で、ドウゾウは〈無む形けい憑つき〉に襲われる。ただし、彼らは教会関係者に雇われたものだった。ドウゾウ以外のものを司教へと擁立して甘い蜜を吸おうとしていた輩やからが数名いたのだ。

『なあ、こいつを殺したんだ、これで俺も解放される、あんたらと同じような扱いにしてもらえ────』

　ドウゾウは朦もう朧ろうとする意識で聞く。

　雇われた〈無む形けい憑つき〉は自分の人生を自由にするなにがしかを報酬にしていたようだ。

　しかし、ことが終わってから姿を現した数名の教会関係者により、彼の命は奪われる。解放を前に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ彼は、無む惨ざんにも剣で貫かれたのだ。

　裏切られた、最初から利用するだけ利用してすべての罪を押しつけようとしていた────事実に気づいた彼は、最後の力を振り絞って、教会関係者全員を道連れにした。






「でも、皮肉にも最初に攻撃された俺だけはまだ生きてたんだよ。虫の息だったけどな。きちんと確かめろって話だよなあ。やつらのつめの甘さか、俺の悪運の強さか、外に出てた小間使いが戻ってきて一命を取り留めたってわけだ」

　そういえば、あの教会は血痕やらなんやらでやけに物騒だった覚えがある。あれは、そのときのものだったのか。

「助かったのははっきりと奇跡だな。神は素晴らしい。……だが、俺ぁ神を信じ続けることはできても、教会のためにはもう生きていけないと思っちまったんだよな。司教じゃなくても信仰は貫ける。だから、死を偽装して、放浪することにした」

　その話、こんな衆人環視の場でしてしまって大丈夫なのか？　とこっちが心配になるほど赤裸々だ。教会の権威を傷つけ、人々の教会への信頼を根幹から揺るがす事柄だろう。

　放浪生活が長いせいでそのあたりの感覚が浮き世離れしてるのか？

　案の定、人々はそわそわと目配せし合っている。

「とはいっても、そう簡単に割り切れるもんじゃあないわな。司教の腰布のきれっぱしなんかいつまで経たっても後生大事に持っちゃってなあ。……いいかげん決別しろ、この近くに来たのもいい機会だろってな、俺の『死亡現場』に弔いとして置いてきたんだ」

「俺が拾ったのがそれってことか……」

「そういうことらしいな！」

　俺のつぶやきにドウゾウは愉快そうに笑った。

　言われてみれば、あの白い布はきれいすぎた。七年前、殺害時からあの場にあるものだとしたら朽ちていなければおかしい。

「どうだ？　ルーシュ。俺の証言は信じるに値しないか？」

　答えがない。本物ルーシュは座ったまま頭を抱えている。もろもろ、処理が追いつかないのだろう。

　そんなルーシュを後しり目めに、俺は、待てよ、とふと気づく。

「ということは、貴様、俺が本物のルーシュではないとここにきたばかりの頃から気づいていたということか……？」

「もちろんだ。いくら最後に見たルーシュが子供の頃の姿だったからって、お前さんとルーシュの顔が違うことくらいわかる」

「じゃあなぜなにも言わなかった？」

「厄介事はごめんだからな。こちとら極力、人と関わらないようにして生きてんだ。別に本物のルーシュにだって声をかけるつもりなんかこれっぽっちもなかったしな」

「そっ、それじゃあ、なんで今は名乗り出てきたんですかね!?」

　ようやく頭の中を整理出来たのであろう本物ルーシュが、ドウゾウに詰め寄る。

「んー……、俺、そいつに死にそうなとこ助けられたし」

　ドウゾウの言葉に、「そ、そいつ、お、俺の母ちゃんのことも、助けてくれた……」とつぶやく少年の声も交じる（木に下敷きになりそうになっていた妊婦の息子だ）。

　つられて、「神父様、あ、いや、魔王は確かにいろいろやってくれてたよな……」などとぼそぼそ言っているものもいる。

　……俺がこの街に残した足跡は、疫病のほかにもある、ということか？

「は!?　そ、それが事実であろうと、そんなもの村人を懐柔する手段に決まってるでしょう！」

　だが、本物ルーシュが流れを引き戻す。

「そうかあ？　一概に処刑って決めつけるのもいかがなもんかってならねえかあ？　自分の常識がひっくり返されることもあるんだからよお。俺が言うと説得力がものすごいだろ」

「し、しかし！　彼は氷の魔王ですし、犯した罪が許されるわけが────」

「お前が裁くのか？　ルーシュ」

「そ、それは……。でも、だとしても、やはり、魔王が更生なんてできるはずな────」

「そうそう、ルーシュ。俺はな、お前に目をかけていたからな、お前の噂うわさを耳にするたびに誇らしかったよ」

　突然なにを言い出すのだ、とばかりに本物ルーシュは眉根を寄せた。

「俺がいなくなってずいぶんいじめられたろ。そもそもお前の人生には逆境が多い。去勢したのに声変わりまでしちまってな。でも、屈することなく、真面目に、ひたむきに、人々のために身を粉にしてよ。結果、〈博愛〉の神父様なんて呼ばれるようになったわけだ。尊敬するよ。心からな。俺にだって真ま似ねできない」

「……どうも？」

「特にルーシュ、お前さんの〈博愛〉の名説教の話を聞いたときには心が震えたもんだよ。今やお前の説教にはそれがつきものになって、いろんなところで話してるんだってな。聖職者や熱心な信者なんかは当然知ってる有名な前置き。どれ、ひとつ、聞かせてくれないか、神に誓ったお前の信念を？」

〈博愛〉の説教。ソロや村長からせがまれたことがあったな、と思い出す。

　だからといって、なんでそれを今言わせようとしているのだ。ついぞ説教を聞いたことがない俺は首をひねる。

　だが、当の本物ルーシュは一本取られた、とばかりに片手で顔を覆っている。

　押し黙っていた彼は、やがて、観念したように口を開いた。

　やけっぱちなのか、よく通る声で、朗々と、歌い上げるように。

「────絶望の果ての心の内、世界に広がるは、げに醜き暴動、暴挙、げに恐ろしき悪行、愚行。しかして暗あん澹たん、しかして死闘。しかして喪失、しかして地獄。されどやがては明鏡止水、後に残るは希望のみ。あなたの人生のあらゆる困難はすべて好機になりうるものです。ときに恐れず、ときに踏みとどまり、自身の痛みを引き受ける。間違いも、失敗も、愛すべきものです。………………あなたが誰であれ、なんであれ、どのような罪を犯そうとも、例外なく、すべて人は、やり直すことができます」




　そうして、その日の夜だ。

「ふふ、寝ちゃいましたか？」

「ああ、ようやくな」

　司祭館の大部屋。ソロが小声で尋ねつつ、室内へと入ってきた。

　寝台に横たわるザザはくうくうとよく寝ている。だが、つい先ほどまではずっと俺を見張るように眠い目を頑かたくなにこじあけていた。

　そして、眠っていてさえも、ザザの小さな手は、俺の服を握りしめている。

「なんだかはじめての晩を思い出しますねえ」

「そうだな。………………ちょっと増えたがな」

　俺は寝台の脇に腰を下ろしている。その俺の背中に背中を預けて、マリイとナッツが仲良く眠っている。

　言いたいことも、言わなくてはならないこともお互いたくさんあるだろう。

　だが、今ここにあるぬくもりは言葉よりもはるかに雄弁に思えた。

「────折を見て村を出て行く」

　処刑は免まぬがれた。だが、いつまでもここにいるわけにはいかない。村人との軋あつ轢れきがどうこうという話だけではなく、俺の生存が表沙汰になるといろいろと厄介なのだ。戦士の国の王都から目をつけられるのは必至で、そうなれば、村を危険に晒さらすことになるかもしれない。

　子供たちを説得するのは骨が折れそうだが、それはこのあとの俺に頑張ってもらうしかない。

　今はつかの間の休息だ。

「………いきなりいなくなるのだけはやめてくださいね？」

「ああ」

「信じましょう」

「懲りないやつだな。こんな噓うそつきを目の前にして」

　ソロは複雑そうに微笑ほほえんだ。

「……正直、いろいろと整理がつきませんけど」

「けど？」

「あなたが偽にせ物ものでも、あなたと接して生まれた感情は本物ですから」

　あまりに直ちよく截せつで、俺はなんだか面はゆくなって黙り込んだ。

　そんな俺の様子をソロはくすくす笑い、代わりますからそろそろ寝てください、と申し出てきた。

　その言葉に甘えることにして、ザザの手をなんとか引きはがしソロへと預け、マリイとナッツを別の寝台に運んでから俺は部屋を出る。

　廊下を進むうちに、ふいに、景色が、どくん、どくん、と脈動しだした。

　視界がぐるぐる回り、気付けば大量の鏡でできた空間にいて、体は合わせ鏡の中、無限回廊に置かれていた。

　大小数えきれない人数、さまざまな角度からの自分に囲まれる。

　下手をすると上下左右の感覚も保てないくらいだ。

　こんなことができるのは俺の知る限り一人しかいない。

　思い浮かべた人物が、すぐ目の前にいた。

　柔らかく、見るものすべてを安心させる、常に絶えることのない笑顔を浮かべたニココだ。

　いつからここへ侵入していたのか、どこまで把握しているのかはわからない。

　だが、道を違えたことだけはわかる。

　ニココが身に着けているのは喪服ではなかった。

　きっとニココはリーを連れて〈無む形けい憑つき〉だけの新しい集落を作るのだろう。俺抜きで。

　もう共に生きてはいけない。

　別れだ。

「……三年前、あなたが死んだ日。外に出ていた私だけが助かったでしょう。今日は雨が降り出しそうだからやめておけってあなたに言われていましたね。あなたの言うことを素直に聞いておけばよかったと後悔したものです」

　唐突に、ニココは話しだした。

　……俺が復活したときカミゴの村に行くという願いを受け入れたのは、そのときの後悔のせいなんだろうか。

「あの日、出かけた先で、私は〈正常人〉を殺していたんです。ようやっと見つけた、私たちの両親の敵を。五十年経たって、ずいぶん外見は変わっていましたけど、ちゃんとわかるものなんですよ。思いつく限りの痛みを与えて、復ふく讐しゆうを果たして、ああ、よかった、これでやっと晴れ晴れと生きていけるって思いました。……氷の森に戻って来たら館はぐちゃぐちゃで、同胞と最愛の魔王様が死んでいて、待っていたのは無為と孤独の日々でしたけど」

　痛い。

　そう思って胸を見た。

　いつのまにやら手にした剣で、ニココが俺の胸を貫いている。勇者としてのイキルがそうしたように、だ。

「こうすればよかったんですか？　私も、こうすればよかったんですか」

　今度は掌てのひらが体を貫通する。俺の背中に生えたニココの掌てのひらには心臓が握られている。

　目の前が真っ赤になった。

　喉が詰まり、体が震える。

　だが、これも幻だ。痛みはあるが、贋にせ物ものだ。

「だって、あなたは強いものが好きですよね」

　ああ、俺は、昔からずっと、どんなときだって、誰よりも強くありたかった。だからこそ、イキルの強さに心乱されたのだ。

　だが、ニココ。俺が強さに執着していたのはお前のためだ。お前を助けられなかったからだ。今となっては、余計な世話だったのかもしれない、と思う。

　倒れそうになる直前、ニココは剣を、幻影を消した。俺の胸の血も、痛みもたちまち消きえ失うせる。

「……ニココ。こういうときくらい魔術を解いてくれないか」

「あら、解いたじゃないですか。それとも、この空間を消して今すぐ消えろってことですか？」

　おどけるニココの手首には一筋の傷跡がある。魔術を使うために切り裂いた傷だろう。だがそれはこの空間を作り出すためだけに、あの剣と痛みを作り出すためだけに使われているわけではない。俺は確信している。

「そうじゃない。お願いだ、ニココ」

「なんのお話ですか？」

「お前が俺の前で長い間ずっと、ずっと使い続けている魔術のことだ」

　俺は、ニココの頰に片手を添える。俺のほうから触れることなど、今までなかった。少し手が震えた。

「…………気付いてらしたんですか」

「ああ」

　俺の短い返事に、ニココの笑顔がゆっくりと消えていく。

　かと思えばみるみるうちにくしゃりと歪ゆがんだ。

　あふれだした涙が瞬まばたきで落ちる。そこからはもう止まらない。

　一筋、また一筋とぼろぼろと涙がこぼれていく。

　熱い涙は俺の親指の上を滑っていく。

　鼻の頭まで赤い。ひく、ひく、と震える喉を、歯を食いしばって押さえつけている。

　ニココはまるで、小さな子供のように泣く。

　本当は抱きしめて欲しいのに、言い出すことすら出来ない不器用な子供のように。

　────いつなんどきも笑顔のニココ。

　そんな存在、ありえるわけがない。

　ニココは自分の顔に【幻惑】の魔術をかけているのだ。俺の前であらゆる苦悩を見せないために。

　俺を魔王にして幸福に過ごさせることが、自分の身に起こった不幸を意味のあるものにする。

　だから、俺の心に陰を落とす可能性のあるものを排除する。

　俺のためにどんな苦痛も笑顔の仮面の下にしまいこむ。

　自分のことなど心配無用、万事、問題ありません、と。

　すべては推測だが、きっと真実からそう遠くない。

　それがニココの決めたことなら、と俺はなんにも気が付いていないふりをしていた。イキルの無表情をある程度読めるのも、そんなニココがずっとそばにいたからだ。

　笑顔という名の無表情。実は怒っている、実は悲しんでいる、だが、ニココの内に隠した感情がわかっても俺は黙っていた。

　俺たちは互いを思いやって互いの実像から目を逸そらしてきた。

　かりそめの幸福のための思考停止だ。

　きっと俺は早々に言うべきだったのだ。お前の本当の笑顔以外は必要ない、と。

　俺は指でニココの涙を拭おうとした。

　が、ニココは一歩後ろに下がった。もはや拭う権利など俺には与えられていない。

「……あなたがあんな頼みごとをしてきたときにはもうこうなることは避けられなかったのかもしれませんね」

　あんな。

　俺がニココにした頼みごと。思い当たることはひとつしかない。

　俺はこう言った。

『待て、ニココ。少し調べてもらいたいことがある』続きはこうだ。『────イキルの呪いを解く方法について』

「……頭のどこかでおかしいなって思っていたんです。だからあのとき教えなかったんですもの。私の直感も捨てたものじゃなかったんですね」

　さらりと言われて聞き流しそうになった。

「あのときすでに知っていたのか？」

「ええ。魔王様蘇そ生せいのためにほうぼうを回ったんですもの。いろんな情報が勝手に飛び込んできましたよ」

「……教えてくれるのか？」

　答えはなく、代わりに唇になにか柔らかいものが触れた。ニココの顔がごく近くにある。

「なにを……」

　一瞬、口づけが呪いを解く方法なのかと思った。

　だが、はたと気付く。




　────魔王様に口づけするような不届きものは、決して、金輪際、永遠に魔王様の前に現れない────。




　ニココ自身がそう言っていたではないか。

　だが、軽口のつもりだったはずだ。その不届きものとやらがニココのことを指すことになろうとは、俺も、そしてきっとそのときのニココも思っていなかったろう。

　そう。永遠の別れを告げられたのだ。今。まさに。

　ニココがさらに一歩後ろに引いた。帰還のためだ。帰る場所はもう俺ではない。

　あっと言う間にニココの体が細かい粒子となって宙に溶けていく。

「お、おい、ニココ」

　ニココの最後に残った伸ばされた指先が、焦あせる俺の胸をつついた。

「〈無む形けい憑つき〉にかけられた呪いを解く方法はただひとつ。それは呪いをかけた〈無む形けい憑つき〉の心臓を食くらうことです」

　空間を包んでいた鏡が粉々に割れた。

　真っ暗な闇に包まれ、声の余韻が消える頃には、元通り、司祭館の廊下に戻っていた。

　ニココは軽やかに去っていったが、残していった言葉は軽いとは言えなかった。

　人差し指で唇をゆっくりとなぞる。そうしてしばらくぼうっとしていたからだろうか、イキルが近づいてきていることに気付くのが遅れた。

　まるでニココと入れ替わったかのように、今度はイキルが俺の前に立っていた。

　イキルは相変わらずの無表情だった。

　あと、二日で死ぬイキル。

　俺の正体に思うところがあるのか、あるいは死を前にしているせいなのか、どこか放心しているようにも見えた。

「……氷の魔王」

「どうした、勇者」

　思えばお互い、出会ったときのその立場からはずいぶん遠くへ来たものだ。

「わたしはあなたを殺した」

「俺の呪いが今お前を殺そうとしている」

「……因果応報、ということ？」

　イキルは静かに顔を伏せた。憤ふん怒ぬか軽蔑か、それとも別のなにかか、俺に向けるべき感情を迷っているのかもしれない。

「……貴様が助かる方法があるぞ」

　口に出していた。イキルにとっての希望。だが、別に黙っていてもいい話だ。それでも、教えようとしていた。

　ぱっと顔を上げたイキルの目に、希望の光が宿っている。

「──────俺の心臓をお前が食えばいいんだ」

　ゆっくりと、イキルの瞳が凪ないでいった。

　それ以上の反応はない。黙って立ったまま動こうとしない。

「……おやすみだな、また明日」

　俺は歩きだし、イキルとすれ違う。

　がら空きで無防備な俺の背中。

　しかしイキルは襲いかかっては来なかった。心臓を奪いに来たりはしなかった。

　俺は神父の部屋──今夜、本物のルーシュは領主のセカンドハウスでドウゾウと過ごすらしい──に戻り、寝台に腰掛ける。

　もう、俺の代わりにものを考えてくれるニココはいない。

　イキルにわざわざ助かる方法を教えたのは、懺ざん悔げという一面もあるが、もしかしたら、無意識のうちに選択を委ねていたのかもしれない。

　心臓を捧ささげるか否いなか。

　魔王であるならば、勇者に心臓を捧ささげるなど愚の骨頂だと言うだろう。

　魔王でなくとも、己の肉体などおいそれと差し出せるものではない。

　俺は手を胸に当てる。力強く拍動している。

　ああ、俺がイキルを見捨てたとて、誰が責められよう。

　俺はイキルに言った。おやすみ、また明日、と。

　子供たちともよく交わした言葉だ。おやすみなさい、また明日。明日こそ村を出て行くかもしれない、と思っているときですら俺は言っていた。そう、噓うそをついていたのだ。

　おやすみ、また明日。

　それなら、今回もこの言葉は噓うそであるべきなのか？

　──────さて？

　俺の足は、司祭館の外へ向かった。




　ほどなくして到着したのは、村長の家だ。

「……なにか用ですかな」

　村長は、俺を軽蔑と侮蔑でもって出迎えた。中にいれてくれそうにない。

　俺が氷の魔王だからというのもあろうが、それよりも、愛するルーシュと俺を間違えたのがこたえているのだろう。熱心な信者としてはとんだ失態だ。

　俺の顔など二度と見たくもないといったところか。

「頼みがある」

「どの面を下げてですかな？」

「貴様の過去を俺は知っているんだぞ」

「…………脅迫ですかな」

「そうかもな」

　そう言ってしまえば抵抗はなかった。

　村長は忌いま々いましげに俺を室内へと招き入れた。

　俺は、中に入ると、開口一番、こう言った。

「貴様、医者だったよな」




　明け方、空はまだ白み始めたばかりだ。

　人々の大多数は夢の中、早朝ミサが始まるよりも前の刻限。

　イキルのもとへ、村長の使いを名乗るものが迎えに寄越された。

「……なんのつもり？　疑問を抱いている」

　村長の家で、食卓に通される。テーブルの上には、きっちりと食事が用意されていた。湯気の立つスープ。こんな朝っぱらから相伴に預かるいわれはない。

　イキルはきっとこう考える。もしや、竜の正体でも探りたいのだろうか。あるいは。

「…………魔王を排除するための相談？」

「そうではありませんぞ。食事をしながら話しましょう」

　村長は自分の前にあるスープをすする。

「これらは、あなたのためにご用意したのですぞ」

　もてなす意図があるのはわかる。

　村長のスープにはない、おいしそうな肉の塊がイキルのスープにはごろごろと入っているからだ。

　しかし、と、疑念がわく。なぜ自分だけを招いたのだろう。

　教会の中でもっとも与くみしやすいとでも思われたのか？

「……食べたことでなんらかの依頼を断らないようにと？」

「スペルエスト神に誓ってそんな卑ひ怯きような真ま似ねはしません。ただのもてなしですぞ。あなたが召し上がってくださらないのなら捨てることになる」

　じゃあ捨てろ、とは言いにくい。食べ物を無駄にしてはならない。それに、いろいろあったせいで昨日から食事を取っていない。

「……本当にこの食事はなにかの取引ではないの？」

　イキルは再三確認し、村長が神に三度誓ったところで席についた。

　木でできたさじをとる。

　口を開ける。

　肉片をすくい、そこへ運び────。

「……そうだ。これ、子供たちにも分け与えたい」

　口に入れる前にさじを食器へと戻し、村長へと訴える。

「け、結構ですぞ。あとで差し入れましょう」

　その答えを聞いて、イキルは食事を再開した。

　再び肉片をすくって、さじを運ぶ。

　────ぱくり。

　次いで、咀そ嚼しやく、咀そ嚼しやく、咀そ嚼しやく、────ごくり、と、嚥えん下か。

　食べているだけなのに、やけに村長からの視線を感じる。まさか毒でも入れているのか？

　ふいに。

　がり、となにか固いものが歯に当たった。

　取り損ねた骨だろうか、と掌てのひらの上にそれを出した。

「────────……っ！」

　呼吸が止まるかと思った。

　だって、掌てのひらにあるのは、三年前に失くしたと思っていた祖母の形見なのだ。

　魔王との戦いで失くした形見。

　特徴的なカットをしている宝石だからすぐにわかる。

　は、とイキルは目を見開く。

　心臓がごとごと走り出す。

　頭より先に、体が理解してしまっている。

　これがなぜ今ここにあるのかを。

　とっさにスカートの裾をめくりあげた。まさに今この瞬間、つま先のほうからみるみるうちに呪いの痣あざが消えていっている。

　そうだ、つまり。

　今、自分が食べたのは──────。

　座っているのに眩暈めまいを覚える。

　吐き気が止まらない。




　────────これは、魔王の心臓だ。
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　椅子を蹴倒さんばかりに立ち上がって、イキルは外へ飛び出した。

　村長は呼び止めなかった。きっと魔王の共謀者なのだろうが、今、そんなことにかまっていられない。

　どこへ行こうというのか、自分でもわからない。

　あてもなく、走った。

　いつかの夜、魔王と過ごした見晴らしのいい丘に出た。

　はあ、はあ、と荒い呼吸を繰り返す。

　落ちていた太い木の枝を手に取り、がりがりと地面に走らせる。

　バカ。バカ。バカ。バカ。

　力強くその文字だけが書かれていく。

「あっ…………！」

　がむしゃらに繰り返していると、ぼきりと木が折れた。そのまま前のめりに倒れ込んでしまう。

「また明日って…………」

　四よつん這ばいになり地面についた手と手の間、ぱたぱた、と雫しずくが落ちる。

「また明日って、言った、のに…………！」

　がり、と爪が地面を抉えぐる。

「本当の、名前だって、名乗って、もらって、ない、のに…………！」

　イキルの体は、しゃくりあげるように震えていた。

　長い髪で隠れていて顔は見えない。

　ただ、ごまかしようもなく、イキルは体全体で泣き叫んでいた──────。







　………………まずい。




　完全に出る機会を逸した。

　こっそりと身を隠して、一部始終を目撃していた俺は焦あせっていた。

　……もしかしてイキルは本気で忘れているのだろうか。

　それともそのことに思い至れないほど混乱しているのか。

　ぜひとも俺を殺したときのことを思い出してほしいところだ。




　俺の心臓を潰して、俺の心臓を貫いて、俺の心臓を握りつぶしたときのことを。




　つまり、────俺に心臓が三つあることを、だ。

　くれてやったのはそのうちのひとつだ。

　姿を現したら、まぎらわしいことをするなと怒られるかもしれない。

　────いや、お前に直接申し出ると恩着せがましくなると思ってな。

　そんな言い訳などする暇も与えられないかもしれない。

　なんにせよ。

　これから考えなければならないことがたくさんある。

　これからやらなければならないこともたくさんある。

　この村で俺が暮らす日々がどうなっていくかはわからない。

　すべてが未知数だ。

　なにもかもが不安定だ。

　だが、確かなこともある。

　俺が今夜眠るときに、噓うそをつかないということだ。

〝おやすみなさい、また明日〟。

　そして。




　目を覚ますとそこにあるのは、イキルも俺も生きている、新しい一日だ。





【完】









あとがき







　なにか不似合いなもの・場違いなものになりすまし、思いがけずうまくいったり、でもやはりそうは問屋がおろさなかったり、という物語が好きです。

　たとえば「おいしい生活（強盗のためカムフラージュとして出したクッキー店が繁はん盛じよう）」や、「俺たちは天使じゃない（脱獄犯が神父のふりを。今作、一番影響が強いのはこの作品かもしれません）」、「天使にラブ・ソングを」や、保育士のふりをする強面こわもて警官などの「潜入捜査もの」。そんな「なりすましもの」（というジャンルがあるのか？）の一端に名を連ねられれば幸いです。

　謝辞です。今回、僕が超絶ポンコツ野郎で各所に大変ご迷惑をおかけしました。見捨てずにいてくださった担当さん、素晴らしいイラストを描いてくださった.sukeさん（嬉うれしくてプリントアウトして冷蔵庫に貼っています）、さらに、この本にかかわってくださったすべての皆様、そして、読者の皆様に最大級の感謝を捧ささげます！
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